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星の輝き一つ。天に燃える陽光の一束ひとたば。

糸の色一つ。織り上げられた布の一筋。

雨の粒一つ。大海を満たす波濤はとうの一滴。

冒険者の傷跡一つ。英雄叙事詩の一篇いっぺん。

千の千乗、万の万倍、重ねた高さは山河を越える。

転がる骰子サイコロに関かかわらず、かくして世界は紡つむがれる。







　　　　第１章　『新米戦士と見習聖女のお話』







　ひゅんと安っぽい剣が瘴気しょうきごと空を切って、まるまる太った巨 大 鼠ジャイアント・ラットが跳び掛かってきた。

「う、わぁっ!?」

　汚らしく黄ばんだ前歯は鋭く尖とがり、喉のどから漂う腐敗臭を纏まとった息は、死のイメージを伴う。圧倒されて後ろへよろめきながらも、とっさに中古の円い皮盾を振り回して叩たたく。

「ＧＹＵＲＩ!?」

　悲鳴を上げて鼠が地に落ち、されど転げるようにして起き上がる。痛痒ダメージはない。

　対して新米戦士は、盾越しにさえ痺しびれた左手を振って、どうにかこうにか体勢を立て直す。

「ちょっと、なんで追撃しないのよ！」

「手が痛いんだよ！」

　背後からは見習聖女の、それでもキンキンと響く鼻声。彼女は片手に天秤剣を握りしめ、もう片手にランタンを掲かかげて、思い切り顔をしかめていた。

　下水道の気分が悪くなるような甘い腐臭は、たとえ鼻栓をしたとて、どうにもならぬ。ぬめる足場。すぐ傍そばを流れる汚水。噛かまれれば痛いだけでは済まない巨大鼠。蠢うごめく害虫。

　毎度のこととはいえ、新米戦士は泣きたくなった。

　──これで一日、金貨一枚ってさあ。

　それもノルマを達成すればこそ。そしてそれさえも生きる上で貴重な収入源だ。

　とはいえ冒険者たるもの、やっぱりゴブリンくらいは……。

「馬鹿ばか、来てる！」

「──ッ!?」

　相棒の叫びに我に返った新米戦士は、前も見ずにがむしゃらな動きで剣を突き出した。

「ＧＹＡＡＲＵ！？！？」

　毛皮と肉と心臓とを貫く、嫌な手応てごたえ。同時に生暖かい液体がぶっと噴いて、少年の顔にびしゃびしゃと跳はね散った。

　そしてビクビクと痩攣けいれんする肉の塊が伸のし掛かかってきて、新米戦士はたまらず声をあげた。

「う、うう……ッ!?」

　払いのけるように剣を取り落とすと、それを生はやしたまま、どさりと鼠は地に落ちた。足元へ黒ずんだ血だまりが、じわじわと広がっていて少年の長靴を濡ぬらしていく。

「ちょっと、大丈夫？　噛まれてない？」

「お、おう、平気だ」

「…………そ」

　つんけん素っ気ない見習聖女は、それでも新米戦士の傍へ、ととと、と駆け寄ってきた。白い法衣の袖そでが汚れるのは今更としても、指先に血がつくのも構わず頬ほおの血を拭ぬぐう。

「目には入ってないでしょ？　目は？」

「うぇ。ちょっと入った」

「なにやってんのよ、もう」

　呆あきれたように呟つぶやき、彼女は背負い鞄かばんから毒消しアンチドーテの瓶びんを取り出す。ぺっぺと血を吐はき水筒で口をすすいだ新米戦士は、ありがたく苦い薬液を呷あおった。

　二人とも、未いまだ白磁はくじ。

　解毒の奇跡はもちろん、金かねの鎧 兜よろいかぶとに鎖帷子くさりかたびらでさえ、夢のようなものであった。

　だが怠おこたればどうなるかは一目いちもく瞭然りょうぜん。つい今しがたまで鼠がたかっていたのは、襤褸ぼろ切れに包まれた 屍しかばね だった。

　空からっぽの眼窩がんかに裂けた頬、無宿人の類たぐいか何かと思えば、食い破られた喉にかかる認識票。見習聖女がその白磁の小板をつまみ取り、丁寧にハンカチで包んで 懐ふところ しまい込む。

　どう見ても哀れな少女──と認識票に刻んである──は、防具を身につけていない。着の身着のまま、棒きれ一つで地下に潜もぐり、寄ってたかって鼠に喰くい殺されたのだろう。

「……う、また来た」

「またとか言わない。お仕事でしょ」

　仲間の死故ゆえか、あるいは流れた血の臭においに惹ひかれてか、下水の奥より新手が一匹。ランタンの明かりに照らされて、赤子ほどもある巨大鼠の影が朧おぼろに浮かび上がる。

「早く証拠の耳を落として。喰われちゃうわよ」

「俺おれが？　耳が？」

「耳！」

「もうちょっと心配してくれても良いのに」

　ぶつくさ言いながら少年は死体に突き刺さった剣の柄つかを握りしめ、引き抜き……。

「……あれ？」

　いや。

　ぐい、ぐいぐいと引いても、肉に埋まった剣はどうしたわけか、びくともしない。鼠の弛緩しかんし、妙にぐにゃりと柔らかい死体を踏んで思い切り引っ張っても、ダメ。

　そうこうしているうちに、欄々らんらんと燃える瞳ひとみの巨大鼠が、じりじりと距離を詰めてくる。

「あ、ちょ、ちょっと、たんま！」

「馬鹿、来てる、来てる来てる！」

「う、うわあっ!?」

　間一髪。

　跳躍してきた鼠の顎あぎとから転げるように身を退よけて、少年は堆積した汚物へと突っ込む。

　腐った残飯だなんだが体に纏わり付くけれど、噛まれて病気を移されるよりまだ良い。悪くすると致命的一撃クリティカルヒットで喉笛噛み千切ちぎられることだってある。

「ＧＲＵＵＵＲＲＲＵ……！」

　唸うなる巨大鼠は鞭むちのように尾を振り回し、新米戦士を威嚇いかくする。無手の彼を新たな獲物、背後に控ひかえる少女を第三の獲物と見ているのだろう。

　飢餓の象徴ともいえる様相で涎よだれを垂らす様は、こちらを逃がす気がないらしい。もちろん、冒険者たちとてここで逃げては飯の食い上げだ。

「ああん、もう……っ！」

　見習聖女は無作法ながらも舌打ちを一つ。

　──えーと、巨大鼠って病気とか移すし汚いし襲ってきてるし、秩序の敵、秩序の敵！

　自分に言い聞かせ振りかざした天秤剣の直上に光が集つどい紫電しでんが生まれる。其そは稲妻いなずまの剣なり。

「〈裁きの司つかさ、つるぎの君、天秤の者よ、諸力しょりょくを示し候さぶらえ〉！」

　次の瞬間、神鳴る〈聖　撃ホーリースマイト〉が剣となって 迸ほとばし り、鼠を貫いた。肉が焦こげる臭いと煙を漂わせ、巨大鼠がびくびくと幾度も跳ねてのたうち回り、息絶える。

　ちぇっと少年が不満そうに唇を尖らせ、少女がほっとしたように息を吐いた。

「いいよな。神サマの奇跡は一発だもんな」

「文句言わないでよ。一日一回しかお願い聞いてもらえないんだから」

　不遜ふそんな事を言う新米戦士を、見習聖女はじろりと睨にらみつけた。

「それより、早く剣を抜いて。耳を落として帰って体洗いたいんだから」

「うーい」

　新米戦士は不承不承に死体へ歩み寄り、今度こそ剣を抜こうと力を込めた。

　と──……。

　がさり。

「…………」

「…………」

　嫌な音がした。

　不意に聞こえたそれに、二人の冒険者は顔を見合わせる。強張こわばっていた。

　がさ。

　がさり。

　かさかさ。

　かさり。

　音は闇やみの奥よりあった。

　見習聖女が、恐る恐るとランタンを掲げる。

　黒光りする──巨大な甲蟲こうちゅうの姿があった。てらてらと油を塗りたくったかのようなそれが、一匹、二匹……どころではない。

　少なく見積もっても、十以上。

　それが細長い触覚を揺らめかせ、じりじり床を這い進んでいる。こちらへ向けて。顎を開けて。

「い」

　見習聖女が喉を震わせた。

「いやあぁあああぁああぁぁッ!?」

「馬鹿、逃げるぞ!!」

　二人は取るものも取りあえず手に手を取って、這々ほうほうの体ていで下水道を転げるように走りだす。背後からはカサカサというおぞましい音を伴って、黒蟲どもが迫り来る。

　出口までは、さてどれくらいだったろう。

　ドラゴンなどと贅沢ぜいたくは言うまい。せめてゴブリン。いやでもあれも悲惨な最期さいごか。だけど。少なくとも巨大黒蟲ジャイアントローチどもに齧かじり殺されるのだけは、ゴメンだった。
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　春の終わりの陽光は、夏の訪れを伝えるように、やや暑い。

「う、ぐぐぐ……」

　目に突き刺さる朝日、そして藁わらに、新米戦士は強張った体を解ほぐすように身を起こした。深呼吸しようと息を吸って吐けば、獣臭さ、酒精の臭いが入り混じった不快な空気。

　それでも下水道よりはマシだろう──馬小屋での目覚めは。

　いくら冒険者ギルドが冒険者の宿も兼ねているとはいえ、宿泊するには宿代が必要だ。木板に毛布を敷いただけの簡易寝台はともかく、宿の部屋は経済的エコノミーなだけ。

　贅沢スイートを言う気はないけれど……。

「金、ないもんなぁ」

　しみじみと息を吐く。なにしろ昨日の冒険はといえば、大赤字も良いところだ。

　解毒剤一本、剣一振り、そしてノルマ未達成で報酬ゼロ。辛かろうじて今まで細々節約して貯ためてきた金があったから、まだ今日は良い。けれどこの調子では早晩、荷物を纏めて故郷に帰るか、悪くすれば農奴のうどか娼婦しょうふか。

　新米戦士が故郷の農村を飛び出して冒険者となったのは、ほんの数ヶ月前になる。聖職者として修行に出る幼おさな馴染なじみの女の子が、放っておいたら死にそうだったからだ。

　彼女に言わせると「武者修行とか言って野垂れ死にそうだからついてきた」のだそうだが。いずれこの認識の相違については、きちっと決着をつけるべきだと彼は考えている。

　いや、考えていた、か。

　辺境の街に来て以来数ヶ月、毎度毎度のネズミ退治。時々害虫駆除。

　──これ、冒険者の仕事かなぁ……。

　これでは膨ふくらんでいた夢もあえなく萎しぼみ、意地や決意も折れてしまいそうであった。

「……やめやめ、そういうの考えるのはなしだ」

　新米戦士はぶるぶると体を振るい、服の中に入り込んだ藁を取り払って立ち上がった。

　隣では酔いつぶれた同業者らしいおっさんが、ぐごごとイビキをかいて寝返りを打つ。向こうでは馬たちが邪魔な同衾どうきん者どもへ胡散臭うさんくさそうな視線を送ってくる。

　見習聖女の姿は、馬小屋にはない。挫くじけかかった意地であっても、彼女を簡易寝台に寝かせる程度には踏ん張れるものだ。

「っし、今日も……やるぞ！」

　空から元気げんきも元気のうち。新米戦士は声を張り上げ荷物を掴つかみ、馬小屋を飛び出した。

　真っ先に井戸へ向かって桶おけを引き上げ、頭からばしゃりと水を被かぶる。腰に手挟たばさんだ手拭てぬぐいを取って顔をゴシゴシと擦こする。まだ髭ひげは生えてこない。

「もちっとしたら格好もつく……といいな」

　それとも見習聖女は指を差して笑うのか。ぐぬぬと新米戦士は唸った。

　ともかくやるべき事は多い。

　身だしなみを整えると辛うじて言える作業を終えると、少年はすぐに馬小屋へ戻った。立てかけてある農具から円匙スコップを拝借し、馬小屋の裏手に回る。

「えっと、どこだったかなあ……」

　昨夜帰ってきてクタクタになりながらしたせいで、どうにも場所が曖昧あいまいだ。しばらくごそごそ地面を探って「あったあった」と真新しい堀り跡に行き当たる。円匙を地面に刺して、ぐっと踏み込んで土を掬すくうことしばし。

　ややあって土中から引っ張りだされたのは、新米戦士の装備──革鎧と円盾だ。

　街に来てすぐなけなしの金で調達した、安物なれども唯一無二、頼もしい武具。それをわざわざ埋めたのには、もちろん理由がある。

「……うう。臭いは……んー……マシ、かなぁ」

　顔を近づけてすんすんと鼻を鳴らして臭いを確かめる。

　下水道で汚物に突っ込んで必死こいて逃げまわった時は気にならなかった。問題は地上に戻ってきてからだ。それはもう、自分でも嫌になるほどに臭い。道行く街の人はもちろん、同業者でも顔をしかめて鼻をつまむ。

　ギルドに戻って報告をしたら、受付さんに笑顔で「洗ってきてください」と言われる始末。見習聖女が顔を真っ赤にしてブルブル震えながら俯うつむいていた辺り……。

　──悪いことしたなぁ。

　しみじみと、そう思う。

　とりあえず服は不慣れながらに洗濯をし、干し、体を洗って、着替えた。革鎧と盾に関してはどうしたもんか悩んだ後、土に埋めて消臭を試みるしかなかった。

　マシになったと信じ、布切れで泥を払ってから身につける。宿部屋を借りたならまだしも、馬小屋に貴重な装備を置いて出歩く勇気は、彼にはない。

「う……」

　と、胃が痛むような感覚とともに、ぐるりと腹の虫がうなりをあげた。思わず腹に手をあて、あわてて周囲を見回す。誰だれもいない。誰にも聞かれていない。

　思えば昨日は水しか飲んでいない。

　空は青く、朝日は眩まぶしい。

　新米戦士は溜息ためいきを吐ついた。

「……飯、食いに行くか」
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「……遅い」

　見習聖女の姿は既に酒場にあった。

　ざわざわと寝起きの冒険者たちで早くも賑にぎわう酒場の、隅のほう。

　少女が不貞腐ふてくされた様子で頬杖ほおづえをついてるのに、新米戦士は「悪かったよ」と卓につく。

「ああと、おはよう。朝飯は？」

「もう食べた」

　ぶっきらぼうにそう言った見習聖女は、それからぼそりと「おはよ」と呟く。

「良いから、さっさと食べて。できれば午後からまた潜らなきゃならないんだし」

　見習聖女の席には空のパン皿一枚。自分の席には豆とベーコンのスープとパン。新米戦士は何をどう言ったものか口を開いて、一度閉じ、それからもう一度開いた。

「ごめん」

「何が」

「いや……」

　これ以上何か言うとまたツンケンと怒らせてしまいそうだった。

　──何も朝っぱらから喧嘩けんかするこたぁないよな。

　新米戦士が匙さじを取ってスープを口に運ぶと、見習聖女は「ふん」と鼻を鳴らした。

「それとあんたの服。まだ馬小屋の裏に吊つってるんでしょ？」

「あ、うん」新米戦士は頷うなずいた。硬いパンを齧って飲み込む。「まだ乾いてないから」

「じゃあ後で貸して。あんたの洗濯じゃ臭いなんて落ちないもん。あたしが洗う」

「えーと……ごめん」

「あんたが臭いと、こっちまで臭いって思われるじゃない」

　そう言って、見習聖女はそっぽを向いてしまった。

　前回は文句のつけようもなく新米戦士の失態だ。「ごめん」と呟き、食事に専念する。

　パンを千切り、スープに浸ひたす。ふやけたところで、匙でベーコンを掬って乗せる。それを口へ運び、塩っぽいだけで味の薄いスープと共に黙々と食べ進める。

　前衛職が空腹で動けないなどとなったら、もうどうしようもない。これも役目だ。

　やがて空になった皿に匙を放ると、少年は頷いた。

「とにかく、武器だよな」

「あの剣、放ったらかしは流石さすがに勿体もったいないものね」

「じゃなくて」

　彼は否定し、卓に置かれた水差しから水を杯に注そそいだ。

「探しに行くのにも武器が必要だろ」

「お金あるの？」

「それな」

　少年はぐびりと水を飲んだ。見習聖女も水差しに手を伸ばしたので、水を注いでやる。

「ありがと」と彼女は言って、両手で杯を口元へと運んだ。「ないでしょ、お金」

「借りるかなぁ……」

「ちょっと、やめてよ、借金なんて」

「違ぇよ。予備の武器とか、そういうの」

　武器を借りる。幾人かの知人を思い浮かべて、さて貸してもらえるかどうか悩む。

　短剣一本とかなら簡単かもしれないが、それではとても心こころ許もとない。かといって長剣だのを借りるには──自分が一振り失なくしてしまったのが痛い。

　信用というのは、そうなかなか培つちかえるものではないのだ。

　はぁ、と彼が思わず深々と息を吐いた時、

「ん、なんだ坊主。朝から辛気臭い顔しやがって」

　そんな軽快な声が頭の上から降りかかってきた。

　思わずひょいと見上げた先には、きらりと光る穂先の槍やりを担かついだ冒険者の姿。首にかかった認識票は第三位──銀等級の証あかし。

「あ、え、えと……」

「俺はこれから冒険デートでな。時間はねえけど、あるだけなら聞いてやるぜ」

　思わず声を失った新米戦士に、辺境最強と名高い槍使いがにやりと不敵な笑みを浮かべる。

　新米戦士はごくりと唾つばを飲んだ。脇腹わきばらを見習聖女に肘で小突かれる。意を決して頷く。

「実はそのう。昨日の冒険で武器をなくしちゃって」

「ああ？」槍使いは思わず顔をしかめた。実に実感のある口調で「そりゃ痛えな」と呟く。

「回収に行きたいんですけど、武器がないもんで……誰かの予備を借りれないか、って」

「予備武器な。……そらぁ、余ってるから貸してやっても良いっちゃ良いけどよ」

　槍使いは新米戦士の全身を、頭の先から足の先までジロジロと眺ながめ、結論づけた。

「足りてねえだろ、筋力」

「ぐう……」

　ぐうの音が辛うじて出せた。

　筋骨きんこつ隆 々りゅうりゅう──というには細身でしなやかだが、槍使いと自分とでは比べるべくもない。体格が違うのだ。当然、扱う武具の重さだって変わってくる。

「第一、もしまたなくした時、お前さんらじゃ弁償できねえだろ？」

「そ、ね」

　流石に後輩から金を搾しぼる気にはなれない。そうぼやく槍使いの横に、す、と影のように美女が歩み出る。

　豊満な美体を強調する衣装を纏った魔女の姿に、見習聖女が思わず顔を赤らめ目を逸そらす。

「吊り合わない、魔法の、武器て、あまり、良くない、もの、ね？」

　──予備武器も魔法の武器なのか！

　魔女がくすくす笑いながら囁ささやく言葉に、新米戦士は目を剥むいた。彼にとって金属鎧の類が夢ならば、魔法の武器はもはや伝説だ。

　──そりゃあ、上手うまくすれば遺跡や迷宮で見つかるって聞くし、売ってるのも見るけど。

　とてもとても、自分に手が届くと思える金額からは桁けたがいくつも違う。

「だ、から。代わりに、いいもの、あげる、わ」

　そう言うと、魔女はたおやかな手つきで自身の胸元むなもとを探り、一本の蝋燭ろうそくを取り出した。蝋燭は普通の白色ではなく青みがかっており、よく見るとそれは文字のせいらしかった。

　新米戦士には判読できない複雑な文字が、流麗りゅうれいな筆致ひっちでもってびっしり刻まれている。

「蝋燭……」見習聖女が、目をぱちくりと瞬またたかせた。「……ですか？」

「そ」

　魔女は片目を瞑つむり、謎なぞめいた秘密を解き明かすように声を潜ひそめた。

「これ、ね。物探しの蝋燭……。探しものに、近づくと、暖かくなる、の。ね？」

　魔法の道具マジックアイテム。ごくりと新米戦士の喉が鳴った。

　別に何も自分たちで使う必要はない。売り払えば、良い剣が買えるだけの額には……。

「売って、お金にしても、いいの、よ？」

　見透かすような微笑ほほえみに、思わず新米戦士は俯いた。脇腹を見習聖女に肘で小突かれる。

「あ、と。すみ、ません。ありがとうございます」

「いいの、よ。ちょっとした、手助け、ね？」

　新米戦士がおずおずとそれを受け取ると、魔女はにこりと目を細めた。

「じゃ、私たちは、冒険デートだから」

「おう。死ぬなよ、坊主ども」

　最後にわしゃりと乱暴な手つきで槍使いは頭を撫で、颯爽さっそうと歩き出した。その背後にはぴたりと寄り添うように、魔女が続いてギルドの入口から去って行く。

　新米戦士は頭に残る力強い 掌てのひら の感触へ、そっと右手を重ねた。

「……格好良いな」

「そうね」

　見習聖女が、ぽつりと呟くように声を漏もらす。

「そうかも」
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「いやあ、無理無理無理無理」

　ギルド裏手の草ッ原。座り込んだ少年斥候スカウトは、そう言って両手を振り回した。

「俺だってこないだ短剣なくして借りてんだもん。貸したら大将に殺されっちまう」

「なくしたって、どうしたんだよ」

「大ナメクジジャイアントスラッグに溶かされちゃったんですよ」

　圃人レーアの少女巫術師ドルイドが「なにやってるんだか」と眉まゆをあげて呟く。

「大ナメクジかぁ。良いなぁ……」

　新米戦士が唇を尖らせ、見習聖女に脇腹を肘打ちされる。

「こっちは白磁、向こうは銀の一党パーティよ。比べらんないわよ」

「そっちは鼠退治だっけ？」

　少年斥候の言葉に新米戦士はしかめっ面つらで頷いた。

「で、剣なくしちゃってさ」

「一品物とかじゃないだけマシだと思うけどなぁ」

　ちらりと少年斥候が目を向けた先では、重戦士が両手持ちの大剣を振り回している。

　ごうごうと吹き抜ける突風をくぐり抜け、トトンとそこへ踏み込む女騎士。盾を手放し両手持ちで掲げられる長剣が僅わずかに纏うのは、付与された魔力の証だ。

　打ち、払い、叩き、かわし、薙なぎ、振り下ろし、捌さばき、切り込み、弾はじく。

　武器は業物わざもの、鎧も同様。鍛え上げられた武具の輝きは、陽光の下でも明らかだ。

「……良いなあ」

「どっち？」

「大　剣グレートソード」新米戦士は頬杖を突いた。「両　手　剣ツーハンデッドソード」

「やめてよね」見習聖女が思わず目を剥いた。「あんたが持ってもブンブン丸じゃない」

「なんだそれ？」

「風を起こすだけ、という意味では？」

「当たんねえってことだよ」

　少女巫術師と少年斥候の言葉に、新米戦士は不貞腐れてそっぽを向いた。

「当たったらすげえだろ」

「っていうか、あんな重い武器持ったってすぐバテるじゃない」

「だけど格好良いじゃんか」

「お金もかかるわよ？」

　ダメダメと見習聖女が人差し指を立てて左右に振ると、新米戦士は黙らざるを得ない。

「まるで〈沈黙サイレント〉だな」

　少年斥候がけたけたと声をあげて笑う。

「すっかり尻しりにしかれてるじゃねえか」

「あら」と少女巫術師が澄まし顔で小鼻を鳴らし、短い葉の耳を揺らした。

「あなただって、私がお財布預かってないと無駄遣いばっかりするじゃない」

　藪蛇やぶへびであった。少年斥候が舌打ちをする。少女巫術師は満足そうに頷いた。

「ねえ、ギルドで相談してみたらどうでしょう？」

「相談って、武器を借りる？」

「そうじゃなくて、鼠退治の方法。良いやり方を知ってるかもしれませんし」

　うーん、と見習聖女は唸った。

「そう簡単にいくかしら？」
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「そう簡単にはいきませんねえ」

　──やっぱり。

　困ったように頬へ手を当てる受付嬢に、見習聖女はしみじみと頷いた。

「そうよねえ……」

「大なり小なり、簡単じゃないから冒険者さんにお願いしているわけでして」

「簡単にできるならそもそも仕事が回ってこないかー……。あ、解毒剤ください」

「はいはい、どうぞ」と差し出された薬瓶を、見習聖女はしっかりと鞄へしまいこむ。

　走って転げて鞄の中で割れて無駄になった苦い思い出は、きっと無駄ではあるまい。

「あ、回復の水薬ヒールポーションも一本いかがです？」

「ほしいけど……お金が、その……包帯とか薬草とか軟膏なんこうだけで……」

「やっぱり簡単にはいきませんか」

　とはいえ、と。受付嬢は勿体つけるようにコホンと咳払せきばらいを一つ。

「お教えできることがないわけではありませんよ？」

「ホントか！」

　ガタリと椅子いすを鳴らして、新米戦士がカウンターへ身を乗り出した。

　昼過ぎの冒険者ギルド──周囲に他ほかの冒険者の姿は、まばらにしかない。すでに大勢は依頼を受け、意気いき揚々ようようと冒険に出発した後である。

　わざわざ相談するためだけに、この時間まで待ったのだ。手がかりの一つもなしに帰るわけにはいかない。

「なんでも良いんで、教えてください！」

「といっても、単純な方法ですけれど……」

　受付嬢は、丁寧に整えられた爪先つまさきを強調するように、ぴんと人差し指を立てた。

「守りを固めてしまうんですよ。鼠や大黒蟲の歯が通らないくらい、鎖帷子とかで！」

「金がないんだよー……」

　新米戦士は勢いを失ってガタリと椅子に座り込み、ひどく情けない声をあげる。それにきょとんと受付嬢が小首を傾かしげ、ゆるく編んだ髪房がさらりと流れた。

「中古の品でしたら、多少なりともお安く扱っていますけれど」

「それ死んだ人のじゃないですか」

　うす寒そうに見習聖女が指摘すると、失礼なと受付嬢はぷんすか言った。

「引退した方の装備や下取りに出されたものもありますし、呪のろいの品なんてありませんよ」

「でも死んだ人の装備もあるんでしょう？」

「そりゃあ、まあ……でも亡者アンデッドになった人はいませんし……」

　一瞬、受付嬢の目が彷徨さまよった。けれどすぐに笑みが貼はり直される。

「それに、装備は装備ですから！」

　新米戦士は深々と溜息を吐いた。

　──何にしたって金がないんだよなぁ。

「……他、何かありません？」

「後は、そうですねえ。……ああ、ランタン使ってますか？」

「ええ、冒険者セットの」

　見習聖女が多少げんなりとしながら頷いた。

　冒険者セット──ロープ、ランタン、白墨はくぼく、楔くさびが何本かひとまとめになった品だ。今のところランタン以外はあまり役立っていないので、少し後悔したりもしている。

「ランタンじゃなくて松明たいまつを武器に使ってらっしゃる人もいますね」

　鼠も虫も炎を嫌いますし。受付嬢はニコニコと笑って言う。

「誰だよ、そんな冒険者……」

「誰って、それは──」

　と、言いかけた受付嬢の顔に、ぱあっと花咲くように笑みが広がった。その視線に釣られて新米戦士が目を向けた先は、冒険者ギルドの入り口。

　自在扉がぎいと開いて、むっと鼻につくような鉄錆てつさびの臭いが流れ込んでくる。

「げっ」と新米戦士が声をあげたのも無理はない。入り口から現れたのは、異様な風体の冒険者であった。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、腕には小振りな円盾を括くくり、腰には粗雑な棍棒。

　ゴブリンスレイヤー──そう呼ばれている、冒険者であった。

「ご、ゴブリンスレイヤーさん、早いですって……」

「そうか」

　彼の後には白い法衣を赤黒く汚した女神官が、ふらふらとした調子で続いてくる。

　ゴブリンスレイヤーは短く呟き、受付にいる二人を認めると、ズカズカと歩き出した。そしてどっかと待合室の長椅子に腰を下ろす。横に女神官が崩れるように座り込む。

　腰のところで小さく手を振って合図していた受付嬢が、仕方ないといった風に目を細めた。

「綺麗きれいにしてくださいって。いつも言ってるんですけどね。皆に誤解されちゃいますから」

　そう零こぼした彼女が、新米戦士と見習聖女の強張った顔に気づく。

「どうされました？」

「あ、いや、その」

「えっと……」見習聖女はばつが悪そうに頬をかいた。「前に失礼なこと、言っちゃって」

　数ヶ月前のことだ。まだ記憶に新しい。

　彼が新人を連れ回して囮おとりにしているのではないか──……。などと今思えば失礼なことを考え、馬鹿げた正義感で女神官を引き抜こうとしたのだ。

「ああ」と合点が言った受付嬢は、くすりと笑いを漏らした。

「大丈夫ですよ。彼、そういう事は気にしてませんから」

「こっちが気にしてて……」

　新米戦士はそう言った後、ふと目を瞬かせた。ゴシゴシと袖口でまぶたを擦る。違和感。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧、腕には小振りな円盾を括り、腰には粗雑な棍棒。

　──棍棒？

「……確かあの人、剣を使ってなかったっけ」

「そういえば……」

　見習聖女もまた、ひょいとそちらを向いた。

「……うん、確か、すっごい安っぽいの使ってたわよね」

「だよな」

「それに、あの子も返り血まみれだし……」

　何かあったのかしら？　悩ましげに頭を捻ひねる二人へ、「ふふふ」と受付嬢が微笑んだ。

「気になります？」

　彼女はそう言って、わざとらしくトントンと手元の書類を整えて見せた。

「やっぱり、冒険のことは冒険者さんに聞くのが一番じゃないでしょうかね」

「う、ううーん……」

　でも、あの男はゴブリンスレイヤーだ。しかし銀等級、第三位の冒険者でもある。

　だけど、ゴブリンスレイヤーだぞ？

「……よっし！」

　勢いをつけて席を立ったのは、見習聖女であった。

「あ、お、おい……！」

「聞いてみるだけなら」きっと彼女は前を見据えて言い放つ。「タダよ！」

　そして慌てふためく新米戦士を置いて、彼女はずんずんと決断的に歩き出す。

　新米戦士は受付嬢を見た。彼女はニコニコと笑顔のまま。

「ああ、もう……っ！」

　新米戦士は思い切って立ち上がった。

　受付嬢は、やっぱり笑っていた。
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「あのう……」と見習聖女が声をかけると「ふぁい？」と女神官が気の抜けた返事をした。

　冒険の直後だ。タイミングを考えるべきだったと、今更ながら見習聖女は顔をしかめる。

「なんだ」

「う……」

　おまけに、このひどく低くて無機質で、淡々とした声だ。鉄兜がゆっくりと動き、面頼めんぼお越しに視線が突き刺さる。

　赤黒い血まみれの甲冑かっちゅうの男。

　──ほんと動甲冑リビングメイルか何かじゃないの、コイツ。

　そんな失礼な事を思い、見習聖女はごくりと唾を飲んだ。

「あ、あのさ！」

　と、そんな彼女を庇かばうように、ぐいと新米戦士が割り込んできた。

「ちょっと！」という見習聖女の文句を無視して、彼は気軽な調子で言葉を続ける。

「聞きたいことが、あるんだけど」

「なんだ」

　短くぼそりと応じたゴブリンスレイヤーは、続けて低い声で言った。彼の傍に座る女神官は、こくり、こくりと頭が揺れ動いている。

「静かにしろ」

「あ、う、わ、悪い……」

　新米戦士の声は上ずっていた。手も強張って、緊張からか少し震えていた。見習聖女はそっと彼の手を握りしめる。無骨で傷まみれの手だ。

「……大変な仕事だったの？」

「少し、金が入り用でな」

　いや、と。ゴブリンスレイヤーは鉄兜を左右に振った。

「付きあわせてしまった」

　ごくりと唾を飲んで、新米戦士は見習聖女の手を握り返す。

「聞きたいことがあって、さ」

　深呼吸を、一度。新米戦士の手から硬さが抜けた。

「なんで、棍棒なんか使ってるんだ？」

「ゴブリンから奪ったからだ」

　返事はひどくバッサリとしたものだった。

「う、奪った？」

「投げる。刺す。折れる。毀こぼれる。正しく切ればともかく、一本の剣では五匹と切れん」

　答えのようでいて、答えではなかった。

　──いや、答えなのか？

　新米戦士は「むう」と唸った。

「…………鼠や、蟲だと、どうだ？」

　ゴブリンスレイヤーは「ふむ」と低く唸った。

「鼠や、蟲か」

「……おう」

「何とも言えん」

　だが、と。彼は腰帯に吊るしている棍棒を軽く叩いて示した。

「……振って、当たれば、痛痒ダメージにはなるだろう。少なくとも、刃毀れはない」

　ゴブリンスレイヤーは、ひどくゆっくりとした動きで長椅子から立ち上がった。彼にもたれるようにしていた女神官が、びくりと身を震わせた。

「楽だ」

「楽……」

「俺は行くぞ」

　考えこむ新米戦士に、ゴブリンスレイヤーは短く言った。そして鉄兜がぐるりと寝ぼけ眼まなこを擦っている女神官の方を向いた。

「休んでいるか？」

「あ、いえ……い、行きます！」

「そうか」

　ずかずかと歩き出すその背を追いかけるべく、女神官がわたわたと慌てて立ち上がる。と、その間際まぎわ、彼女はくるりと二人を向いて、ぺこりと会釈えしゃくをした。

「あ、ね、ねえっ！」

「はい？」

　ここしかない。

　思わず呼び止めた見習聖女に「何でしょうか？」と女神官は小首を傾げた。

「あっと、なんで、その……血まみれなの？」

「あー……」

　女神官は、どこか胡乱うろんげな表情で声を漏らした。顔が僅かに赤い。

「……き、聞かないで、いただける、と？」

「そ、そう……？」

「あ、で、でも、怪我けがしたりとかではないので、大丈夫です！」

　見習聖女に向けて、女神官は疲れた顔で健気けなげに微笑んでみせた。汗と埃ほこりとで汚れてこそあれど、彼女の笑みに一切いっさいの陰りはない。

　その胸元で揺れる認識票は白磁ではなく、黒曜こくよう。



　見習聖女は息を吐いた。

「あのさ」

「はい？」

「こないだは、ゴメンね」

「？」

「すっごい勘違いしてたみたいだったから」

　女神官は目を見開き、そしてぱちくりと瞬かせた。

「──いえっ！」

　そして急にはつらつとした彼女は、ぎゅっと両手で錫杖しゃくじょうを握りしめる。

「ぜんぜん、大丈夫です。あの人、ああ見えて良い人で──」

「来ないのか？」と、遠くからぶっきらぼうな声が飛んで来た。

　女神官は「今度お話しましょうね」というと、ペコリと二人に頭を下げた。帽子を押さえてばたばたと走りだし、立ち止まっていたゴブリンスレイヤーの横へ並ぶ。

「どうした？」という声に「なんでもありません」と応じる声。

「疲労か」

「あ、いえ……えと。でも、少し疲れた、かもしれません」

「少し休め」

　遠目にも「はい」と頷く女神官が、僅かに頬を緩ゆるめていたのを二人は認めた。

　見習聖女がふっと息を吐いて、ぐるりと肩を回した。

「……私たちも」

「ん？」

「私たちも、頑張りましょ」

「おう」

　そう言って新米戦士と見習聖女は、こつんと拳こぶしを軽くぶつけあった。
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「よーし、良いぞ！」

「はい、じゃあ指差し確認！」

　夜明け直後の町外まちはずれ。青紫色の朝焼けに照らされた下水溝前に、少年少女の声が弾はずむ。

「解毒剤アンチドーテ！」

「持った！」

「傷薬！」

「軟膏と薬草、持った！」

「灯あかり！」

「冒険者セットのランタン、油、あと松明！　そっちは？」

「物探しの蝋燭。……えっと、地図！」

「持った！　っていうか依頼受けた時に借りるんだから、そりゃ持ってるよ」

「文句言わない。次、防具！」

「革鎧はまだちょっと臭い……あと盾な。ほら、お前もくるっと一回りしろって」

「えー……。別に法衣で攻撃受けるつもりなんてないのに」

「良いから見せろ。チェックの意味ないだろ」

「はいはい……。で、あと武器！」

「持ったよ」

　そう言って、新米戦士は真新しくも無骨な棍棒を右手に握りしめた。まだ値札もついていそうなそれは一般的には安価でも、少年にとっては安くない買い物だ。

　見習聖女は棍棒を見て「良し」と頷き、両手を大きく広げてくるりと回ってみせる。ふわりと白い法衣の裾すそが広がる。ところどころに綻ほころびと鉤裂かぎざきがあるが、綺麗なものだ。

「どう？」

「後で繕つくろった方が良いかもな」

「繕うだけの余裕があればね」

　腰に手を当てた見習聖女は、さも深刻そうな様子で悲鳴を上げた。

「もし今日ノルマ達成できなかったら、もう破産よ、破産！」

「そこまで切羽詰まってないだろ……」

「そのぐらいの覚悟でやって、ってこと！」

　呑気のんきな調子の新米戦士へ、びしりと見習聖女の天秤剣が突きつけられた。

「故郷に帰るお金もなくて、あんたは農奴、私は……えっと、その……」

「娼婦？　え、いや、無理じゃね？」

「言うな、馬鹿！」

　さっと顔を赤らめた少女の肘鉄ひじてつが、少年の──鎧のつなぎ目──脇腹に入る。うぐごごごなどと腹を押さえて身悶みもだえる彼を見下ろし、見習聖女はふんと鼻を鳴らした。

「とにかく、わかった？」

「わ、わかった、わかったけど……まあ、うん」

　よろよろと姿勢を立て直した新米戦士は、荷物を持ち直して元気よく頷いた。

「何とか、やってみようぜ！」

　辺境の街、開拓地のひとつであるこの街に下水道があるのは、もちろん造ったからだ。

　水の街のように古代遺跡の上に街を造ったならともかく、無人の広野に都市機構はない。一から鉱人ドワーフの職人や魔術師、熟練の人足を揃そろえて、この石造りの地下水道は築かれた。

　街が栄えたから下水が造られたか、下水が造られたから街が栄えたのか。どちらが先なのかは、新米戦士にはわからなかったけれど。

　──というか、どういう仕組みなのかもわかんないしなぁ、これ。

　錆さびた鉄の扉を抜けて階段を降りた先は、じめっとして薄暗い石の迷路ダンジョンだ。汚水が流れる水路を挟んで歩道が続き、腐敗した臭いが渦うずを巻いている。

　たまらず新米戦士が口元を布で覆おおうと、見習聖女も顔をしかめて鼻栓を詰めた。

　新たに造られた下水にもかかわらず巨大鼠や大黒蟲が湧わくのは、そこに不浄があるからという。祈らぬ者ＮＰＣどもは、何故なぜかそういった場所に自然と現れるものなのだ。

　だからこそ、より大きな脅威を招かぬうちに駆除するのが大事だとか──……。

「で、どっちに行けば良いんだ？」

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

　新米戦士が油断なく──彼にとっては──身構える隣で、見習聖女が慌てて荷物を漁あさる。

　火打石を叩いてランタンに火を入れて腰帯に下げ、シャッターを開けて蝋燭に火を移す。物探しの蝋燭は不思議と青白い炎をあげ、じんわりとした熱を見習聖女の手へ伝えた。

「……どうだ？」

「暖かいけど、まだなんとも……」

「しっかり俺の剣のこと考えといてくれよ」

　とはいえ目的は剣探しもだが、ネズミ退治でもある。ノルマを稼ごう。

　新米戦士はそう決意して歩き出し、いくつかの水路を曲がって、やがて奥まった一角へ来る。何度も潜って探索しているうちに突き止めた、巨大鼠どもの溜たまり場だ。

「……お、いたいた」

　水流の流れのせいか、街から捨てられた食料がここに多く集まるのだ。それ目当てに、ぶくぶくと膨れ上がった巨大鼠が一匹、二匹……。

　新米戦士は握り手に唾をくれて柄えを馴染ませると、一気に駆け出して跳び掛かった。

「お、らあっ!!」

「ＧＹＵＵＩ!?」

　一匹が慌てて飛び退のくが、食事に夢中だった一匹を捉とらえた。

　剣とはまるで違う鈍い感触と打撃音。肉の塊をぶっ叩いた手応え。悲鳴を上げて転げる巨大鼠はまだ生きている。

「死ね、よっ!!」

　悪く思うな、というような感慨は最初の時に捨て去った。殺さなければ殺されるのだ。前歯で喉笛を齧られればこっちだって死ぬ。

「お、ああ！」

　跳ね起きるなり牙きばを剥いて跳び掛かってくる巨大鼠。新米戦士は盾をぶち当てるようにして体を叩きつけ、それを迎え撃った。

　十キログラム近い肉塊が激突する衝撃に、盾持つ左腕がびりびりと痺れる。

「こ、の！」

　だが体重差なら新米戦士の方が有利だ。

　彼は薄汚れた路面を転げるようにして押さえこみ、振り上げた棍棒を巨大鼠の首へと叩きこむ。技量も何もへったくれもない。路地裏の喧嘩のほうがまだマシといった戦い方だった。

「ＧＹＵ!?」

　べきりと湿った木枝を折るように、巨大鼠の頚椎けいついが砕けた。

　もう一撃。巨大鼠が痙攀する。もはや瞳があらぬ方向を見ているのを確かめて、新米戦士はようやく額ひたいの汗を拭った。

「あ、と、も、もう一匹は……!?」

「もう逃げたわよ」

　慌てて新米戦士が周囲を見回すと、緊張した面持おももちで天秤剣を構えていた少女が息を吐く。彼女はスタスタと少年に歩み寄り、てきぱきと慣れた様子で彼に傷がないかを確かめる。

　新米戦士も自分の体を検あらためるように手を握り、開き、腕や足を軽く動かしてみる。痛みはない。噛まれてもいない。鼠は血泡を噴いているけれど、返り血は浴びていない。

「大丈夫、だな」

「……みたいね」

　よし、と見習聖女は頷いた。解毒薬も回復薬も使う必要はないらしい。

「で、どう、その棍棒」

「いや、良くわかんねえけど……」

　新米戦士は手にした棍棒を、意味もなく一度素振りしてみる。剣のように鋭くなくとも、剣以上の重みは、妙な頼もしさを感じさせてくれた。

「わかんねえけど、当てれば死ぬな、これ」

　槍使いの颯爽とした姿や、重剣士の豪快な姿とは程遠い有様ありさまに、溜息は漏れたけれど。

　なんにせよまずは一匹。幸先の良いスタートではあった。
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「蝋燭、どうだ？」

「ん……こっちのが暖かくなる、かな？」

「じゃあ、西か」

　曲がり角に来る度、見習聖女が蝋燭をかざして向きを確かめ、二人は進んでいく。

　残念ながら、やはりというべきか、昨日戦った場所に剣はなかったのだ。巨大鼠どもが運んでいったか、あの大黒蟲どもに押し流されたか……。

「ゴブリンじゃあるまいし、財宝貯めこんでるってことはないよな」

「ちょっと、怖いこと言わないでよ」

　見習聖女がきっと新米戦士を睨み、その脇腹を肘で小突いた。

「ゴブリンの群れが街の下にいたら洒落しゃれにならないじゃない！」

「ホントな」

　それこそゴブリンスレイヤーの出番だろう。

　二人は腐敗臭にひいひい言いながら、慎重に探索を進めていく。

　あの後、仕留めた巨大鼠は──ざっと合わせて三匹。大黒蟲は一匹。棍棒は粘ついた液を纏い、早くも歴戦の風格を漂わせ始めている。

「返り血……返り汁？　が飛び散るのは盲点だったなぁ……」

「そりゃ、ゴブリンスレイヤー……」見習聖女は言い淀よどんだ。「……さんも汚れるわよね」

　──とはいえ重たいし、戦闘で何度も振っていると剣以上にバテたけれど……。

「何も考えず振り回せば良いって、楽なのな」

「それでまたなくしたりしないでよね」

「あー……」

　そっと曲がり角の先を窺うかがいながら、もっともな意見に新米戦士は呻うめいた。

　とりあえず鼠は小さいやつだけなので問題なし。背後の見習聖女に手招きをしつつ、一歩ずつ奥へ踏み込む。足元を小鼠がすり抜けて行き、その長い尻尾しっぽに見習聖女が「ひゃっ」と声をあげた。

「あ、そうだ」

「なぁに？　またくだらないこと思いついた？」

「じゃなくて」

　新米戦士は慌てて首を横に振り、ついでに左右の安全も確かめ、道端に座り込んだ。

「ちょっと紐ひもかなんか持ってない？」

「ロープじゃダメなの？」

「もっと細いやつ」

「髪留め用のなら、あるけど……」

「助かる」

　鞄をごそごそと探って髪留めの紐を取り出した彼女は「返してよね」とそれを差し出した。新米戦士が紐を受け取り何か作業を始めるのを、隣にちょこんとしゃがんで覗のぞきこむ。

「ま、お金入ったら新しいの買うからさ」

「ちゃんとそっちの取り分から出してよ」

「もちろん、もちろん」

　それは簡単な小細工だった。

　紐を棍棒の柄にしっかりと結びつけて、ある程度の大きさを持った輪を作る。そこに手首を通して棍棒を握れば……。

「ほら、これで落ちない」

「ふうん……」

　急きゅう 拵ごしらえの吊り紐ストラップを、見習聖女はしげしげと眺め、ふんと鼻を鳴らした。

「あんたにしては、上出来じゃない？」

「うわ、酷ひどいな」

「帰ったらもっとマシなのつけたげるわよ」

　くすくすと笑いながら立ち上がった見習聖女が、さて蝋燭はどうかと炎を掲げ、

「うあ、あっッ!?」

　と、思わず取り落としそうになり、わたわたと慌ててそれを握り直した。

「おい、どうした？」

　すわ何事かと棍棒を握りしめて新米戦士が立ち上がる。未熟なれど精一杯に周囲を警戒しながら盾を掲げる彼に、少女は首を横へ振った。

「な、なんでもないの。ただ、なんかこれ、どんどん熱くなって……」

「熱くなってきてる？　ってことは……」

　見れば青白い炎を燃やす物探しの蝋燭は、めらめらとその火勢を増してきていた。

　新米戦士と見習聖女は、思わず顔を見合わせた。

「近づいてくる？」

　上から降り落ちてくる気配に気づけたのは幸 運クリティカル以外の何物でもない。咄嗟とっさに新米戦士は見習聖女を庇い、押し倒すようにそこを飛び退いた。

「きゃっ!?　ちょ、何を……！」

「馬鹿、見ろ！」

　それは巨大な黒い塊のようであった。

　全身の丈たけ六フィート約二メートルはあろうか。普段見るものより倍近い。光沢のある外殻を持ち、棘とげのある肢あしは六本。鋼線の如ごとく細長い触覚を揺らめかせ、鋭い牙持つ顎をガチガチと鳴らしている。

「……蝋燭は!?」

「すっごい熱い！」

「あれの中かよ！」

　巨大黒蟲ヒュージローチがガサガサと動き出し、二人は悲鳴を上げて走り出した。
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「ど、どど、どうすんのよ!?」

「どうするったって……！」

　天井てんじょう、床、壁。縦横じゅうおう無尽むじんに這いまわる巨大な黒蟲は、ちょっとどころではなく怖い。

　何が怖いかといえば追われることもさておき、生きたままあれに喰われることだ。鼠や蟲に食い殺されるために冒険者になったわけではない……！

「けど、このままじゃ追いつかれる……！」

　下水道を必死に走る二人が今のところ無事なのは、初動の早さと最初の距離のおかげだ。

　巨大黒蟲の敏捷びんしょうさは、只人ヒューム──少なくとも白磁の冒険者とは比べ物にならない。遠からず追いつかれ、貪むさぼり食われてしまうのは明白だった。

　──その前に地上へ……いや、無理だろ……！

　地上へ戻るにはハシゴを登る必要がある。そこを襲われたら終わりだ。なにしろ黒蟲は翔とべる。巨大黒蟲だって翔べるだろう。

「いっそ水ン中に飛び込むか!?」

「それで黒死病ペストなんかになったら元も子もないじゃない！」

「なら……狭い通路！　そこなら追ってこれないかも……！」

「ダメよ！　黒蟲って体すっごい柔らかいんだもん！」

　狭い通路に入って一息ついたところを、ぐにゃりと体を歪ゆがめて入り込んで来る黒蟲。想像しただけで寒気がするほどに逃げ場なし。

「なら、戦うっきゃないじゃん……！」

「でも、どうするの!?」

　がさがさという生理的嫌悪感を掻かき立てる音はもう間近まで迫ってきている。新米戦士は握りしめたままの棍棒へ目を落とした。

　めった打ちにしたら殺せるのだ。それは間違いない。なら、どうすれば良い？

　──このまま振っても当たるわけがない。

　あの素早さだ。動きを止めない限りは無理だろう。技量が足りていない。

「な、なあ！　お前の〈聖　撃ホーリースマイト〉って、当てられるか!?」

「わかんない……！　狙ねらうのは神様じゃなくって私だもん！」

「真まっ直すぐ突っ込んでくるなら!?」

「それ、なら……！」

「よし！」

　後はもう咄嗟の判断でしかない。やるならやらねばだ。

　新米戦士は見習聖女の腰帯からランタンを引きちぎるようにして奪い取る。

「きゃあッ!?　ちょ、ちょっと、何すんのよ……!?」

「生きてたら叱しかられてやる！」

　彼女の甲高い悲鳴に怒鳴り返しながら、新米戦士は振り返った。目前には巨大黒蟲。粘液を滴したたらせた大顎おおあごがガチガチ鳴っている。

　新米戦士は息を呑のんだ。

「これでも、喰らえッ!!」

　そして巨大黒蟲の目前に、そのランタンを叩き付けた。

　床にぶちあたったランタンは安物の外殻をひしゃげさせ、炎を噴き上げる。巨大黒蟲が甲高く鳴いて、羽を広げて翔ぶ。それだけで戦意を喪失しそうなおぞましさ。

　新米戦士はズボンの中が生温かく湿るのを感じた。震える歯の根をぐっと食いしばる。

「今だ、やっちまえ!!」

「──ふぇ、え、あ……ッ！」

　呆ほうけて身を震わせていた見習聖女が、新米戦士の叱咤しったに応じて天秤剣を振り上げた。

「〈裁きの司つかさ、つるぎの君、天秤の者よ、諸力を示し候さぶらえ〉！」

　そして神鳴る雷の剣が、一直線に不浄の蟲を迎え撃つ。稲妻が迸り、青白い光が下水の薄汚い暗がりを眩まばゆくかき消した。ほんの一瞬の奇跡。

　大気とキチン質とが焼け焦げる、胸焼けのするような臭いと煙が渦を巻く。無様に腹を晒さらす姿で地に落ちた巨大黒蟲が、起き上がろうとわさわさ六肢を蠢かす。

「う、お、あ、あぁああぁああぁッ!!」

　そこへ新米戦士は棍棒を振り上げて跳び掛かった。黒蟲の腹にまたがり、棘の生えた足が引っ掻いてくるのも構わず、盾を顎へ押し込む。

　油で煮しめた革に黒蟲の牙が食い込むが、後はもう無我夢中だった。獣のように何かを叫びながら、一心不乱に棍棒を振り上げ、振り下ろし、叩き、砕く。飛び散る粘液も、ひっかき傷から滴る血も気にしない。気にしたら殺される。

　汗で滑った柄が掌から擦すり抜ける。棍棒に結んだ紐を頼りに握り直す。叩きつける。

　殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。殴る。とにかく殴る。めった打ちに殴る。

　死ぬまで殴る。

「お、あ、ぁ……は、……あ、う……」

　やがて、とうとう限界が来た。酸素が足りていないのだ。熱で真まっ赤かになった視界を振り払おうとすると、くらくらと頭が揺れた。

　あわや崩れそうになった体を、見習聖女の手が伸びて引き起こす。

「だ、大丈夫……!?」

「……た、たぶん」

　気づけば少年は、頭から黒蟲の体液を浴びていた。棍棒を握った右手が特に酷い。巨大黒蟲の頭があったはずの場所には、ただ粘液の塊がぐちゃりと広がっている。

　それでも恐るべきは生命の残滓ざんしが六肢をブルブルと震わせている事だろう。

「ま……まだ生きて、るの？」

「は、離れてろ。……危ない、から」

　新米戦士はゴクリと唾を飲み、作業用の短剣を腰帯から抜いた。それで肢を一本ずつ、根本の関節にゴリゴリ刃を立てて、折るように断ち切っていく。

　こうでもしないと安心できない。

　それを六回繰り返した頃ころには、手の指が強張ってひどく痛んだ。けれど、まだ終わらない。

「えと、腹……だよな」

　少年は両手で短剣を逆手に握り、振り上げ、振り下ろした。ぶしゅりと体液が噴き出る。刃の先が硬いものにぶつかり、彼は意を決して蟲の腸へと手を突っ込んだ。

　引きずり出す。

「あった……」

　何を思ってこの巨大黒蟲がこれを飲み込んだのかはわからない。だけれどその腹から出てきた剣は、紛れもなく彼が必死になって買った初めての武器だ。

「……今日からこの剣をチェストバスター、棍棒をローチキラーって呼ぶのはどうだろう？」

「……馬鹿言ってないで、さっさと解毒薬アンチドーテ飲んで、帰るわよ」

　頭から足まで体液を浴びた少年が、ひどく情けなく見窄みすぼらしい格好をしていることも。腰帯を引き裂かれ顕あらわになった少女の脚を、湯気を立てながら液体が滴っていることも。

　二人は気づかないふりをして、偉大な勝利に乾いた笑みを浮かべてみせた。
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「はぁーぁ……」

　辺境の街に日が暮れる。

　川で頭から水を浴びて、相方が下穿したばきを洗うのから目を逸らし、ギルドに行って報告。装備を点検し、使った薬を買い直し、全身の擦り傷を治療して、簡易寝台の使用料を払う。

　結局残ったのは、今新米戦士の掌の中にある銀貨数枚ばかり。ここから貯金をするから──……さてどれくらい稼げたことやら。

　冒険者ギルドの戸口脇にしゃがみこんだ新米戦士も、溜息の一つも吐きたくなる。

「ちょっと、なにぼんやりしてるのよ」

「んー……」

　濡れた髪をタオルで押さえた見習聖女が、すぐ傍かたわらに並ぶ。新米戦士は生返事をしながら、門を潜くぐって行き交う人々に目を向けていた。

　どやどやと各々おのおのの得物を担いで街へ、ギルドへ入る冒険者たち。誰も彼もが思い思いの装備をして、顔には疲労と共に達成感が滲にじんでいる。そこから今日は冒険者の死人はなかったと察せられるほどの経験は、まだ少年少女にない。

「先は長いなあ……と思って」

「そんなのわかりきってるでしょ」

　ふんすと鼻息も荒く言った見習聖女が、すとんと新米戦士の隣に座り込んだ。

「一日一歩前進！　それ以上を望むから足元がお留守になるのよ」

「ま、そうなんだけどな」

「精一杯やって、貢献して、お金ももらって、生きてるんじゃない。文句なしでしょ？」

「そうなんだけど、さ」

　手にした銀貨を夕日に透かす。きらきらと金色の光が、目に眩しい。

「……先は長いよなぁ」

「……そうね」

　──けど俺だって、今日は巨大鼠とか黒蟲をやっつけたもんな。

　武勇伝として吹聴するにはちっぽけで、けれど命を懸かけた戦いだったのは間違いない。

「よっし、なんか旨うまいもの食おうぜ！」

　そう言って、新米戦士は見習聖女へと銀貨を放り投げた。

「……そうね。今日はちょっぴり贅沢しちゃいましょうか」

　いつか、いつか、いつか。

　勇者になりたい。英雄になりたい。ドラゴンを倒すような──冒険者に、なりたい。

　立ち上がった少女の掌中で、ちゃりちゃりと銀貨が音を立てて鳴った。






　　　　第２章　『ある男の子のお話』







「ほら、いつまで寝てるの！　起きなさい！」

　朝の空気に良く通る姉の声が、少年の鼓膜こまくを揺らした。んーとかうーとか意味不明な言葉を発しながらもぞもぞ動くと、白い光が険まぶたを突き刺す。

　朝日──朝、朝だ。

「朝!?」

　がばりと体を藁わらのベッドから飛び出させて、少年は大きく伸びをした。吸い込む空気は冷たくも心地よく、何やら香こうばしい匂においも漂ってきている。

　──パンだな！

　朝ごはんだ。

「さっさと起きてこないと、朝ごはん片付けちゃうぞー！」

「わかってるよ！」

　姉に一声怒鳴り返し、少年はぱっぱと服を脱いで着替えだす。

　朝となったならもう一分一秒だって無駄にはできない。それにお腹なかだって空すいている。

　──どうして目を閉じるとすぐ朝になるのに、お腹はこんなにぺこぺこなんだろう？

　姉なら何か知っているだろうか。聞いてみたいけど、今はそれより朝ごはんだ。

「おはよう、姉さん！」

「おはようございます、でしょ」

　台所兼食堂兼居間──小さい家なのだ──に飛び出すと、姉がぷりぷりと怒っていた。

「まったく、もう。そんなだからあの子に面倒見てもらう事になるんでしょ？」

「む……。あいつはカンケーないだろ！」

　隣の家に住む幼おさな馴染なじみのことを持ちだされて、少年もまたぷりぷりと唇を尖とがらせた。

　年下のくせして何でもやれるせいで、こちらは弟分扱いされて世話を焼かれている。それがどうにも不満なのだが、それを訴えても姉はにこにこと笑うばかり。

　まったく姉というからにはもうちょっと弟の気持ちを汲くんで欲しいものだ。

「いいから、とにかく食べちゃいなさい」

「……はぁい」

　訴えは無慈悲に退しりぞけられて、かわりに朝食の席へつくよう大匙おおさじでもって指示される。

　テーブルの上に並んだ皿には、ほかほかと湯気をあげるパン、それから牛乳のスープだ。鶏が卵を産んだ日には妙り卵とかが並ぶけれど、そうしょっちゅうあるわけじゃあない。鶏を絞めた時にしか作ってもらえないシチューは、彼の好物だ。

　美味おいしそうな匂いはお腹に悪い。これを冷ましてしまう手はないぞと少年が匙を手に取った。

「あ、ちゃんとお祈りもね！」

　途端、それを見越したように、背中を向けて鍋の具合を見ていた姉の声が飛ぶ。しぶしぶ少年は匙を卓上に置いて、両手を組んだ。

「川より多き、海より広きを求む者よ。糧かて得る智慧ちえを授さずけてくださり、ありがとうございます」

「はい、よろしい！」

　開拓村だと地母神様を信じるのが普通だが、自分の家が違うのは少年にとっての自慢だ。

　姉は知識神の寺院で読み書き計算を教わり、今は教える立場になりつつある。そのおかげで両親が死んでも暮らしていけるのだから、知識神様には感謝しなくては。

　──でも。

　スープを畷すすり、パンを千切ちぎってスープに浸ひたしてふやかして食べながら、少年は思う。

　──オレは、冒険者になりたいなぁ……。

　とてもとても、姉には言い出せなかったけれど。
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「東の森には行かないようにね！」

「わかってるよ！」

「お昼には戻って寺院に行くのよ！」

「わかってるってば！」

　口うるさい姉の声に背を向けて、少年は産まれた時からよく知っている道を駆けて行く。

　──あ、産まれた時ってのは言い過ぎかな？

　背中ではこないだの誕生日に姉がくれた木剣が、かたかたと揺れている。

　最近の彼のお気に入りは、これを振り回しての冒険者ごっこだ。もちろん、本人にとっては紛れもない冒険のつもりだったのだけれど。

　──今日は一党パーティがひとり足りないからなぁ。

　隣の家のあの子は、今日は街へでかけてしまっている。まったく、なんてズルい。

「オレだってまだ見に行ったことないのに」

　背中の剣を引き抜いて、意味もなくブンブンと振って茂しげみを散らす。

「おう、坊！　あんま人のいっとこで振り回しとーとあぶねぇどー！」

　と、当然のようにそれを見咎みとがめた、斜向はすむかいの農家のおじさんが声をあげた。畑で水をまいていた途中なのだろう。かがめていた腰を、音を立てて伸ばしている。

「……はぁい」

　自分の評判は姉の評判だ。少年は少年なりに素直に理解して、背中に剣を戻した。

「ごめんなさい」

「おぉ、きぃつけぇよ」

　とんとんと腰を叩たたきながら、にこにこと笑顔の農夫は小休止とばかり畑から歩き出した。そのまま少年の横に来た彼は、ふーと息を吐はきながら腰に差した手拭てぬぐいを取って顔を拭う。

　土と埃ほこりと泥と汗まみれで、手拭いはあっという間に茶色く汚れてしまった。

「ふだん一緒にいる、あン子はどうしたい」

「あいつなら、今日は街」

　少年が唇を尖らせて言うと、農夫は「そおけ、そおけ」と頷うなずいた。

「めんこい子ォだもの。街できれいな服でも買うてもらうてよ。坊も楽しみじゃねえのけ？」

「あいつがおシャレしたって似合わないと思う」

　頬ほおをふくらませる少年を、農夫は泥まみれの無骨な手でわしわしと撫でてきた。彼がされるがままにしているのを見て、またげらげら笑う。

「ま、見てみっから言うたほうがええな。今ンはナイショにしとうよ」

「ん……」

「おお、坊。午後にゃ寺院さ行くんだろ？」

「うん。勉強しろって、姉さんが言うんだ」

「そら、ええこったな」

　うんうんと頷いた農夫は、それから顔をしかめて腰の辺りを拳こぶしで軽く叩いた。

「実は、まぁた腰いわしちまったんでな。薬さもらいてぇと、坊主様に言うといてくれ」

「わかった。腰の薬だね」

　少年が頷くと、農夫はしわくちゃの顔をくしゃくしゃにして「よおし」と笑って見せた。

「あ、そうだ、坊。あと東の森さ行ったらダメだ言われとぉよな？」

「言われてるけど」と少年は言って、首を傾げた。そういえば。「なんでダメなんだ？」

「なんだ、姉ちゃんから聞いとんのか」

「うん。聞いてない」

「東の森なぁな」

　農夫は、どうにも深刻そうに腕を組んで、深々と息を吐いた。

「ゴブリンがでたんよ」
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「冒険者か。ホントにどぉにかしてくれんのかね」

　開拓村の外はずれから野良のら道が延びた先、こんもりと盛り上がった暗い森。その入口に佇たたずむ開拓村の若衆──といっても三十路みそじ過ぎだ──の一人がびくびくと言った。

　手には錆さびを落とした古い槍やりを持っているとはいえ、腰が引けて頼りない。なにしろ戦争に槍を担かついで行ったのは、もう十年も前のことだからだ。それさえも後詰めで控ひかえている間に戦いは終わって、何が何やらだったのだから。

　ゴブリンが出たかで、村で数少ない戦いくさの経験者だからと引っ張られても困るというもの。

「いくらギルドが保証してくれっつーても、野盗みてぇなんが来たら、おらぁやだなぁ」

「俺おれぁ、まじない師のがおっかねえけんども……」

　ぼそぼそと小声で話すのは、やはり若衆の、これは二十歳はたち頃ごろの気弱そうな男だ。薪まき割り用の手斧を、どうにも持て余した風でひっきりなしに握り直している。

「女でも油断しちゃいけねえって聞く。魂からなにから、腑抜ふぬけにされっちまうんだと」

「おらも聞いたことあっだよ」と、元兵士が声を潜ひそめて囁ささやいた。「山向こうの村に、若いのがおったろ。たしか生糸きいと造りんとこの」

「おう、いたいた」

「それが『堅パン齧かじって長生きすんのはやだ。冒険者になって太く短く暮らす』とか言うて」

「飛び出しちまったのか」

「おうよ。けどな、そン実は村にきたまじない師、森人エルフの女に惚ほの字よ」

「あたぁ……」

「逆もあっど。娘が村さやってきた冒険者に、手籠てごめだ、誑たぶらかされるだ、よくあるつう……」

「ばぁかこくでね。爺じいさまが言うとうたろうが」

　若衆の頭かしら、恐らくは次に村長になると思わしき二十歳頃の男が険しい顔で言った。

「小鬼どもに襲われて無事だったんは、冒険者さ雇った村だけだ、つうて」

「けどよう」

「そっとも、小鬼ばらにてめえの娘っ子くれてやったほうが良いのか？」

「そら……」

「行商人の女が引きずり込まれたっちゅう話くらい、お前さんだって聞いとるだろが」

　嫌だとか、ごめんだとか、気弱な男がぶつくさと言うのを、元兵士はもっともだと頷いた。

「爺さまの言うことにゃ、間違いはねえべ。おらよりよぉく戦について知っとる」

「けんどよ、ゴブリンなんぞに冒険者さ雇わんでも……そっとしときゃあ、良いんじゃ……」

「たまに一匹二匹くんなら、追い払えばええ。小鬼なんざ、大したことねえもの」

　頭は、渋い顔をしたまま首を左右に振った。

「けど爺さま言ってたど。巣、こさえようとしとう。娘っ子に女房、かっさらいにくっど」

「だども……」

「しぃかしよ。俺らだけでゴブリンども突っ殺すっつうわけにはいかんだろ？」

　元兵士の男がそう言うと、気弱な男は今にも殺されそうな声で「ひぇっ」と喚わめいた。

「と、とと、とんでもねぇ。おらあ、村に来た小鬼は追っ払えっども……」

「なら仕方あんめ」と元兵士は言った。「冒険者はそれで飯めし喰くうてるんだ、まかせっちまお」

「ったく、肝きもの小さい奴やつだ」

「ま、こいつの気持ちも考えてくんろ、なあ」

　頭が気弱な男を罵ののしると、元兵士は彼を庇かばうように穏やかな声で言った。

「そりゃあお前は村長の娘とデキて将来安泰っつう話だが、他ほかはそうもいかねぇでよ」

　こう言われてしまえば、頭といえど黙らざるを得まい。

　田舎いなかの若者は冒険者に憧あこがれる。女を抱きたい。旨うまい飯を喰いたい。贅沢ぜいたくをしたい。田舎で土を耕して一生を終えたくはない。

　それくらいならドラゴンと戦いたい。死ぬのは覚悟しているなどと口でだけは言うのだ。

　娘衆とても同じだ。

　村で野良仕事してる抜作ぬけさくと一緒になるか、寺院で神に仕つかえて死ぬまで祈るか。悪くすれば野盗の類たぐいに襲われて手籠めにされるか、金の不足を補うための身売りか……。

　それぐらいなら冒険者と一夜の夢を見る、あるいは一緒に旅をするなどという幻想を抱く。気の強い娘なら、男と同じように自らも冒険者となって一旗揚げたいと思うだろう。

「そら、自分んとこの娘だ妹だ息子だ弟だのこたぁ、誰だれだって心配だぁね」

　辺境開拓はなかなか厳しい。

　怪物は絶えることなく現れるし、だからといって軍が来て守ってくれるわけもない。顔も知らぬ国王陛下は、竜とか魔神とかの対処でお忙しいのだろう。神を奉じる神殿寺院が支援とばかりに寺院を建ててくれるのが、気休めと言えば気休めだ。

　税金もある。雨も降る。風も吹く。日照りになる。曇りが続く。

　そしてゴブリン。

　金が足りなければ身売りだ出稼ぎだ……若者が夢を抱いて冒険者になるのも当然といえる。それくらいならいっそ、都で冒険者ギルドの役員を目指してくれれば良いのだが……。

　学と金がなければ、全すべてはそれこそ夢のまた夢だ。

「……つぇえ冒険者が来てくれっとええけんどなぁ……」

「んだな。なぁに、王様が税金でギルドぉ作ってくれてんだ。心配いるめえよ」

「……ああ」

　なんにせよ、夢よりも金よりも、今は目の前のゴブリンだ。若衆三人は顔を見合わせ、深々と溜息ためいきを吐ついた。

　だからだろう。

　彼らの目を盗んで少年がこっそり一人森へ入ったことに、誰も気づかなかったのは。
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　ゴブリン。

　大人たちはおっかないおっかないと言うけれど、さてどんなものだろうか。少年はまだ見たことがなかった。

　だから見てみようと思ったのだ。

　そうすれば自慢できる！

　子供らしい単純な考えだった。

　一番弱い怪物だと聞く。一匹二匹来たのを、村の大人が追い払ったのも知っている。もしも本当にそうなら、やっつけられるんじゃないか？

　やっつけることができたら……。

　──もっと自慢できる！

　勝手知ったる獣道を、少年は木剣をぶんぶん振り回して走っていく。

　人の手が入らぬ、昼ひる尚なお暗い森だ。鬱蒼うっそうと木々が茂り、苔こけと獣の臭においが渦うずを巻く。普段から「危ない」と良く叱しかられる場所だけれど、今日は輪をかけて不気味だった。

　もっとも危なくて不気味だからこそ、普段からここで遊んでいたのだけれど。

「……ん？」

　少年が足を止めたのは、そのいつもの遊び場に見慣れぬ足跡を認めたからだ。あの子の足跡より大きく、自分のものと同じぐらい。狼おおかみ や狐きつねや鹿しかとも違う。

「……ゴブリン？」

　呟つぶやいた瞬間、ざわざわと風が草葉を揺らしながら吹き抜けていった。

　ごくりと唾つばを飲む。いつの間にか口の中は乾いていて、喉のどがヒリヒリする。掌てのひら にじっとり汗が滲にじみ、少年は慌てて剣を握り直した。

「く、来るなら来いだ……！」

　虚勢を──本人はそう思わなかったけれど──張って、精一杯にそれっぽい構えを取る。

　ざわざわと風が吹いて、湿った生臭い空気が流れ込んでくる。

　──どこにいる？

　息を吸って吐く。そろそろと足を進めていく。無意味に木剣を振り回し、茂みを払う、枝を払う、幹を叩く。

　何も起こらない。ただただ、しんと静まり返った森の中の静寂があるばかり。

　──いない？

「なぁんだ、驚かせてくれるなぁ……」

　少年はことさらに大仰おおぎょうな仕草しぐさで汗を拭い、掌をゴシゴシとシャツに擦こすり付けた。触れてみるとシャツはじっとりと汗で湿っていて、心臓がバクバクといっているのがわかる。

　少年はごくりと唾を飲むと、ふるふると頭を振った。わざとらしく声をあげる。

「よ、よし、戻ろう。姉さんを心配させちゃいけないもんな！」

　そうして振り返ったその先に棍棒を振りかぶったゴブリンの姿があった。

「う、あ……ッ!?」

「ＧＯＲＲＢ!?」

　驚いたのはゴブリンもそうだったのだろう。振り上げた姿勢のまま体が固まっている。自分と同じ背丈せたけ。汚らしい目と口。薄暗い緑色の肌。腐った肉のような臭い。

「ゴ、ゴブリン……!?」

「ＧＢ!?」

　驚きのあまり反射的に振った木剣が、ぼかりと鈍い音を立ててゴブリンの頭にぶち当たる。やった、という思い。しまった、という後悔。だがもう何もかもが遅い。

「ＧＧＧＧＧ……」

　よたよたと小鬼が頭を押さえながら立ち上がってくる。血が滴したたる。少年は息を呑のむ。

「ＧＯＯＲＢＯＧＯＯＲＯＲＯＢ！！！！」

　そのゴブリンが欄々らんらんと目を燃やして吠ほえた瞬間、少年は脱兎だっとの如ごとく逃げ出していた。

　走る、走る、走る、走る。

　転げそうになりながら走って転げて起き上がって走る。森の奥深くへ入っているのか外へ出ようとしているのかもわからない。獣道を外れてしまえば森の中で方角を確かめる術すべはない。

「う、あ……ッ！」

　息が切れる。息が上がる。喉がヒリヒリする。全身が痛い。足が重たい。でも走る。

　背後を振り返る余裕はない。ゴブリンの声は聞こえないけれど、それは耳がきいんとしているからかもしれない。とにかく足を止めたらダメだと、それだけを考えて走り続けて。

「あ、こ、ここ……ッ!?」

　少年が辿たどり着いたのは、今まで見たこともない場所だった。森の奥に、ぽっかりと開けた場所がある。

　こんなところがあっただろうか？　ましてや──こんなところに、洞窟なんて。

　くらくらとする頭へ必死に吸った息を送り込みつつ、少年は茂みにしゃがみこんだ。隠れようとか、そういう事を考えたわけではない。もう一歩も動けなかっただけだ。

　ひゅうひゅうと掠かすれたような音を立てて、懸命に呼吸を整える。

　と──…………。

「────？」

　そこに、ズカズカという無造作な足音が響いた。

　少年は茂みの中からそちらを向いて、あっと漏もらしかけた声を必死に両手で押さえた。

　ゴブリンだった。

　それも、二匹──頭に傷がない。なら、三匹？

「ＧＯＲＢＢＲＢ……」

「ＧＲＯＢ！　ＧＢＲＲＯＢ！」

　ぎゃいぎゃいと喚きながら、手にした棍棒を振り回し、汚らしく嗤わらい合う。

　言葉がわかるわけではないが、なんとなく少年にもわかった。これから喧嘩けんかに行くぞという時。ああして気合を入れたことがあったから。

　──村に、行くんだ！

　伝えなくては。

　しかし動かそうと思ったわけではないのに足が動いた。動いた足が、茂みを揺らした。

「ＧＢＲＯ……？」

　もう遅い。

　身動きもとれぬまま、固まった少年のいる茂みへゴブリンの厭いやらしい黄色い目が向く。短い指がこちらを示して、片割れがシシシと気色の悪い忍び笑いを漏らす。

　一歩。また一歩。二匹のゴブリンが近づいてくる。歯の根がカチカチと鳴った。木剣を何とか握りしめる。逃げないと。逃げないと。

　──どうやって？

「ＧＢＯＲＯＢＲ!?」

　次の瞬間、その片方──後方にいたゴブリンの喉に、剣が突き立っていた。

「ＧＯＲＢ!?」

　同胞の悲鳴にもう一匹が振り返る。宙を掻かきつつ血を噴いて崩れ落ちるゴブリン。

　その背後。少年は確かに見た。

　それは──それは、冒険者だった。

　安っぽい鉄兜てつかぶと。薄汚れた革鎧かわよろい。左手には小振りな円盾を括くくり、中途ちゅうと半端はんぱな剣を抜いた。

　思い描いた華々しい姿とも、たまに村を訪れる無骨な姿とも違ったけれど。その男は、間違いなく冒険者だった。

「まず、一つ」

　低く淡々とした、無機質な声。ぼそりと呟いたそれが、どうしたわけか耳に届いた。

　もう一匹の小鬼は狼狽ろうばいした。その小鬼は手にした棍棒と、冒険者と、洞窟の入り口とをきょどきょどと見比べる。そして洞窟の入り口めがけて走り出した。

　応報、怒り、恐怖。それを引っくるめて、自分の同胞たちへ押し付けようというのだ。

　冒険者はその間に、死んだ小鬼の躯むくろから剣を引き抜いている。

「二つ」

　振りかぶり、投げた。

「ＧＯＲＯＢ!?」

　後頭部から脳幹を貫かれた──少年にはわからないが──小鬼は、身悶みもだえながらつんのめる。やがて地面へうつ伏せに斃たおれたそれは、びくりびくりと痙攀けいれんした後、動かなくなった。

「ふむ」

　冒険者はやはり低く呻うめくと、ずかずかと無造作な足取りで二匹目の死体に歩み寄った。ズッと刃から脳漿のうしょうを糸引かせつつ抜き取り、舌打ちをして放り捨てる。

　彼がゴブリンの腰帯から、短剣と思わしきものを取り上げるのを見て──……。

「あ……！」

　ちがう、だめだ、まだだ。色々言葉が渦を巻いて、少年の口から 迸ほとばし った。

「もう一匹、外にいる!!」

　冒険者の反応は目にも留まらなかった。

　彼は振り返るのと短剣を振ふり被かぶるのと狙ねらいを定めるのとを、同時にやってのけていた。ひょうと風を切る音がして濁った悲鳴があがり、どさりと重たいものが地面に倒れる。

「ＧＢＯＲＯＢ!?」

　背後、そう遠くない場所でがぼがぼと喉から血泡を噴いて息絶えたのは、さきほどの小鬼。

「あ……」

　自分が殺されかけていたことに、少年は今更ながら気がついた。ぞっとした手から木剣が零こぼれ落ち、足元でからからと音を立てた。

「これで、三か」

　冒険者が、下生したばえを踏みしめ、茂みをかき分け、ずかずかと近づいてくる。使い古された革の籠手が、地面に転がった木剣を拾い上げ、そして少年へ差し出す。

「え、あ……？」

「すまん」

　少年が呆然ぼうぜんと木剣を受け取ると、冒険者は低く淡々とした声で、しかしハッキリと言った。

「助かった」

　そして振り返らずに洞窟の中へと潜もぐっていく冒険者を、少年はじっと見送っていた。
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「こら、あれほど森に行くなって言ったじゃない！」

「ごめんなさい、姉さん！」

　結局、寺院に駆け込んでごまかそうとした時点で姉に全部バレた。全身擦すり傷だらけになれるような遊び場は、他になかったからだ。耳を掴つかまれ家まで引っ張られ、待っていたのはお説教の嵐あらしと手当と夕食だった。

　ひどく沁しみる膏薬こうやくを塗られて包帯を巻かれ、ぴしゃりと最後に叩かれ、少年は飛び上がる。もうちょっと優しくして欲しいというのが本音だが、それを口に出しはすまい。

「まったくもう。なにが『わかってる』よ。ぜんぜんわかってないじゃないの」

　食事の時も絶え間なく、チクチクと小言が続き、最後の最後に「はぁ」と姉は息を吐いた。

「とにかく、大きな怪我けががなくて良かったわ」

　そして、ほっとしたように頬を緩ゆるめた。

　──心配かけたな。

　そう思うと、少年の胸はちくちくと痛む。

「……あの、ゴブリンは？」

「心配いらないわよ。冒険者さんが全部やっつけてくれたから」

　姉は太陽のようににんまりと笑って、それからきりっと顔を引き締めて寝室を指差した。

「さ、だからもう安心して寝ちゃいなさい！　明日はあの子、帰ってくるんでしょ？」

「あ、うん！」

　慌てて椅子いすから飛び降りた少年は、そのまま部屋の扉へ手をかけ、くるりと振り返る。

「おやすみ、と、えと……ごめんなさい、姉さん」

「はい、おやすみなさい。……もう危ないこと、しちゃイヤだからね？」

「……はい」

　そして彼は扉を開けて、閉めて、部屋へと入った。

　息を吐く。

　本当、とんでもない一日だった。ゴブリンに追い掛け回されて、襲われかけて、姉さんにも叱られて。

　でも──……。

　ベッドに潜り込んだ少年は、もぞもぞと体の向きを変え、壁に立てかけた木剣を見た。

　ゴブリンをひっぱたいた木剣。冒険者に拾ってもらった剣。

　まだあの時の緊張と興奮の残滓ざんしは、どきどきと胸の中で息づいている。

「……あいつ、どんな顔するだろうな」

　──オレ、冒険者に会ったんだぞ！

　いや、それだけではない。

　──オレ、冒険者を助けて、ゴブリンをやっつけたんだ！

　うん、これは自慢できる。

　街で綺麗きれいな服を買ってもらったなんてことより、ずっとすごいぞ。

　少年は冒険の結果に満足して目を瞑つむり、今か今かと明日になるのを待ち続けた。






　　　　第３章　『酒場の女給のお話』







「いらっしゃいませー！」

「おう、とりあえず麦酒エール三杯、レモン水二つ！」

「はぁい！」

「それと、あー……フリッテッラの盛り合わせでいいや。これは五人分な！」

「わっかりましたぁ！」

　両手剣を背負った冒険者が手を上げて示す数字を読み取り、女給は元気よく声をあげる。

　宵よいの口、どこの酒場もそうだけれど、冒険者ギルドの酒場は賑にぎわいが違う。

　冒険に行って生命を懸かけて戦った者たちが戻ってきて、ほっと息を吐はく。あるいは遠方まで出向いた人々が、帰ってきてやっと人心地つく。逆に遠くからこの街までやってきた冒険者が、まずは食事とばかり注文をする。

　ぱたぱたと走り回る獣 人パットフットの女給は、この雰囲気が大好きだった。誰だれかの役に立ってるという実感は、給金以上にやる気へ繋つながるものだ。

　括くくった長髪を尻尾しっぽの如ごとく揺らして（本当の尾はスカートの中、だ）厨房ちゅうぼうへ一声。

「おっちゃん、麦酒三杯にレモン水二、フリッテッラが五皿ね！」

「ほいきた。なぁに、数が多かろうとあっしにかかりゃそんなもん、ちょろぱっぱよ」

　そう広くない厨房を縦横じゅうおう無尽むじんに動き回るのは、小太りな中年の圃人レーアだ。鍋釜鉄板、包丁串にお玉に麺棒めんぼう。道具に炎を魔法の如く揮ふるい、あっという間に料理が並ぶ。

　油で揚がり金色に輝く鳥や魚の上には、ほのかに甘いソースがとろり。衣はサクサクあつあつ。齧かじれば口から蕩とろける肉汁がじゅわり。ふんわりと薫かおる香こうばしさは、獣人ならずとも鼻がひくひくいうこと間違いなしだ。

「あらよっと。運んでくんな！」

「はぁい！」

　こと料理にかけて圃人の右に出る種族はないといって良い。

　──っていうか、あたしも仕込みをやったんだけどね！

　自分の仕込みに料理長の技が合わさればもう、向かう所敵なしの勇者状態だろう。

　樽たるから麦酒を注そそいで、井戸水にレモンを搾しぼって、これで注文通り。ぱたぱたとトレイに載せた料理を運んでいけば、既に卓では一党パーティが腰を据えてお待ちかね。

　帰ってまで武装したままでいたくないのか、各々おのおのがちゃがちゃ武具を緩ゆるめ、外はずしている。それでも流石さすがにいつでも剣が抜けるよう前衛が備えているのは、熟練の貫禄だった。

「はい、お待ちどうさま！　麦酒三、レモン水二、それにフリッテッラ五人前ね！」

　その一党パーティの会計担当である半森人ハーフエルフの軽戦士が、ちゃりちゃりと銀貨を手渡してきた。

「どうも。ああ、あと私に葡萄酒ぶどうしゅを」

「はいはい、わかってますって！」

　肉球のある手で受け取って、女給服のポケットへ。お代にはいささか多く、チップ込みなのは気遣いか。浮名を流しているというのも頷うなずける。

「おいおい、酒場に来たらまずはとりあえず麦酒だろう」

　何を言っているんだお前はという口ぶりで、女騎士が頬杖ほおづえを突いた。

「秩序にして善たる騎士様が、また御無体ごむたいな事を 仰おっしゃ る」

「当たり前だ。至高神の法典にも書いてある」

　何を言っているんだお前はという口ぶりで、女騎士が胸を張った。軽戦士は頭痛を堪こらえるように眉間みけんを押さえ、深々と息を吐く。

「このような大人になってはいけませんからね」

「はーい」

「キリッとしてれば格好良いのに……」

　少年斥候スカウトが元気よく適当に手をあげ、圃人の少女巫術師ドルイドが困ったように溜息ためいきを吐つく。

　それを見た女騎士が、不服げに頬を膨ふくらませた。

「何を言うか。私はいつでも格好良いぞ」

「だーもー、お前酒飲む前から酔ってんじゃねえよ」

　重戦士が赤子でもあしらうかのように 掌てのひら をしっしと振って、さっさと麦酒の杯を掲げた。

「おら、乾杯だ、乾杯。冒険から帰ってきたんだ。ガキども、好きなだけ飲め、喰くえ」

「っしゃあ、肉だ肉だ！」

　わぁーっと歓声をあげて料理と酒にありつく少年斥候と女騎士。それをやれやれと眺ながめながらも、他ほかの仲間が食事にとりかかっていく。

「やーっと帰って来れた……」

「そ、ね。……お疲れ、さま？」

「おう、お疲れ、お疲れ」

　続いて扉のベルを鳴らして酒場へ入ってきたのは、槍やりを担かついだ美丈夫びじょうふと、肉感的な美女。槍使いと魔女の二人は、一仕事終えた後の充実した表情で、するりと席へ滑り込む。

「おう、お姉さん！　注文頼む！」

「はぁい、ただいまぁーっ！」

　軽く掲げられた掌を受けて、獣人女給はパタパタとその卓へと駆け寄った。

「で、どうする？」

「わた、しは……そ、ね。葡萄酒と、鴨かものお肉、ソテー。いただけ、る？」

「俺おれは……牛の腿肉ももにく、骨付きのをたっぷり炙あぶってくれ。それと林檎酒りんごしゅ」

「あ、林檎……」

　魔女がふと呟つぶやき、目を細めた。唇を僅わずかに物欲しそうに開き、すぐに閉ざす。

　槍使いが何の気なしにひょいと肩を竦すくめた。

「喰いたいのか？」

「そゆ、わけじゃ……」

「じゃ、焼き林檎二つ。俺も喰いたいから付き合えよ」

「……もう」

「はいはい、承うけたまわ りました」

　見た目に似合わず可愛かわいらしいところもあるものだ。童女のように唇を尖とがらせる魔女に、獣人女給はそんな印象を抱く。

　──いや、彼の前だからかな？

「なあ、お姉さん」

「はい？」

「受付さん、まだいる？」

　と、思ったらこれだ。

　獣人女給は思わず力が抜けそうになるのを堪え、真剣な表情の槍使いへ向き直る。

　軽くこめかみを押さえて、一息。

　確かあの受付嬢は、まだ勤務中だったはずだ。時たまそうして遅くまで残っていることを、獣人女給はよく覚えていた。

「……ええ、まだいらっしゃるみたいですよ」

「っしゃあ！」

　ぐっと拳こぶしを握って気合を入れる槍使いを、魔女と獣人女給は生温かく見守る。

　まったく、隣にこんな美人さんがいるのに……というのは言わぬが花か。誰が誰を好きになるのも勝手な話。とはいえ槍を揮わせれば都の騎士にも勝る辺境最強の冒険者がこれ、というのは。

　──黙っていれば格好良いのになぁ。

　実態を知ったら冒険者志望の面々は幻滅するのではと、少し不安になったりもする。

　──ま、親しみやすいと言えばやすいのかな？

　お高く止まるよりはよっぽど良いか。そう思い直すと小走りに、ぱたぱたと厨房へ。

「葡萄酒、鴨肉ソテー、牛の骨付き肉じっくり、林檎酒。それと焼き林檎二つ！」

「あいよう！　先に酒だけ持ってってやんな！」

「はぁい！」

　圃人の料理人が見かけによらぬ大声で叫び、獣人女給も負けじと言い返す。

　酒を運ぶと二人はにこやかに「どうも」と言って、お代を渡してくれた。

「じゃ、冒険デートの成功に」

「はい。かん、ぱい。ね？」

　ちぃんと優雅に杯が交わるのに合わせるように、またしてもカランと酒場のベルが鳴る。

「つ、つかれたぁ……」

「ほら、もう、しっかり歩く！」

　疲労ひろう困憊こんぱいを絵に描いたような、まだまだ若い駆け出し冒険者二人組。新米戦士を引きずって放り出すように椅子いすへ座らせ、見習聖女はふうと額ひたいの汗を拭ぬぐう。

「なんか食う気しねぇ……」

「ダメよ、食べなきゃ！」

　今にも寝てしまいそうな少年を叱咤しったしていた少女が、ふと顔をあげた。獣人女給と目が合い、見習聖女はさっと顔を赤らめた。

「あ、す、すみません、えっと……オートミール一皿、パン二人分を……」

「はいはい！」

「あ、あとお水！」

「はぁい！」

　ぱたぱたと店内を走り回って厨房へ注文を伝えると、圃人の料理人はちょいと片眉かたまゆをあげた。

「あいよう！　炙り牛他と一緒に持ってってくんな！　っと、さて、酢すはどこだったっけ？」

「わかってますって。あ、酢は後ろの棚ですよ」

　料理長がニヤッと笑って背を向けたのに合わせ、獣人女給は食材の棚へ手を伸ばす。ひょいと小振りなチーズを一片パン皿に添えると、これで良しと頷いた。

「じゃ、持って行きますね！」

「おう、たのまあ！」

　槍使いらの卓にあつあつじゅうじゅう脂の滴したたる料理を置いて、彼らに一礼。

　そしてぱたぱたと駆けて少年少女二人組の卓へ向かうと、見習聖女が目をぱちくり瞬またたかせた。

「え、あれ、これ頼んでない……」

「いいからいいから。食べちゃってよ」

　ひらりと獣人女給は手を振って、そのチーズを毛に包まれた指先で指し示す。

「どうせそろそろがっつり食べる人が来ちゃうから、新しいの出すしね。在庫処分！」

「す、すみません」

「ううん、むしろ助かってるから、平気平気」

　そうして一通りの給仕を終えると──彼女は壁際かべぎわで、ふぅっと息を吐いた。

　わぁんと耳鳴りのしそうなほど、酒場は冒険者たちで賑わっている。楽しく、笑い、叫び、歌い、食事をし、酒を飲み、また騒ぐ。

　うむ、と。腕組みして、それを見るだけでなんだか満足してしまうのが獣人女給だ。

　と──……。

「あー、もー、疲れたぁ！　ご飯食べたら寝たーい！」

「ゴブリン、多かったですものね」

　からりとベルを鳴らして新たに五人。

　先陣切ってばぁんと扉を開けたのは上森人ハイエルフの野伏レンジャー。続いて地母神に使える女神官。

「ま、戦いくさの後は宴うたげが常。飲んで食べて騒いで寝れば、敵手への弔とむらいにもなろうもの」

「つーても、かみきり丸は明日も小鬼退治行くんじゃろ？　ご苦労なこったわいの」

　続けてのそのそと重たい足取りの蜥蜴人リザードマン、その後に恰幅かっぷくの良い鉱人ドワーフの術師。

　そして最後の一人。

「ああ」と短く呟きながら入ってきた冒険者に、酒場中からちらりと視線が向かう。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶと、腕には小振りな円盾を括り、腰には中途ちゅうと半端はんぱな長剣。

「金が入り用でな」ゴブリンスレイヤーは、低い声でそう言った。

「すみません、わたしがもうちょっと、体力があれば……」

　しょんぼりと気落ちしたようにうなだれる女神官をかばって、妖精弓手エルフが指を突きつける。

「というか、それなら他の冒険もすれば良いじゃない」

「ゴブリンがいなければ考えよう」

　これだからもう。長耳を揺らし、処置なしと彼女は天を振り仰あおぐ。

「いらっしゃーい！」

　獣人女給はぱたぱたと小走りに入口へ駆け寄り、にこやかに冒険者を迎え入れた。

　荒くれ者、無法者揃ぞろいの冒険者だが、さすがに銀等級だけあって、彼らの態度は柔らかい。なら当然、こちらとしても笑顔のサービスぐらいはしたくもなるものだ。

「おお」と目を回して声を漏もらしたのは、まとめ役と思わしき蜥蜴僧侶リザードマン。

「これは女給殿。さて、拙僧せっそうはチーズを所望したいところでありますが……」

　勿体もったいぶった重々しい口調に、獣人女給は内心くすりと笑みを零こぼす。この蜥蜴人がチーズの類たぐいを大層気に入ってしまっている事は、もう良く知っている。

「各々方はいかに？」

「あー、私あれ、なんだっけ、細いの。パスタ？　あれ頂戴」

「あ、わ、わたしは、何か軽めのを……」

「なんじゃいな。がっつり喰うんはわしだけか？　肉だ、肉。あと酒の強いのをたんまり」

「はいはい、肉料理ね！」

　くるりとスカートの裾すそを 翻ひるがえ した獣人女給は、ぎろりと最後の冒険者へと視線を向けた。

「旦那ぁ、今日のおすすめはカワカマス！　水の街で採れた、新鮮な奴やつを焼いたのだよ！」

　素材もばっちり、仕込みも完璧かんぺき、料理長の腕前は言わずもがな。

　どうよ？　とばかりに平均程度の胸を反そらし、挑いどみかかるように言い放つ。

「で、ご注文は？」

　客に対して不相応な態度だが、この時この折に来るこの男を、彼女は客とは思っていない。逃がすまいと目を吊つり上げて睨にらみつければ、兜の奥に赤い目が見えた気がした。

「いや」とゴブリンスレイヤーは言った。「今日は良い」
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「なにあれ、おかしいっしょ!?」

「いや、おかしいかどうかは……」

　工房の丁稚でっちの反論を、獣人女給はバァンとカウンターを叩たたくことで封殺した。

「だって冒険者っていったらドラゴンぶっ殺して酒飲んでガッハハハハッて仕事じゃん？」

「一部にそういう人がいるのは否定しないけどね」

　丁稚は年上の少女の主張を苦笑いと共に受け入れ、フォークを皿上の魚へと突き刺した。

　じっくり焼かれたカワカマスは、少し冷めてしまっているとはいえ、脂が乗っていて旨うまい。レモンか何かをかけているのだろう。ほのかな酸味が口の中であわさって、何とも言えぬ。

「ともかく、差し入れありがとう。うん、美味おいしいね。魚なんて久々だよ」

「あ、別に冷めて残しちゃうのがもったいないってだけなんで。勘違いしないでよね！」

「それが照れ隠しでもなんでもないのが君の良いところだと思うな、僕は」

　こうして差し入れ──もとい残飯を持って行くのは、いつからか獣人女給の日課だった。

　とっぷり夜も更ふけ、冒険者らも宿に引き揚げて、酒場を片付けて女給服を脱いで。帰り支度じたくをしてからひょいと覗のぞいた工房では、丁稚の少年が一人、火の番をしていたのだ。

　何してるの？　と問うと、炉ろを落とすわけにはいかないから、とも言う。もちろんそれは口実で、彼女は目ざとく、彼が短剣を鍛造たんぞうしている事に気がついていた。昼間は仕事があるから当然として、自分の練習をする時間は自分で作るしかないのだ。

　ならこれ幸いと残飯を彼へ押し付けるのは、獣人女給にとっては当然の理屈。

「食べれる人が食べりゃ良いの。ご飯ってのは」

「主張が矛盾してるなぁ……」

「だからって見向きもされないのは腹立たしい！」

　ぶんぶんと獣人女給は尾を振って自らの怒りを表現してみせた。獣人特有のその動きが、果たして丁稚にどこまで伝わるものか。

「女給の沽券こけんって奴に関かかわるわけ、わかる？　わからない？　わかるかな、この理屈！」

「まあ……」

　と、丁稚の少年は困ったように頬を指先で掻かいた。

「……自分の作った武器を適当に放られるのは、僕も嫌だな」

「でしょ？」

　あのひとはぽいぽい剣を投げちゃうんだ、と。丁稚は深々と愚痴を吐いた。それも自分の──まだ店に並ぶ許しは出てないから──ではなく、親方の作った剣を。

「親方に言わせると『自分の仕事に満足できるのは自分だけ』って事らしいけど」

「何にしたって、あたしはあの何か変なのに酒場のご飯を食べさせたいのよ」

「でも別に食べないわけじゃあないんでしょう？」

「そこだよねー」

　どべちゃ、と獣人女給が工房のピカピカに磨かれたカウンターへ突っ伏した。

　それなりな胸がぐにゃりと押しつぶされて歪ゆがみ、丁稚の少年はそれとなく目を逸そらす。

「冒険の後はほとんど食べないの」

「い、行く前に食べない人は……たまにいるみたいだけど」

「あー、もう、メニューが駄目なのかなぁ……」

「それにしても、急に気にしだしたよね」

　丁稚はついついチラリと目線をそちらへ向けてしまい、慌ててまた逸らした。頬が赤い。

「どうしたの？」

「だって、今まであいつ酒場に来なかったじゃん」

　それに気づいた様子もなく、あっけらかんと獣人女給は言った。

「っていうかいつからいたの、あの人」

「五年くらい前じゃないかな」

「知らないなぁ……」

　どの冒険者がいつ頃ごろから現れるようになったか、獣人女給には瑣末さまつな事だ。それを気にするということはつまり、いつ頃から姿を見なくなったかも覚える事だ。

　最近姿を見ない誰それの行方ゆくえは、気にしたところで仕方がない。それくらいならば、今いる人の歓待に全力を注ぐべきだ。その事は、初年で学んだ。

　──あ、でも五年前っていったら、受付さんがなんかウキウキしだした頃か？

　むむむと唸うなる獣人女給は、ぐにぐにと胸を押しつぶしながら台の上でうねった。

　丁稚の少年は目を逸らしつつも、ちらちらと彼女の方へ視線が動いてしまうらしい。右に左に幾度も往復していた彼の瞳ひとみが、ほどなくはたと止まって一点を見据えた。

「あ」

「なに？」

　ガバッと起き上がった獣人女給の耳が、ぴくりと動く。

　丁稚の少年は頷き「嘘うそか本当かは知らないけど」と前置きして言った

「そういえば僕、シチューが好きだって話は聞いたことがあるよ。牛の」
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「で、ビーフシチューかい」

「そ！」

　ぐつぐつ音を立てて煮える大鍋の前に陣取り、獣人女給はそれなりの胸を張った。隣では踏み台に昇って鍋を覗き込む料理長が、ふうむと腕を組んでいる。

「ごめんね、おっちゃん。わざわざ教えてもらっちゃって」

「ま、お前さんが料理できるようになりゃ、あっしも気楽に休めるってもんさ」

「おっちゃん、年寄りみたいなこと言わないでよ」

「年寄りも年寄りさね。うすぅーく塗りたくったバターみたいなもんよ」

「その心は？」

「むりやり引き伸ばしてるって事だぁね」

　ちょいと失礼。そう言ってシチューを小皿に掬すくい、ちろりと味見を一口。

「ん、悪くね。もちっと煮込みな」

「よおっしっ！」

　これで勝てる。

　いぇいっ！　などと一人気を吐く獣人女給を一瞥いちべつし、料理長はぼそりと呟いた。

「しっかし、冒険者相手にゃ……どうかな？」

「え」

　途端、びくりと凍りついたように獣人女給の動きが固まった。

「なんか不味まずかった？」

「んにゃ、そうは言わんけど」

　というか言い出したら止まらんのだけど。圃人の料理長は自分の丸鼻を引っ掻いた。

「ま、自分で考えてみ」

「……ちっくしょう、このあたしに考える時間を与えたこと、後悔させてやる！」

「へぇへぇ、しっかりやんな」

　ひらひら手を振る上司を獣人女給はじろりと半眼で睨み、そのまま視線を鍋へ向ける。むむむと睨みつけたところで何がわかるわけでもないけれど……。

「あら、美味しそうな匂においがすると思ったら……」

　と、耳によく馴染なじんだ声と足音が二つ。ドアのベルは鳴っていない。中からだ。ひょいと厨房から顔を覗かせた獣人女給は、同僚たち二人ににこやかに手を挙げた。

「はぁい、料理の真っ最中！　今日のオススメは、ビーフシチュー！」

「あ、良いですね、シチュー」

「おお、ビーフシチュー！」

　同僚──正確に言うとギルドに勤めていても彼女たちは役人、自分は下働きなのだが。そういう細かいところを気にしない獣人女給は、受付嬢と監督官にも気後れしない。

「おつかれぇー。あれ、二人ともお昼？」

　ちらりと窓の外を見ると、太陽は頂点を過ぎて傾かたむきかけている。夕方前、というところ。

「結構もう遅いけど」

「ちょっと食べ損なっちゃいまして」

「ダメだよう、それじゃあ。身体保もたないって」

　──っていうか食べ損なってそれか。

　一瞬鋭い視線を一箇所へ向けてしまうのは決して咎とがめられる事ではあるまい。受付嬢が「そうなんですよ。お腹なかペコペコで」と押さえるお腹もまた恨めしい。

　──これは太らせてやらなければ。

「ねえねえ、じゃあ、ちょっと食べてってくれる？　夜に冒険者さんに出すからさ」

「はい、頂けるのでしたら、それはもちろん」

　にこやかに頷いた受付嬢が「あ、でも」と僅かに言葉を濁した。「ん？」と首を傾かしげる獣人女給に、彼女は困ったような口ぶりで言った。

「……冒険者さんにはどうかしら」

「そだねー。ちょっと血っぽいもんね」

「あ……」

　うんうんと頷く監督官に、なるほど、言われてみればその通り。トマトを使った赤黒い汁、ぷかぷかと浮かぶ肉と具。

　ううむ、と思わず唸る獣人女給の腰──に近い尻しり──を、小さな手がすぽんと叩いた。

「ひゃんっ!?」

「ちょいとお姉さんがた、授業の邪魔せんでくれよ」

　言わずもがな、料理長だ。

　横から顔を出したこの中年の男は小太りの腹を苛立いらだたしく叩き、厳しい顔をしてみせる。

「この娘っ子が自分で気づくかどうか試したかったのに」

「あら、ごめんなさい」

　くすりと笑みを零した受付嬢は「それならお詫わびに」と言って、ついと指先で鍋を示す。

「お昼ごはん、ここで食べさせて頂きますね」

「おうともさ、たっぷり喰ってくんな！　シチューだけで良いかな？」

「はいはい。じゃあ、パンと……それから紅茶も頂けますか？」

「あ、紅茶はジャムもたっぷりつけてね！」

「あいよう！」

　受付嬢に監督官が注文を加え、威勢よく応こたえた圃人の料理人はギュッと前掛けを締め直す。

「ほら、ぼさっとしてないで動け動け」

「うぐぐぐ、はぁい！」

　こうなっては仕方がない。出来上がってしまった料理は食べたい人が食べるべきだ。

　獣人女給はぱたぱたと走り回って給仕を行い、そうこうしているうちに夜がくる。とっぷり目が暮れると、いつものように冒険者が続々と酒場に集つどい出す。

　やはりというべきか何というか、ビーフシチューは思惑が外れて、あまり減りが良くない。『冒険の後』というのがいけないのか？

　だがしかし朝からビーフシチューというのは……。

「……いや朝食メニューで出したらいけるかもしれない？」

　などと皮算用を立てていると、やがてズカズカと一人の冒険者が歩いてきた。一瞬酒場の客たちの視線がそちらに向かい、静まり返り、すぐにまた喧騒けんそうが蘇よみがえる。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、腕には小振りな円盾を括り、腰には中途半端な長剣。

　ギルドの中を通って、外へ。酒場の方へは目もくれようとしない。

　──逃がすものか！

　ぱたぱたとその前に駆け出した獣人女給は、びしりと指を突きつけた。

「旦那、今日のおすすめはビーフシチューだよ！」

「そうか」

「ご注文は!?」

「いや」とゴブリンスレイヤーは言った。「今日は良い」
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「牛のシチューが好きだって言ったじゃんかーこ

「そりゃあ、僕だって話聞いただけだもん」

　そして夜半。

　僅かなランプの灯あかりの下、深皿に盛られたビーフシチューを丁稚の少年は大いに満喫している。それがまた獣人女給には癪しゃくでならず、むう、っと唇を尖らせて睨むのだが。

「お、じゃがいも大きい。こういうのが良いんだ」

「……あんた自分がビーフシチュー食べたかっただけなんじゃないの？」

「そんな事はないよ？」

　なくもないのだが、丁稚の少年はニヤッと笑って見せた。

　じっくり煮こまれた牛肉はスプーンでも切れそうなほど軟らかい。けれど決してグズグズというわけではなく、噛かめばしっかり歯に応えてくれる。その度じゅわっと滲にじみ出る脂とシチューの旨味は、冷めていたって旨いものだ。野菜の類も、やっぱり大きくごろっとしているのが好みであった。

「で、何をやってるのさ？」

「ん。研いだ時のカスを集めてるんだよ」

　興味津々と覗き込んできた獣人女給へ、丁稚の少年は深皿を返しながら言った。鍛冶工房の片隅に箒ほうきとちりとり。確かに似合わないなと思いつつ。

「ああ、包丁とかでも結構でるもんね」

　剣を肉きり包丁という人もいる、ということを丁稚の少年は言わなかった。

　車輪形の砥石といしを回転させガリガリと削るのだから、当然金属の粉が多く出る。それを丁寧に掃き清めて集めるのも、大事な丁稚の仕事だ。

　色々な金属を混ぜ込むと粘るものができる……というのもある。あるいは急ぎ仕事で素材が足りないなんていう時に用いる事もある。

　──本当は早く、鍛造もやってみたいんだけど。

　丁稚ということはまだ見習い。当然、武具鍛造の重要部分は任せてもらえない。なら自分にできる部分は精一杯にやらなくては、と。彼は思う。

　──だからまあ、わからなくもないんだよね。

　その精一杯をするっと通り抜けられてしまう気持ち。もし自分の鍛えた武器を──まだまだ先だ──を陳列して、それを無視されたら？

「……せめて理由ぐらいは知りたいよね」

「そこ、そこ。納得がいかないの、納得が。納得って大事でしょ」

「うーん……」と腕を組んで唸った丁稚は、ふと閃ひらめき「あ、そうだ」と手を叩いた。

「あ、なに、なに？　未来の剣匠けんしょう様が何か思いついた!?　聞かせて！」

　ずずいと身を乗り出してくる獣人女給の髪から、ふわりと何かが香る。厨房の料理の匂い。獣人特有の草原の匂い。石鹸せっけんと、それ以外の甘い何か。

　丁稚の少年は、ごくりと唾つばを飲み、慌てて両手を振った。

「き、聞けば良いんだよ。もっと詳しい人にさ」

「え、厨房のおっちゃん？」

　じゃなくて、と。丁稚は言った。

「牧場の人さ」
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「え、なに、シチュー？」

「そう！」

　昼前、ギルド裏手の搬入口。

　よいしょーっと木箱を下ろした牛飼娘は、獣人女給へ目をぱちくりと瞬かせた。ふう、と息を吐いて額の汗を拭うと、その豊かな胸元むなもとが大きく揺れる。

　獣人女給とて自分のそれが並、いや並以上、以下ではないはずだという自負はあるが……。

　──やはり牛乳なのかしらん。

　などと下世話なことを考えてしまう。

　受付嬢は職場の雑談を聞く限り、体形維持にたゆまぬ努力を欠かさないからまだ良いけど。

「でも、料理なんかあたしよりもそっちの方が上手うまいんじゃないの？」

　牛飼娘はてれてれとしつつも、戸惑うように胸の前で指を絡からめて見せた。

「あたしなんか、家で作れるようなものしか作れないもん」

「料理の上手い下手じゃなくてさぁ」

　獣人女給は、ひょいっと猫を思わせる身の軽さで樽の上に腰を下ろした。手にした書類バサミに綴とじた受領書へ、さらさらと尖筆せんぴつを走らせていく。

　お金のやり取りやなんかは受付の職員担当だが、食材の確認はこちらの仕事だ。

「毎回のことだけど、中を見なくて良いの？」

「鼻でわかるから良いのだ」

　獣人女給は、えっへんと前掛けを押し上げる胸を張って対抗する。もちろん敵かなうべくもないのですぐに話題を切り替えるべく、ひらひらと掌を振って見せた。

「で、料理の上手い下手じゃなくて、喰わない奴がいるのが気に喰わないのよ」

「そんな冒険者さん、いるの？」

「何か変なの」

「ああ……」と牛飼娘は困ったように笑い、頬をかく。「……彼、悪気はないからさ」

「だからこそ問題なんじゃない」

「ううーん……」

　獣人女給の言葉に、牛飼娘は戸惑ったような声をあげた。

　滲む汗をごしごしと腕で擦こすり、彼女もまた手近な木箱に腰を下ろす。彼女は意味もなくぶらぶらと足を振った後、じっと獣人女給の顔を見つめた。

「それだけ？」

　只人ヒュームか誰かが聞いたなら、それは普段と何も変わらないトーンの声に聞こえたろう。けれど獣人女給はそうではない。鋭敏な耳は、その徴候ちょうこうを捉とらえている。

　声が、ほんの僅かにだけ、震えていた。

「なにが？」と獣人女給は、気にした素振りを見せずに小首を傾げる。

「え、っと、ほら」

　牛飼娘は言葉を濁し、ふらふらと視線を彷徨さまよわせた。

　深呼吸を一度。

「……好きな人に食べさせてあげたい、とか？」

「ああ、ないない、そんなの」



　獣人女給はカラカラと笑い、馬鹿ばかげた冗談を聞いた時にするように掌を振った。

「客以外で手料理やる相手なんて……」

　その動きが、はたと止まる。

　────一人いたか。

　思わず渋くなった顔を肉球のある手で覆おおい、頭を抱えた。手料理を食べさせる相手という意味では、否定しようのない相手が一人。

「……まあ、工房のあいつへ差し入れるくらいかなあ」

「…………」

　牛飼娘は、じいっと獣人女給の顔を見つめていた。

　薄紅色をした瞳が真まっ直すぐのまま、突き刺さったように逸らされない。獣人女給が「な、なにさ」と言っても、しばらくの間、牛飼娘は何も喋しゃべらなかった。

「……なら、いっか」

　ほどなくして彼女があっけらかんとそう言った時、獣人女給は思わず息を吐いたものだ。

「教えたげる。書くものある？」

「あるよ」と言って、獣人女給は書類をくるりと裏返しにして綴じた。尖筆を握り「いいよ」と言うと、牛飼娘は仕方ないなと苦笑い。

「ええと、それじゃ、作り方だけど……」

　そう言って、牛飼娘はとくとくとレシピについて語り始めた。

　シチューとはそもそも「肉の煮込み料理」の事であって、汁物ではない。しかし彼女が語るそれは牛乳をたっぷりと使った内容である。

　とはいえ、その感想を一言で言うのであれば──……。

「意外に……というか、わりと、普通？」

「そ」と牛飼娘は、笑顔で頷いた「普通の料理」

「っていうか、ただのシチュー？」

「そだよ」と、やはり彼女は笑顔を崩さない。「ただのシチュー」

　意外といえば意外だった。もっと変わった……何か特別な方法をしているのかと思っていたのだ。

　獣人女給は、ぐりぐりと尖筆の柄えでこめかみを掻いた。

「代々受け継がれてきた家庭の味、みたいなやつなの、これ？」

「あははは。そだね。そういうのかも」

　牛飼娘は軽かろやかに笑い、よいしょっと木箱から飛び降りた。ぱんぱんと手で叩いて埃はこりを払い、豊かな胸を反らして、大きく伸びをする。

「お母さんに教わったわけじゃないけど」

　教わっておけば良かったな。微かすかな呟きに、獣人女給は小首を傾げた。

「じゃあ、親戚？」

「お隣のね」

　牛飼娘は、青い空を見上げて目を細めた。風が彼女の赤毛を撫でていく。

「お隣の、お姉さん」




　　　　　　§




「いらっしゃいませー！」

「おう、とりあえず麦酒エール三杯、レモン水二つ！」

「はぁい！」

「それと、あー……蒸ふかした芋の盛り合わせでいいや。これは五人分な！」

「わっかりましたぁ！」

　宵の口の酒場。飛び交う冒険者たちの声の合間を縫って、獣人女給はぱたぱた走り回る。

　いつも通りの賑やかさ。いつも通りの顔ぶれ。それの何と素晴らしいことか。今日も帰ってきて旨い飯と酒がある。それだけで皆がんばれるのだ。

「はぁい！　おっちゃん、持ってくよー！」

「あいあいさね。冷ましたりすっ転んだりしないでくんない！」

　というのは、圃人の料理長の持論だ。

　ちらりと覗いた厨房では鍋が音をたて、フライパンがうなり、包丁と食材が閃いている。もちろん中心にいるのは料理長。小柄な体で縦横無尽に腕を振るっていた。

　──あんな小さい体でよくもまあ、やれるもんだよねぇ。

　毎日見ているけれど本当に飽きない。

　獣人女給は、出された皿を両手に取りながら、彼女はその奥の寸胴ずんどう鍋なべへ目を向ける。

「あれ大丈夫？　吹きこぼれてない？」

「おいおい、あっしに言ってるのかね。そりゃあお前、五歳の時分からだなぁ」

「わかってるってば。確認確認！」

　説教の気配を機敏に察して、尻尾とスカートを翻してぱたぱた駆ける。

　やっぱり、この時間の酒場が獣人女給は一番好きだ。帰ってくる冒険者を出迎える。帰ってきた冒険者のほっとした顔を見る。

　そりゃあ帰って来れない冒険者もいる。きっとどこかに旅立ったに違いないと信じている。冒険者がどこでどうなったかなんて、よほどの勇者でなくば語られる事はないし──……。

「……うにゃ？」

　と、不意に獣人女給の耳がぴくりと動いた。ずかずかという乱雑で無造作な足音が近づいてくるのを、彼女の耳が捉えたのだ。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、腕には小振りな円盾を括り、腰には中途半端な長剣。

　現れたゴブリンスレイヤーの姿に、やはり一瞬、酒場の中が静まり返る。

「旦那!?」

「……。受付から酒場に顔を出せと言われたが」

　獣人女給が漏らした驚きの声に、彼は僅かに鉄兜を傾かせた。

「なんだ。ゴブリンでも出たのか」

「あ、いや！　旦那、ちょっとそこで待って！」

「ああ」

　こっくり頷く何か変なのをそこに残し、獣人女給はぱたぱたと厨房へと駆け戻る。

「お、おお!?　なんだなんだ!?」

「おっちゃん、小皿ちょうだい小皿！」

「そりゃ洗ってしまった奴に聞いて欲しいもんだ！」

「それあたしじゃんか！」

　ぎゃーぎゃー喚わめきながら食器棚から小皿を引っ張りだす。それにシチューをそっと掬ったら、冷めないうちにとぱたぱた走って酒場へ戻る。

「味見！」

「……」

　ずずいと獣人女給が突き出した小皿を、ゴブリンスレイヤーは訝いぶかしげに見た。

「シチューか」

「そう！」

「俺がか」

「そう！」

「……そうか」

　不承不承といった調子で小皿を受け取った彼が、器用に兜の隙間すきまから一息に呷あおる。兜を脱ぐのではないかという獣人女給のちょっとした期待は裏切られたが……。

　ゴブリンスレイヤーは「む」と、僅かに驚いたような、そんな声を漏らした。

　獣人女給の耳は森人ほどではないが、それを聞き逃すなんてことはしない。してやったり。にんまりと底意地の悪い笑みを浮かべ、勝ち誇ったように彼女は言った。

「どう？　旨いっしょ」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「悪くはない」

「っしゃあぁっ!!」

　思わず握った拳を振り上げ、勝鬨かちどきを上げた。すわ何事かと他の冒険者らがこちらを見てくることも一向に気にしない。

「よーしよーし、やったぜ！」

　くるくるとスカートの裾を翻して回り回った獣人女給は、上機嫌に問いかける。

「じゃ、旦那も食べてくよね。シチュー注文で良いっしょ？」

「いや」とゴブリンスレイヤーは言った。「今日は良い」

「なんで!?」

　愕然がくぜんとして小皿を落としかけ、わたわたする獣人女給へ、ゴブリンスレイヤーは言った。

「人を待たせている」

　端的な、淡々として無機質で、冷たく、低い声。けれどその一言に、獣人女給は目を瞬かせた。じいっと彼の鉄兜を見やる。

　真っ直ぐ前を向いた兜の奥の赤い瞳が、薄紅色の瞳とふと重なっているように思えた。

　──あ。

　なんだ。そういう事か。

「どうした」

　急に頬を緩ませた獣人女給へ、ゴブリンスレイヤーが訝しげに小首を傾げる。

　なるほど。こうして見れば確かに、そうだ。

「いや、旦那に悪気はないんだなぁ、って」

「そうか」

　こっくりと頷いたゴブリンスレイヤーは「用事は終わりか」と言った。獣人女給が「終わったかな」と言うと、彼はやはり「そうか」と呟いて背を向けた。

「なら俺は行くぞ」

「はいはい、ごちそうさま、ごちそうさま」

「意味がわからん」

　首を振って、ゴブリンスレイヤーはずかずかと足早に酒場を通り抜ける。

「おう、ゴブリンスレイヤー。またゴブリンばっか殺してきたのか？」

「他も相手にしたらどうだ。私のように大物を仕留めないとダメだぞ。私のように」

「なんだ、今日は単独か？　いつもの神官ちゃんやら森人ちゃんやらはいねえのか？」

　周囲からかけられる声に「ああ」とか「そうか」とか言いながら、彼は扉を開けた。そしてカランとベルの鳴る音を後に残し、夜の街へと去って行く。

　いや、少し違うか。

　彼は帰るのだ。冒険を終えて。家へ。

「ったく、旦那もそれならそうと言えば良いのにさ」

　獣人女給は自分が勝手に対抗心を燃やしていたことを棚に上げ、からからと笑った。そして「よおし！」と声をあげ、肉球のある両手で頬をばしりと叩く。

　気合を入れて気分を変えて、きゅっと前掛けを腰の後ろで締め直し、お仕事お仕事。

「今日のおすすめは、あたし様渾身こんしんのシチューだよ！　食べる人！」

　手があがる。声がかかる。次々に来る注文を、獣人女給は「はぁい！」と笑って書き留める。

　けれどシチューの入っている寸胴鍋は、かなり大きい物を選んでしまった。あんまりにもたっぷり作ったから、もしかしなくてもきっと余るに違いない。

　そうなったら──……。

「あいつに押し付けちゃえば良いか！」

　食事は好きなように作って、好きなように、好きな人と食べれば、それで良いのだ。

　獣人女給は気分良く、ぱたぱたと酒場の喧騒の中へ駆けて行った。
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　そのゴブリンにとっては、何もかもが嫌で嫌で嫌でたまらなかった。

　居心地が良いとはとてもいえない狭く息苦しい穴蔵の奥底。生臭なまぐさくすえた空気の充満した扉の前が、彼の持ち場だった。

「いやッ！　やだ、やめろ……ッ！　やめ……やめ、てぇっ!?」

　ちらりと立て付けの悪い木扉の隙間すきまから中を覗のぞくと、仲間が用足しの最中だった。小鬼の小汚い尻しりなど見たくもないが、組み伏されバタバタ宙を蹴ける雌の尻は見ものだ。

「……？　ＧＲＯＢ！　ＧＢＲＯＯＢ！」

　と、しかし視線に気づいた仲間にぎゃあぎゃあと喚わめかれ、彼は慌てて前を向き直った。

　いつもこれだ。お前は番兵なんだから見張ってろと言われ、後回しにされてしまう。せめてじっくり眺ながめるくらいは許してくれても良いだろうに。

　そう思いながら、彼は手にした槍やりを矯ためつ眇すがめつ眺めた。その槍は金属の穂先と、樫かしの木の柄えを持ち、けれど柄は半ばから無残に折られていた。

　折ったのはゴブリンだ。長過ぎると重くて使えないし、折れば数が二つに増える。もらった時はぎらぎら輝いていた槍も、穂先から柄から、赤黒く汚れてしまっていた。

　番兵の役割を与えられ、この女からぶん取った槍を授さずかった時は喜んだものだが……。

「ＧＢＢＯＲＢ……」

　彼はどうすればこの汚れを落とせるのか、さっぱりわからなかった。

　今にして思えば、他ほかの小鬼が貰もらったぴかぴかとした腰帯の方が良かったかもしれない。あいつはあんな良い腰帯を持っているくせに、ちらちらとこちらの槍を見てくるのだ。

　まったく我慢がならない。あいつよりも自分の方が腰帯は相応ふさわしいはずだ。いや、あいつに腰帯なんか似合うわけがないのだ。

　──あいつは俺おれの家族なんだから、あいつが死んだら俺が貰って良いはずだよな。

　群れ中全員がほぼ血縁にあるようなものだが、彼はそんな事をちいとも考えない。都合良くできている彼の脳は、手に入らないものを思って、イライラとし始める。

「ッ、ぎいぃいぃいぃっ!?」

　たとえば、雌だ。

　こうして仲間が好き勝手に遊んでいるのを見る度、彼の心の内には妬ねたみ嫉そねみが滲にじみ出る。

　番兵だからという理由で体よく巣穴に置き去りにされる彼は、独り占めできた試しがない。皆で寄ってたかってというのなら何度かあるが、だからといって自分だけで楽しむのは別だ。

　こんな風に、じたばたといつまでも諦あきらめ悪く抵抗する者は定番だった。

　もちろん生意気なので、こうやって痛めつけて、心を砕いてしまうのが常だが。中には、諦めたように丸くなって嵐あらしが過ぎるのを待とうとする者もいた。いつになったら鳴き声をあげるか楽しみで、試しているうちに死んでしまったが。

　逆にゴブリンへ謝り続け、地べたに頭を擦こすり付け、尻を丸出しに土下座する者もいた。何でもするというので、手足から一本ずつ落として鍋で煮込んで食べてやった。

　──あれはなかなか旨かったな。

　それが果たしていつどこでの記憶かも定かではなかったが、彼は舌舐したなめずりをした。

　結局、ゴブリンにとって他の種族なんていうのは、そんなものだ。恐ろしいほど強い上位者には怯おびえてビクビクしながら従うしかない、か弱き生き物。けれどもし仮に、目の前に死にかけたオーガやデーモンがいたならば？　寄ってたかってあらゆる意味で貪むさぼり尽くすのが、ゴブリンだった。

「ＧＯＢＲＢＯＢ……」

「ＧＢＯＲＢ!?」

　用足しを終えた仲間が扉を開けて出てきた。無駄に気が大きくなったのか、すれ違いざま小馬鹿こばかにしたようにせせら笑ってくる。

　こいつは巣の中を歩き回るだけの警備の癖くせして、番兵の自分を物笑いの種にする。それがたまらなく腹立たしいので、彼は槍の柄でそいつの尻を突いてやった。

「ＧＯＢＯＲＢ!?」

　飛び上がったそいつの仕草しぐさにげたげた笑うと、拳こぶしを振り上げてきたので穂先を向ける。

「ＧＲＯＢ！　ＧＢＯＯＲＯＢＯ!!」

　ここは自分の持ち場なのだから用が終わったらさっさと消えろ、だ。

　仕事という権威を持ち出すと、ゴブリンにまともな反論などできようはずもない。ぶつくさ言いながら去って行く奴やつに、当然の報いだと彼は吐はき捨て、にんまりと顔を歪ゆがめた。

　さあ、お楽しみだ。

　他に誰だれも見ていないことをきょどきょど確かめてから、腐りかけの扉を開けて中に潜もぐり込む。

「ＧＲＯＢ……？」

　ぼんやりと宙を見上げている雌は、蹴っ飛ばしても「あ」とか「う」とかしか言わない。これでは生きているかどうかもわからないではないか。

　ゴブリンが槍で軽く小突いてやると、たまらず「ぎゃあ！」と悲鳴が上がった。そのままブスブス二度三度と穂先で突くと「ひぃっ！」とか何とか、面白おもしろいように騒ぐ。

　まったく、こういう役得がなければ、とてもとても番兵なんて厳しい仕事はできない。ただ、死なせないように注意しなくてはならないのが面倒くさかったのだが。

　まだまだ楽しめるのに死なせては、自分が怒られてしまう。こんなやつのせいで怒られるなんて、まったく良い迷惑だった。

「返して……返してよぉ……っ」

「ＧＲＲＯＲＢ！」

　やがてとうとうグズグズと畷すすり泣き出した女を前に、はてとゴブリンは首を傾かしげた。

　──そういえばこの槍、この雌のものだったっけ？

　槍といい雌といい、長持ちしない奴は何もかも長持ちしないものだ。そう思うとなんだかおかしくて、彼はくつくつと笑い声を漏もらした。

　雌がぐったりとして声が出なくなるまで遊んだ後、彼はぶらぶらと巣の中を歩き出した。まだビクビク痙攀けいれんしていて生きているのは確かめた。便所番の仕事はきちんとこなした。

　それにもうじき朝だ。冒険者どもは夜しか来ない。

　──文句を言われる筋合いはないな。

　ゴブリンは、あらゆることを自分に都合よく考えるものなのだ。

「ＧＯＲＯＢ！　ＧＯＯＢＯＲＲＯＢ!!」

「ＧＢＢＲＯＢＯＧ!!」

　しばらく巣の中を歩いていると、げたげたと上機嫌な笑い声が聞こえてきた。

　物見どもだ。

　二匹か三匹かの物見が、車座になって欠けた碗わんを掲げて酒盛りをしていやがる。

　村外むらはずれや街道を、一人二人でうろついている間抜けな獲物を探したりする奴ら。だからこそ連中は役得も多い。安全だとゴブリンが考える場所まで引きずり込み、早々に楽しむ事だって少なくない。

　襲った奴らから奪った品をちょろまかして、こうやって楽しんでいるのもいつもの事。

　ただ寄ってたかって襲うだけの楽な仕事の癖をしやがって。番兵の自分はいつもいつも苦労しているのに、なんて奴らだ。見張りの仕事はどうしたのだと、彼は自分の事を無視して憤慨した。

　こいつと思って槍の柄で引っ掛けてやろうとしたが、じろりと睨にらまれてしまう。

「ＧＯＢＯＲ……？」

「ＧＯＲＯＢＯＲ！」

　何もしていないといったところで、槍を振ろうとしてるのだからごまかせない。物見が椀を振り上げてぶん投げてくるのを避けて、彼は這々ほうほうの体ていで逃げ出した。

　まったくもう、嫌になるくらい乱暴な奴らだ。死んでしまえば良いのに。

　苦々しげに毒づいた彼が辿たどり着いたのは、入口の近くから延びる脇道わきみちだった。土に馴染なじみの深いゴブリンが掘り抜いた、不意打ち用の通路。だいたい冒険者とかいう奴らは自分たちが背後から襲われるなどとは思っていないのだ。

　当然、身を隠せるようにと岩が転がっているので、その一つに彼は身を寄せた。

　──どいつもこいつも。

　何もかもが嫌で嫌で嫌でたまらなかった。

　番兵なんて仕事も嫌だった。槍しか貰えないのも嫌だった。物見どもが威張っているのも嫌だった。

　図体ばっかりでかくてうすのろの長おさだって嫌だった。あんな間抜けより自分の方が良い長になれてたはずだ。

　冒険者や村の雌どもを自分で独り占めして思う存分楽しめる。嫌なことや面倒くさいことは全部、あの物見や警備の奴らに押し付けてしまえば良い。自分は穴の奥底でふんぞり返って命令し、食い物と雌を堪能たんのうするだけ。

　まったく、長というのは割の良い仕事だ。

　彼は彼にとって現実的な構想、客観視すれば単なる妄想へ真剣に取り組んだ。

　群れを統率する長をいかに暗殺し下克上げこくじょうするか。成功すると信じて疑わない計画を胸に抱き、彼はのそのそと岩の陰から身を起こした。

　と──……。

「ＧＯＲＢ……？」

　不意に彼のさして鋭敏でない耳にも、ズカズカという足音が聞き取れた。どんどん近づいてくる。彼は慌てて顔を隠し、それからそうっと目だけを覗かせた。

　──冒険者だ！

　間違いない。彼らの巣穴で松明たいまつを持ち歩くような奴は、冒険者しかいない。それも一人。臭においは良くわからない。雌なら良い。雄でも食いでがありそうだぞ。

　むくむくと湧わき上がる欲望を隠さず、彼はびちゃびちゃと厭いやらしく舌舐めずりをした。

　襲って、引きずり倒して、引き裂いて、思う存分に蹂躙じゅうりんする。

　冒険者め。冒険者め！

　だが槍を手にして飛び出そうとした彼にも、まだ若干の分別があった。

　獲物は一人だ。とはいえ、小鬼は弱い。冒険者は間抜けだけど強い。今ここで飛び出して不意打ちしたとしても、自分が殺されてしまうのでは意味がない。

　声を張り上げて仲間を呼んでも良いけれど、やはり自分が最初に殺されるだろう。こっそり戻って伝えても良いが、途中には物見が待ち構えている。奴らの手柄にされる。

　──どうしよう。

　小鬼は槍を手に、その場に立ち尽くしたまま必死に考えた。

　死にたくはない。得をしたい。どうしよう。どうすれば良い？

　──逃げ出してしまおうか。

　いや、駄目だ。すぐに彼は頭かぶりを振った。逃げ出した事がバレたら袋叩ふくろだたきにされる。それにもし仲間が勝ったら、逃げ出した自分は何も手に入らないではないか。

　孕はらみ袋も食い物も。そして自分の前で楽しげにしてる連中を、指を咥くわえて見てるだけ。



　そんなことは我慢できなかった。だから彼は、時期を待つことにした。息を潜ひそめ、足音を立てぬよう気をつけ、じりじり、そろそろ、後をつけて。

　やがて、その時期が来た。

「ＧＯＲＯＢＯＲ!!」

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＢＯＲＢ!!」

　物見どもが酒をかっ食らっているところに、その冒険者は辿り着いた。そして即座に、その左手の松明を酒宴のど真ん中へと叩たたきこんだ。

「ＧＯＲＢ!?」

「ＧＲＢＢＢＲＯＧ!?　ＧＲＯＢＯＯＢＲ！」

　酒が飛び散り、炎が奔る。酒精を浴びた松明が、もうもうと白煙を立ち昇らせる。

　いくらゴブリンが闇やみの中を見通せるとはいえ、煙で視界を塞ふさがれては敵かなわない。

　罵声をあげるもの、慌てるもの、何が起こったのかわからないもの。反応は三者三様だが、全員が状況を把握しきれないうちに冒険者は動いた。

「ＧＲＯＢ!?」

　小振りな盾を掲げての体当たり。不幸にも背を向けていた小鬼は前のめりに突っ伏し、炎の中へと顔面を叩き込まれる。

「四」

　顔を直じかに炙あぶられる激痛に悶もだえる小鬼を踏みしめて、その冒険者はぼそりと呟つぶやいた。

「ＧＲＢＢＢＲ……」

「ＧＲＯＢＲＯＢ!!」

　残り二匹は息を呑のんだ。息を呑み、しかしこの乱入者を叩きのめすため武器をとった。

　しかし、遅い。

　冒険者の右手が閃ひらめいて剣を投げ撃ち、それが物見の歯をへし折って口内に飛び込む。

「ＧＯＯＢＲ!?」

「五つ」

　後頭から脳幹を貫かれ、痙攀しながら膝ひざをつく小鬼に、その冒険者は目もくれない。冒険者は足で蹂躙した小鬼の頚椎けいついを踏み折って前へ出、最後の一匹へ左腕を振るった。

「ＧＢＢＯＯＲＢ!?」

　鋭い盾の縁で、顔面がごっそり抉えぐられる。血しぶきが岩壁へ飛び散った。千切ちぎれた鼻と目玉を押し込もうと、小鬼は武器を放り出して顔面を押さえるが……。

「六だ」

　足元に転がった物見の手槍を拾い上げると、冒険者は心臓を一突きに貫き通した。最後の物見はほどなく痙攀以外の身動きを止め、だらだらと中身を零こぼす血袋へ成り果てた。

　冒険者はゴミでも投げ捨てるように槍を手放して、息を吐いた。そして無造作な足取りで死体へ近づき、踏みつけ、小鬼の喉のどから生はえる剣へと手をかける。

　──バカなやつらだ。

　実際、こうして後ろで機を窺うかがっていなければ、この小鬼もわからなかったろうに。一対三。とはいえ物見どもは酔っ払っている。結果は見えていた。だからこそ、これで良いのだ。

　物見が血ち反吐へどを撒まき散らし、断末魔にのたうち回る様へ、彼は心中で快哉かいさいを上げていた。

　──ざまあみろだ。間抜け野郎どもめ。

　脳内で勝手に死に値する暴虐の権化へと祭り上げられた物見どもへの哀れみは、欠片かけらもない。だがそれはそれとして、自分たちの巣で自分たちを殺す奴らへの苛立いらだちも湧き上がる。だからこそ戦闘で疲弊した冒険者が、こちらに背を向けた今こそが好機。

　──今だ。

　今の騒ぎを聞きつけて仲間たちもほどなく駆けつけてくるだろう。そこで獲物を後ろから襲って組み伏せている自分を見れば、手柄を主張できる。仲間が殺される中戦ったことでも、威張り散らしてやれるだろう。

　打算と欲望を胸に秘めて、彼は大きく跳躍して跳び掛かった。手にした槍を逆手に振ふり被かぶる。貰えるなら腹でも胸でも良いけれど、できれば腕か足が良い。男なら食べる以外にない。

「────ッ!?」

　と、その時であった。

　彼には何が起こったかわからなかった。

　ただ背後からの不意討ちであったはずなのに、冒険者の両手が彼の槍を掴つかんでいた。甲冑かっちゅうの冒険者による、目にも留まらぬ早業はやわざである。

　そして槍を手放そうかどうしようか迷った途端、槍ごと彼の体は地面へと叩きつけられる。

「ＧＲＯＢ!?」

　こんな事は考えもしなかった。

　彼の頭は真っ白になって、どうして良いかわからなくなった。

「ＧＢＢＯＲＯＢＯ!?」

　そして混乱の中では、まともに対処ができるわけがない。

　背中を強打される激痛、肉体と骨がきしむ激痛、何より息がまともにできない。ぱくぱくと口を開閉させる彼の手からは槍が零れ落ちていた。もうこうなっては仕方ない。冒険者が剣を引き抜いている。

　よろめきながら立ち上がった彼は、一目散に逃げようと洞窟の入口めがけ走りだし──……。

「これで七」

　無慈悲な言葉と共に背中から胸へ衝撃が走って、彼の意識は闇の中に沈んだ。そして、二度と浮かび上がることはなかった。
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「ふむ」

　七匹のゴブリンを仕留めたゴブリンスレイヤーは、そこでようやく一息を吐いた。

　自分より背後からぺたぺたと足音がひとつ多くついてくれば、尾行にも気づこうものだ。引き抜いた剣の血糊ちのりを小鬼のボロ布で拭ぬぐい、刃を検あらため、鞘さやへと叩きこむ。まだ使える。

　ゴブリンから奪い取った槍の穂先を指先でなぞり、へし折られた柄を見やる。ゴブリンスレイヤーは短く舌打ちをし、それを腰帯に手挟たばさんだ。そして物見どもの手指を蹴り折って、屍しかばね が握りしめていた剣を取り上げる。

　都合三本。もっとも質の良い物を選び、腰帯に差し入れた。これで良し。

　彼は雑嚢ざつのうを引っ掻かき回して水袋を掴みとり、栓を抜いてガブガブと中身を呷あおった。

　羊の胃を裏返して乾燥させた水袋には、井戸水と葡萄酒を混ぜたものが詰まっている。冷たい液体がゴブリンスレイヤーの兜かぶとの隙間から唇を湿らせ、喉を通って胃の肺ふに流れこむ。

　酒精に酔って酩酊めいていしてはどうしようもないが、多少なら体が温まり、気付けにもなる。

「……トーテムはなかったな」

　栓を閉めて水袋を雑嚢に押し込みながら、ゴブリンスレイヤーは独りごちた。そして応こたえが返って来ない事に気づき、緩ゆるく首を横に振る。

　女神官も、他の仲間──と考えたことに気づいて、やはり首を振った──も、今はいない。予定もある。体調もある。常に全員と一緒というわけにはいくまい。

　ゴブリンスレイヤーは壁に背中を預け、鉄兜を押し付けた。息を潜める。足音の類たぐいはない。変わって、ガツガツと飯を貪るような音。背中から感じる振動。状況は明白だ。

　光源は──酒宴の跡で転がっている松明は、まだちらちらと燃えている。問題ない。ゴブリンスレイヤーは素早く雑嚢から小瓶こびんを抜き取り、大凡おおよその当たりをつけて投じた。

　陶器の瓶が割れ砕けるのと、壁が崩れ落ちるのがほぼ同時。

「ＧＢＲＲＯＢＯＲＲＢＢＢＧ!!」

　ゴブリンである。

　怒濤どとうの如ことく現れたゴブリンの群れ。

　しかし意気いき揚々ようようと飛び出した先頭の何匹かが、不意にその場でつんのめった。地面にぶち撒けられた油に足を取られたのだろう。もんどり打って転げたのが不幸である。

「ＧＯＲＯＢ!?」

「ＧＯＢ!?　ＧＢＯＲＯＯＢＯＧＯＢＧ!?」

　彼らは続々と後から現れた同胞たちによって足蹴あしげにされ、踏み潰つぶされ、悲鳴を上げた。ばかりか転げまわった弾はずみで松明の燃えさしに触れたのか、ごうと火に包まれる。

「ＧＯＲＯＯＯＢＯＧＯＲＯＯＢＯ！？！？」

「八、九……十」

　火だるまの数は二つ。踏み潰されて動かなくなったもの一つ。

「残り七。槍二剣一、斧一、棍棒四。良し」

　仲間の焼死にもかかわらずゴブリンどもは目に欄々らんらんと怒りと欲望を燃やし、迫り来る。敵の構成を見て取ったゴブリンスレイヤーは、剣を構えて真っ向から迎え撃った。

「ＧＢＢＲＢＧＧＢ!!」

　先陣きって飛び出してきたのは、文字通りの一番槍を担かついだゴブリンだ。

「十二

　そこへゴブリンスレイヤーは無造作に剣を投擲とうてきした。ひょうと洞窟の淀よどんだ空気を切り裂いた剣は、ガッと小鬼の額ひたいに埋まって脳を貫く。

「ＧＧＢＧＧＯ!?」

　衝撃で仰のけ反ぞりながら斃たおれるゴブリンの手から、ゴブリンスレイヤーは槍を奪い取った。

　長柄武器は悪くない。囲まれない事。最大火力を潰す事を先決とする。大物がいれば数を減らす事を優先すべきだが、今は一撃で行動不能になるのを避けたい。

　故に彼の二手目は決まっていた。

　ゴブリンスレイヤーは槍をひっ掴んだまま、一目散に洞窟の奥へと走り出す。

「ＧＯＲＯＯＢ！　ＧＯＲＯＯＢＯＲＧ!!」

「ＧＲＯＯＢ!!」

　どたどたとみっともない歩調で後を追ってくるゴブリン、六。ゴブリンスレイヤーは振り返り様ざまに小鬼どもに狙ねらい定め、槍を担いだ。

「十二だ」

　弓なりに弧を描いて槍が飛んだ。

　それは前衛にと押し出された他の小鬼を飛び越え、斧持ちのゴブリンへ襲い掛かる。

「ＧＯＯＲＯＢＯＧ!?」

　腹を貫かれでもしたのか、濁った悲鳴が洞窟に木霊こだました。

　残り五。ゴブリンスレイヤーは物見の剣を腰帯から引き抜く。もう間合いは詰まった。これ以上奥へ行くのも危うい。接敵エンゲージだ。

「ＧＯＲＯＢＢ!!」

「ＧＢＯＲ！」

　剣持ちのゴブリンが偉そうに指揮を執り、棍棒のゴブリン四匹をけしかける。もちろん勇敢さの発露などではないし、仇討あだうちの怒りに燃えているわけでもない。

　自分たちの仲間が殺されるのは見ていて不愉快だし、調子に乗っている奴は叩き潰したい。何より冒険者を散々殴って装備を奪い取るのは、この上もなく楽しいものだ。

「ふん」

　ゴブリンスレイヤーは一歩後退し、真っ先に振り下ろされた棍棒を踏みつけた。

「ＧＢＯＲＯＢ!?」

　武器を封じられた小鬼が棍棒を引っ張る合間、跳び掛かってきた右の一匹に剣を繰り出す。顎下あごしたから滑り込んだ刃は斜めに頭を貫いた後、小鬼の重量に耐えかねてへし折れた。

「ＧＯＯＲＯＢＯＯＢＯ!?」

「残り四」

　剣の柄つかを握り直すと同時、正面の一体からの棍棒を盾で受け止めた。左腕がビリビリ痺しびれる。そのまま薙なぎ払うように盾を振り抜き、左方のゴブリンへと一緒くたに叩き付けた。

「ＧＢＯＲ!?」

「ＧＯＲＯＢＯ!?」

「次だ」

　二匹のゴブリンが衝撃に身悶えしている間に、正面の一匹へ剣の柄を振り被る。慌てた小鬼が棍棒を手放して逃れようとするが、もう遅い。

「ＧＯＢＯＯＲＯＧＯＢＯＧＯＢ!?」

　一発。剣の柄と鍔つばがめり込み陥没かんぼつした頭部を押さえ、ゴブリンは悲鳴をあげる。致命傷ではないが、そんな事はどうでも良い。死ぬまで殴るのみだ。

　ゴブリンスレイヤーは鍔元だけになった剣を金槌かなづちの如く、続けざまに叩き付けた。

「ＧＯＲＯＢ!?　ＧＯＲＯＯＧ!?　ＧＯＯＲＯＢＯＧ!?」

　ガツゴツと鈍い音が響き、やがて砕けた頭蓋から血と脳漿のうしょうが噴き出す。ゴブリンスレイヤーは舌打ちをして剣を手放し、足を退よけて踏みつけていた棍棒を手に取る。

「これで十と四。残り三……！」

　もたもたと起き上がったゴブリンが二人がかりで迫り来る。ゴブリンスレイヤーは円盾で片方を捌さばき、もう一方の棍棒が届くより先にその頭を砕いた。

「残り二つ」

　体格が違う以上、多少のリーチ差はある。そして一対一となればゴブリンに負ける道理はない。

　程なくもう一匹の断末魔が洞窟に木霊した。

「ＧＯＲＯＯＢＯＲＯＢ!?」

「ＧＯＲＯＢＯＧＲ!!」

　残された一匹、剣を持ったゴブリンは、たまらず悲鳴をあげて逃げ出した。

　幸い敵は洞窟の奥へ向かおうとしている。外へ逃げるなら追っては来まい。忌々いまいましい外の明るさも、そのゴブリンにとっては救いのようにも思える。仲間を見捨てる事に罪悪感などあろうはずもない。あいつらのせいで自分が危ないのだ。

　ブスブスと煙をあげる仲間の死体を足蹴に、走る、走る、走る──……。

「ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは無造作に脳漿まみれの棍棒を捨て、槍に貫かれた死骸に近づいた。その手に握られたままだった手斧を拾い上げ、軽々と振りかぶり、投じる。

　逃げ出したゴブリンは最期さいごの瞬間まで自分だけは助かると信じたまま、死んだ。後頭に突き刺さった斧が脳を破壊し、蹟つまずいて転ぶようにして斃れたのだ。

「十七」

　ゴブリンスレイヤーは新しい松明を雑嚢から取り出し、酒宴跡の燃えさしから火を移した。そして更にずかずかと一旦いったん引き返し、斧を生やして突っ伏したゴブリンの死骸をまさぐる。

　目当ては剣だ。ゴブリンスレイヤーは手に入れた剣を、鞘に叩き込んだ。

「偵察三、遭遇一、物見三、奇襲に十。計十七。捕虜有り。トーテムなし。毒なし」

　どう見るべきか。

　やはり独り言に返事はなかった。ゴブリンスレイヤーは考える。巣穴の規模は小さい。恐らく残りのゴブリンは少ない。統率も取れていない。

「頭かしらは田舎者ホブか」

　にもかかわらず、ホブゴブリンがこちらへ出てくる気配はない。それが何を意味するのか、ゴブリンスレイヤーはすぐに結論を下す。

「ゴブリンどもの考えそうなことだ」

　ゴブリンスレイヤーは、すばやく全身の装備を検めた。兜、鎧よろい、盾、武器、良し。

　松明を左手に握り、ずかずかと無造作な足取りで洞窟の中を歩き出す。

　十数匹程度が暮らす規模の巣穴だ。枝分かれしているといっても限度がある。それに何より鼻につくような嫌な臭いが、ゴブリンスレイヤーに目的地を教えてくれた。

　折れ曲がった道をいくつか曲がり、ほどなく辿り着いたのは、腐りかけた木板の扉。

「い、っぎぃッ!?　いた、あっ！　痛い、ゃあ……ッ!?」

「ＧＧＧＯＲＯＯＯＢＢ!!」

　そして、そこから女の髪を掴んで引きずりながら出てきたのは、巨体のゴブリンであった。

　髪を掴まれた女は苦痛に声をあげるが、その全身を見る限り抗あらがえる力は残されていない。ぶちぶちと頭皮ごと髪が幾本か引き抜かれるが、声をあげるので手一杯なのだろう。

　その様に罵声を浴びせたホブゴブリンが、はたと自分の往手を阻む者に気づき、顔をあげた。

「ＧＯＲＯＢＢ…………」

　何やら喚いたホブゴブリンは、女の体をぐいと引き上げ、自分の体の前へ掲げた。

　彼女の全身からは異臭が漂うばかりか、血と汚濁が入り混じり、ぼたぼたと滴したたっている。硝子ガラス球だまのような瞳ひとみを突きつけるように前へ押し出すのは、肉の盾だからだろう。

「馬鹿め」とゴブリンスレイヤーは吐き捨てた。「結果は変わらんぞ」

　ホブゴブリンの思考は明白だ。いや、全すべてのゴブリンが同じ状況でこう考えるだろう。

　自分だけ生き残ればそれで良いと。

　仲間を自分のための捨て駒として、自分は雌を担いで逃げ出してしまおうというのだ。つくづくゴブリンの考えそうなことだった。

「ＧＲＯＢＯ！　ＧＯＢＯＯＲＯＧＢ!!」

「……」

　武器を捨てろとか、見逃せとか、そういう事を喚いているのだろう。右手に握る鉈なたを振り被り、ホブゴブリンはにたにたと厭らしい顔で嗤わらっている。

　ゴブリンスレイヤーは盾にされた女を見た。女の目を見た。そして一度、小さく頷うなずいた。

「良いだろう」

　彼は腰の剣を引き抜き、放り捨てた。

　ホブゴブリンの目が剣を追って動く。すかさず前に飛び込んだゴブリンスレイヤーは、その股座またぐらを容赦なく蹴り上げた。

「ＧＧＲＯＯＯＯＲＯＯＢＯＲＯＯＢ！？！？！？」

　股間を破壊されたホブゴブリンの、聞くに堪たえない絶叫。確かにゴブリンスレイヤーの爪先つまさきに、ぐしゃりと何かを潰すような感触があった。

　ゴブリンはいつも調子に乗る。黙って殺されてやるつもりなど毛頭ないというのに。

「ぅ、ぁ……っ!?」

「ＧＢＢＲＧＯ!?　ＧＯＲＯＯＢＯＧＯＲＯＧＯＢ！？！？」

　ホブゴブリンが女を放り出してのたうち回る様を、鉄兜が無表情に見下ろした。そして彼は剣を拾い上げ、逆手に握り、足でその小鬼の肩を押さえ、刃を叩き込んだ。

「ＧＯＯＢＯＲ!?」

　濁った悲鳴は一度だけ。後頭に突き立てた剣を、ゴブリンスレイヤーは思い切り捻ひねる。ごきりと音がして脊髄が切断され、ホブゴブリンはびくりと大きく震えて動くのを止めた。

「十八。……生きているか？」

　打ち捨てられた女が、びくりと震えた。震える唇から、ひゅうひゅうと掠かすれた吐息に混じり「ぁ」と「ぃ」の音が発せられる。

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは雑嚢を引っ掻き回し、丸めて束たばねた外套がいとうを引っ張りだした。それをばさりと女にかけてやり、汚濁に濡ぬれた体を包んだ上で荷物のように担ぎ上げる。

　女が何かもごもごと力ない言葉を呟き、ゴブリンスレイヤーは「そうか」と頷いた。

「槍は拾ってある」と彼は言った。「柄は折られたが、穂先は残った」

　ゴブリンスレイヤーは黙々と洞窟を歩いて行く。

　か細い畷り泣きの声が、その背中に重く食い込んでいた。






　　　　第５章　『彼がいない日のお話』







「ん……ぅ、……ふ、ぁ……っ」

　夜明け直後の涼やかな空気が肌を刺し、彼女は声を漏もらしながら毛布の中で身じろぎをした。普段ならもうそろそろのはずなのに、今日は一向に足音が近づいてくる気配がない。

「……ぅー……？」

　決して寝起きが悪い方ではないけれど、普段聞こえてくる音がないと目覚めづらい。ようよう藁わらのベッドから這い出た彼女は、眠たく重い険まぶたを擦こすり、大きく伸びをする。

　まだまだ昼は暖かいとはいえ、夜と朝は冷え込むようになってきた。ぶるりと身を震わせながら、いつものように、健康的に肉づいた体へ下着を纏まとわせる。

「ん、んんっ……ちょっと、きつい、かな？」

　太ったか。あるいは育ったか。

　どっちにしろ、あまり歓迎したくはない。そう頻繁に下着やら服を新しく買ったりしていたのでは、伯父に悪いからだ。

　──まあ、合わないの使うのも良くないって話だけど、ねえ。

　いっそ仕立てなおしてしまおうか。

　そう思いながら窓をあけると、ふわりと爽さわやかな朝の風が部屋に吹き込んでくる。その心地よさに頬ほおを緩ゆるませながら、彼女は豊かな胸を窓枠に乗せるようにして身を乗り出す。

　慣れ親しんだ風景だ。

　広がる牧草地。遠くから聞こえる牛の声。鶏の鳴き声。彼方かなたの街から昇る煙。世界。

「……あ、そうか」

　金色の朝日に惜しげもなく肌を晒さらしながら、牛飼娘は間の抜けた調子で呟つぷやいた。

「彼、いないんだっけ、今日は」
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「街に、出かけたらどうだ？」

「えー？」

　朝食後、重ねた食器を洗い場へ運んでいた牛飼娘は、伯父の言葉にひょいと頭だけを向けた。

　彼がいないと洗い物の数が少ない。楽で良いと言えば良いのだけれど。

「街に出かけたら、と言っている」

　改めて見た伯父の顔は無骨で愚直、真面目まじめに真まっ直すぐこちらを見つめていた。その表情に牛飼娘は「ん？」と首を傾かしげつつ、水につけた皿を引き上げて拭ぬぐった。

「別に良いよ、そんな。行ったってすることないしさ」

「そんなことはないだろう」

　伯父はあくまでも大真面目。揺らがずにきっぱりと主張を続ける。

「友達だっているんじゃないのか」

「友達、ねえ」

　牛飼娘は曖昧あいまいに笑った。

　傍かたわらに置いた桶おけから砂を掬すくい取って、じゃりじゃりと皿の表面に擦り付けていく。

　──あのひとは友達……といえば友達だけれど。

「どっちかっていうと、志を同じくする仲間みたいな人……かなあ」

「たまには遊びに行けば良い」

「んー……」

　牛飼娘は賛成とも拒否とも、どちらともつかない声を漏らした。

　砂が皿の汚れを落としてくれたのを確かめて、もう一度水洗い。最後に丁寧に拭って水気を取って、食器棚に皿をしまい込む。

「でも家畜の世話もあるし、収穫とか、石垣の具合に柵も見て、配達と、明日の準備……」

　指折り数えていくと、やっぱり仕事の数は多い。やらなければいけない事は沢山たくさんある。今日やらなきゃいけないこと。今日やっておいた方が良いこと。延ばし延ばしにしないで片付けられることは色々ある。

　うん、と牛飼娘は胸を揺らして頷うなずいた。

「これは遊んでなんかいられないね。お仕事あるのは良いことだ！」

「遊びに行け、と言っているんだ」

　有無を言わさない口調だった。きっぱりとした声に、彼女は戸惑ったように目を向ける。

　伯父の姿は揺らいでいない。こうなってしまうと、伯父は巌いわおのように考えを変えない。十年も育ててもらったのだから、何も言わなくたってわかろうものだ。

「え、でも……えっと……」

「お前だって、年頃としごろだろう。いくつだか自分で言ってみろ」

「えと、うん、十八」と彼女はこくこく頷いた。「……もうすぐ、十九だけど」

「なら、朝から晩までずっと働き詰めでいることもあるまい」

　何とか抗弁をしようと、牛飼娘は懸命に頭を働かせた。

　──……あれ。なんで出かけるの嫌がってるんだろう。

　そんな思いが、ちらっと脳裏を過よぎって消えていく。

　それどころではない。

「お、お金のこととか……」

「幸い、うちは農奴のうどだとかと違って、そう生活に余裕がないわけでもない」

「そりゃあ、そうだけど……」

　駄目だった。

　儚はかない抵抗はあっという間にねじ伏せられて、牛飼娘は言葉を失った。

　さてどうしよう。食器の片付けも終わってしまった。他ほかに何か誤魔化ごまかせるものもない。しばしウロウロと台所を右往左往した彼女は、やがて渋々と伯父の前へ腰を下ろした。

「こちらのことは気にしなくて良いから」

　伯父はあくまでも優しく、幼子を諭すように言う。

　そんな口調をしなくても良いのにと牛飼娘は僅わずかに唇を尖とがらせるが、反論はしない。それこそ子供みたいではないか。それでは。

「遊んでおいで」

　彼女の様を見た伯父が、ふっと大岩のような顔を緩め、力を抜く。

「若い娘が朝から晩まで牧場で働き詰め。娘らしいことの一つ二つ、お前もしたいだろう？」

「そうかなあ……」

　牛飼娘には、よくわからなかった。

　──娘らしいこと？

　それは何だろう。お洒落しゃれだろうか。お菓子を食べる？

　ふわふわとした曖昧な考えばかりが思い浮かぶ。これならまだ、明日の天気の方がはっきりとしそうなものだが……。

「……わかった」

　ややあって、牛飼娘は何がわかったのかもわからないまま、短くそう言った。

「じゃあ、ちょっとお出かけしてくるよ」

「ああ、そうしなさい」

「……うん」

　伯父の安堵あんどした顔を前に、牛飼娘は頷くしかできなかった。
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　荷車もなし、彼もいない、一人っきりの身ひとつ。

　慣れ親しんだ道を通って街へ行くのだけとっても、どうにも歩調がおぼつかない。普段どんなペースで歩いてたっけ？　自分で首を捻ひねる始末である。

　そして往来する冒険者や商人の合間を縫い、大門を潜くぐって街の中へ。

　普段なら真っ先に向かう冒険者ギルドの方へ足が動いたのに、牛飼娘は苦笑した。無意識を意識で上書きして、そのまま真っ直ぐ街の奥、広場へ向かう。

　ざわめき、商人の呼び声、子供のはしゃぎ声、母親の呼ばわる声、冒険者の雑談。喧騒けんそうの中に身を浸ひたしながら、牛飼娘は適当な縁石へぼんやりと座り込んだ。

　目の前を走っていく男の子と女の子、十歳くらいか、その姿を目で追いかけて、一息。

　──考えてみれば。

「友達、いたっけか」

　幼い頃から付き合いのあった人たちは、もういない。十年前に引っ越してからの五年は目の前のことにかかりきり。

　──今にして思えば、ねぇ。

　よくもまあ、あの頃の自分が、ふらふらと歩いていた彼に声をかけられたものだ。まだ彼の鉄兜てつかぶとには角が生はえていて、自分の髪の毛もだいぶんと長かった頃の事だ。

　それから五年は、彼のことで頭が一杯。とてもとても、遊んでなんかいられなかった。

「あ、でも……」

　ふるりと頭を振って、毎日のように顔を合わせるギルドの受付さん、女給さんの事を考える。

　友達と言って良いのかもしれないが──二人だけか。いや、二人でもいれば十分なのか。もう友達を作れやしない人たちだとて、大勢いる。

「……贅沢ぜいたくだなぁ」

　それを思えば、なんてことはない。

　へにゃりと力なく笑った彼女は、そのままぼんやりと広場を通って行き交う人々を眺ながめた。

　皆の表情は千差万別。楽しげな人、悲しげな人、寂さびしげな人、嬉うれしげな人もいる。けれどそれぞれが全員、何か目的を持って迷いなく足を進めている。仕事か、食事か、帰るところか、遊びに出たのか、あるいは、あるいは……。

　自分とは違う。

　牛飼娘は、縁石に座り込んだまま胸に押し付けるようにして膝ひざを抱え込んだ。

　──重症だね、これは。

　結局、あたしは牧場との繋つながり以外、何一つとして持っていないのだ──……。

「──？　どうされました？」

　上から降りかかってきたのは、聞き覚えのある声だった。

　見れば、きょとりとした様子でこちらを覗のぞき込んでいる金髪の少女が一人。華奢きゃしゃで細い体に、質素というのも憚はばかられるほどに地味な麻の服を纏っている。

　さて誰だれだったろうかと牛飼娘は目を 瞬しばたた かせ、はたと手を打った。

「あれ、あなた、地母神の──……」

「あ、はい。牧場のかたですよね？」

「うん、そうだけど」

　牛飼娘は頷いて立ち上がり、丸い尻しりをはたはたと叩たたいて埃ほこりを払った。

「どうしたの、その格好？」

　女神官は普段の神官衣ではなく平服、それも農村から出てきた村娘のような衣装だった。

「今回わたしはお留守番なので、たまには外に……と思ったのですけれど」

　彼女ははにかむような仕草しぐさで、細い指先で戸惑いがちに頬を掻かいた。

「何をして良いものやら、さっぱりで」

「ああ、あたしも。わかるわかる。普段は牧場でやる事だけやってれば良かったからさ」

　なんだ、同じだ。

　勝手な連帯感だと自分でも思いながら、牛飼娘はどこかほっとしたように力を抜いた。

　もともと人好きのする性質だし、気後れすることもない。第一、彼の一党パーティなのだ。少し心の奥で思う所がないでもないけれど、牛飼娘は努めて気安い調子を保たもとうと決める。

「けどお留守番って、どうしたの？」

「ああ、えと、その……」

　不意に女神官は言葉を濁し、きょどきょどと視線を彷徨さまよわせた。頬は熱が上ったのか赤く染まり、瞳ひとみも伏し目がちに俯うつむいた様子。

　おや？　と牛飼娘が訝いぶかしんでいると、すぐに答えが返って来た。

「今日は……少し、厳しいので……」

「ああ」

　牛飼娘は苦笑し、頷いた。女なら誰しも抱えているものだ。それを無理やり聞き出してしまうのは、この恥じ入っている年下の娘には辛つらいだろう。



「ふだんは何してるの、その、冒険に出てない時」

「お祈りです」

　やや露骨な話題転換かと思ったが、彼女の答えはきっぱり真っ直ぐとしたもの。遠目に見て思い描いていた、女神官のイメージとほぼ同じ。

「へぇ」と牛飼娘が感心していると、女神官は細く白い指先を唇に宛あてがって少し考えこむ。

「後は聖典を読んだり、怪 物 辞 典モンスターマニュアルを読んだり、鍛錬に……」

「うっわ、真面目さんだね」

「まだまだ勉強不足なだけですよ」

　牛飼娘が驚くと、褒められ慣れてないのか、彼女はてれてれと恥じ入って頬を赤らめる。

　──ふむん。

　これは後で彼にもちゃんと褒めてあげるよう、言っておかないといけなさそうだ。ああ見えて彼は彼なりに気を使っているのだから、余計なお世話かもしれないが……。

「……ね」

「はい？」

「ぶらぶらしよっか」牛飼娘は、笑って言った。「せっかく、会えたんだし」

「……そうですね」

　女神官もまた、頬を緩めた。小さな花が咲くような微笑だった。

「はい、ぶらぶらしましょう」
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「そういえばさ。まだ当分先だけど、夏が過ぎたら収穫祭だよね」

「あ、はいっ。神殿でも奉納演舞の準備、そろそろ始まるそうです」

「踊り手さんは誰になるのかな？　立候補しちゃったら？」

「いえ、そんな。責任あるお務めですし、わたしは、まだまだ」

「そう？　うちも何かお店出そうかなぁ……。食べ物納めるだけじゃなくって」

「もう大分と暑くなってきましたけど、秋まであっという間ですものね」

　二人連れ立って目的もなく歩きながら、特に何の意味もない会話に花を咲かせる。

　辺境の街は開拓最前線の一つだ。当然、訪れる者も多く、行き交う人々も多い。とはいえ流石さすがに水の街や都ほどではないから、通りすがるのも見知った顔がちらほら。

「あ、どうもー」

「こんにちは」

　顔見知りの冒険者とすれ違い、牛飼娘は軽く会釈えしゃくを、女神官はぺこりと頭を下げる。先だってゴブリンロードがこの街に押し寄せた時以来、すっかり知り合いが増えてしまった。

　──変な感じ。

　牛飼娘が思わずくすりと笑うと、女神官がきょとんと不思議そうに首を傾げる。「なんでもないよ」と牛飼娘は手を振りながらも、浮かんだ笑みが消えることはない。

　彼は、なんだかんだいいながら大勢と繋がっていたようだ。

　──あたしとは違うか。

「……ね。彼って、普段、どう？」

「どう、と言いますと？」

「迷惑、かけてないかなーって」

　牛飼娘が後ろで手を組んでくるりと振り返ると、女神官は「とんでもない」と手を振った。

「いつも助けてもらっていますし。むしろご迷惑をおかけしてるのは、わたしの方で……」

　そう言った女神官の言葉と表情に、どうやら嘘うそはないらしい。

　牛飼娘は安堵して豊かな胸を撫で下ろす。

　彼が迷惑でなかったこと。彼が嫌われていないこと。そのどちらに対してかはわからない。

「……でも」と女神官は声を低め、悪戯いたずらっぽく目を瞑つむった。「迷惑も、ちょこっとだけ」

「そっか」

　二人は、顔を見合わせてくすくすと笑った。

　共通の話題が彼のことというのも何だが、それだけに話しやすいのもある。偏屈で真面目でボンクラで放っておけない彼のことだ。花咲く話の種には事欠かない。

「お世話になってるのは、本当なんですよ？」

　女神官がそう言って語る彼の姿は、牛飼娘の知らない彼だ。

　初めて会った時は一見して怪物か何かのように思えてしまったこと。銀等級の冒険者らしく振る舞おうとしているらしいこと。一党パーティの仲間と車座になって酒を飲み、早々に潰つぶれてしまったこと。呪文使いが多い一党パーティだからと、見張りを引き受けてくれていること……。

　彼らしいなと、牛飼娘はそう思う。一方、皆でお酒を呑のんだんだ、とも思う。

「他にも、冒険のことを色々教わっていますし」

「例えば？」

「そうですね……」女神官は唇に指先を宛がった。「鎖帷子くさりかたびら、とか？」

「鎖帷子かぁ……」

　牛飼娘がぼんやりと脳裏に思い描くのは、納屋で彼が手入れしている武具の数々。

　鎖帷子は彼が愛用している装備の一つ。丁寧に油を差して磨いていたのを覚えている。ほつれた部分を針金で応急手当することを、牛飼娘は彼に見せてもらった事があった。

「でもさ」と、ふと思い浮かんだのは長年の疑問。「重たくないの、あれ？」

「腰やお腹なかで帯を締めると体中に重さが散りますから、そこまででもないですけど」

　女神官が「でも、肩が凝るんです」と言うのに、さもありなんと牛飼娘は頷いた。

「冒険者って大変だなぁ……」

「わたしは鎖帷子だけ着ていますけれど、魔法使いさんはあまり着たがらないみたいです」

　鉱人ドワーフの人は気にしないみたいですが。

　女神官の言葉に、牛飼娘は曖昧に頷いた。金物は魔法を妨げる──という言い伝えがどこまで本当なのか、牛飼娘は知らない。迷信じゃないのかなと思う半面、たまに魔除まよけとして馬蹄ばていを欲しがる人もいる。

　魔法とか、妖術とか、神様の奇跡とか、そういうのは牛飼娘にはさっぱりだった。

　むしろそれより気になるのは……。

「鎖帷子、か」

「はい？」

「……ね、鎖帷子とか、鎧よろいとか兜って、ギルドで扱ってるんだよね？」

「え、あ、はい」女神官は、慌ててこくこくと頷いた。「わたしも、そこで買いましたし」

「じゃあさ」

　牛飼娘は、親に隠れてこっそり遊びに行く子供のように、にんまりと笑った。

「ちょっと冷やかしに行ってみようか」
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「う、わぁ……」

　そして今、牛飼娘の前には下着があった。いや正しく言えば、下着の如ごとき鎧であった。

　ひと揃そろいになった胸当、脚絆きゃはんだけの鎧。

　部類としては軽装である。身動きのしやすさという意味では、板金鎧と比べるべくもない。装甲それ自体も、優美な曲線を描き、実に手が込んで、強固。その辺りに関しては、なるほど、非の打ちどころはあるまい。

　だが問題は、ひとえに、その装甲部位の少なさである。

　なにしろ胸部──正しくは乳房と、下腹部にしか装甲がない。肩当てがあるとはいえ、これは問題にもならない。

「え、これ下に何か着たりするの？」

「いや、それはそれだけで完成してる鎧ですよ」

　カウンターの奥で剣を回転砥石といしにかけていた丁稚でっちの少年が、ちらりと一瞥いちべつをくれる。女性がそれを手にとっているのが気になるのか、先程からずっとそんな調子だ。

「これ……買う人が、いるんですか？」

　彼の頬が赤いことに気づいているのかいないのか、信じられないと女神官が問いかける。

「実際、身動きはしやすいですから。それに最低限は守れる……というのが表向き」

　僕が言って良いのかわからないんですが、と丁稚の少年は言い訳がましくつぶやく。

「その、まあ、なんですか。男性にアピールしたい、という人が、ですね」

「アピールっていうか、引かれちゃう気もするなあ……」

　牛飼娘は「うわあ」と顔を赤くしながらその下着型鎧ビキニアーマーを手に取る。前から見て、ひっくり返して裏から見て、急角度の股またへ指を引っ掛け、広げて見た。

「いや、これ、見えちゃわないの？」

「……需要がそれなりにあるから置いてるんですよ」

　丁稚の少年がぼそぼそと言って、それとなく目を逸そらした。ううんと牛飼娘が唸うなる。

「こんな危ない、水着みたいなの着れたらそれだけで勇者だよねえ」

「ですね……」

　女神官は曖昧な表情で頷いた。そのまま、物珍しげに棚の武具を眺めつつ彼女は進む。

　後衛だとあまり武器防具に触れたことはないのだろうか？　珍しいのは牛飼娘も同じだが。

「あ、これ……」と、不意に女神官が足を止めたのは、防具の陳列された場所だった。

　彼女が微笑ほほえましげに目尻を下げて手にとったのは、一つの兜。

「お、見慣れた奴やつだ」

　牛飼娘が笑って「見慣れた」というのも道理。女神官が手にとったのは、ぴかぴかと安っぽい輝きを放つ鉄兜だ。

　両脇りょうわきから角が生えているのと、真新しさを除けば、彼の鉄兜と同型の代物である。

　空からっぽの庇ひさしから中を覗き込むよう視線を落とした牛飼娘は、はたと手を叩いた。

「ねえ、被かぶってみたら？」

「え、良いんでしょうか？」

　突然の思いつきに女神官が戸惑ったように小首を傾げる。

「試着可能って張り紙出てるし」

「じゃあ、えっと、失礼しますね……？」

　おずおずと兜を抱えた女神官は、まず試着用と書かれた綿入りの目出し帽を手に取る。長い髪を気にしながらそれを被り、さらにその上から鉄兜を被る、と──……。

「うわ、わ、わ……」

　やはり重みがあるのか、ぐらりと細い体が傾かたむいた。慌てて牛飼娘が手を伸ばして支えると、その華奢な肢体は驚くほどに軽い。

「おっと、大丈夫？」

「あ、はい。ちょっとふらついただけなので……」

　庇の奥には、まだまだあどけないといった風の女神官の眼差まなざしがある。僅かに頬が赤く染まっているのが見て取れる辺り、彼女は妙に照れているらしい。

「えへへ……。け、けっこう重たいですね。それに、息も詰まりそうで……」

「そりゃあ、全頭型ですからね。面頬めんぼおもがっちりハマっちゃうから、当然ですよ」

　丁稚の少年の言葉に、女神官はガチャガチャと手探りで留め具を外はずし、面頬を跳ね上げた。

「ぷぁっ」

　思わず漏れたらしい気の抜けた声に、牛飼娘はくすくす笑い、女神官は顔を真っ赤にさせた。

「わ、笑うことはないじゃないですか……！」

「あはははは、ごめんね、ごめん。じゃ、次あたしね」

　女神官が兜を脱いで、目出し帽を外す。それを受け取って被ると、ほのかに甘い汗の匂におい。

　──うん？

　香水ではなくて、彼女生来のものだろうか。羨うらやましい。そう思いながら、兜の庇を下ろす。

「……う、わ。結構狭いね、これ」

「ですよね？」

　細い格子状の面頬を通しての視界は、暗く、狭く、重苦しい。ぐらぐらする視界を支えて動かしながら、息を吸って、吐はく。

　──これが彼の見てる世界か。

　彼は自分や、女神官や、他の仲間たちのことをどんな風に見ているのだろう。

　どんな顔をしているのだろう。

「だいたい想像はつくんだけどさ」

「はい？」

「ん。こっちだけ顔を見られるのはズルいよなぁ、って」

「ああ」と合点のいった女神官が、くすりと笑った。「ですよね」

「隠してるつもりもないんだろうけど……よっと」

　丁稚の少年が「元に戻してくださいね」と言うのに頷きながら、兜と目出し帽を棚へ戻す。

　ふぅ、と息を吐いて胸を弾はずませ、牛飼娘は首をぐるりと回した。鍛えていないつもりもないけれど、やはり武具を着込むと肩が凝る。

　──ふむん。

「ねえ」

「はい？」

「せっかくだしさ」

　牛飼娘は悪戯を思いついた子供さながらの笑顔を浮かべる。

「着てみよっか、あの鎧」

　指さされた先を見て、女神官が顔を真っ赤にして俯かせた。
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「あーもう、国が滅んだぁ」

「あらら……。いや、笑い事じゃないですけどね」

「だいたい、あの竜強すぎるでしょ。装備も技量もたらないわよ」

「それを何とかしてこその白金はくきん等扱って事ですね」

　ひとしきり工房を冷やかしてから酒場に出向いた二人が見たのは、何やら奇妙な光景だった。

　昼下がり、夕暮れ前のギルド内酒場は、そこまで客入りが多くはない。むしろ準備中といった 趣おもむき で机の上に椅子いすが上げられ、女給が床を磨いているその片隅。

　監督官、受付嬢、それに妖精弓手エルフの三人が卓について何やらカードを広げていた。

　奇妙な取り合わせといえば取り合わせだといえよう。

「何をなさっておられるんですか……？」

　それに目を瞬かせて卓上を覗き込み、おずおずと問うたのは女神官である。まだ落ち着かないのか、僅かに上気した顔をして、やや乱れた服を正している。

「ああ、卓上演習テーブルゲームですよ」

　肩越しに彼女を見上げて答えた受付嬢も、今は制服ではなく私服。小こ綺麗ぎれいで、お洒落。牛飼娘は内心「いいなあ」と思いつつ、示された卓へと目を向けた。

　なるほど、確かに一枚の盤面といくつかの駒、カードにサイコロが広がっている。

「昨日、古い資料を整理していたら出てきたので、試しに……と思いまして」

「それがさー、ドラゴンが強いのよ、ドラゴンが」

「強くないと竜じゃないんだよね。納得だけど、勘弁して欲しい」

　妖精弓手が薄い胸を卓に突っ伏しながら愚痴を吐き、やはり私服の監督官が苦笑い。

　察するに、盤の中央にどんと鎮座した赤い竜の駒が、件くだんのドラゴンなのだろうか。そして周囲に散らばって横たわる駒は、それに挑んで散った冒険者たちの死屍累々。

「で、体調大丈夫なの？」と妖精弓手が頭だけをごろりと転がし、女神官を見やる。

「あ、はい」と女神官はテレテレと頷いた。「もう、だいぶ落ち着いてきましたから」

「そ」と妖精弓手は応じ、それからひらひらと手招きをした。

「じゃあさ、手伝ってよ。もう冒険者が足りなくて足りなくてさあ」

「卓上演習に……冒険者？」

　牛飼娘が小首を傾げる。なんとなくわかるけれど、いまいちピンとこない。

　すると受付嬢が「簡単に言いますとね」と説明してくれた。

「冒険者ごっこなんです。ルールとかが、きちんと細かく定められていますけれど」

「冒険者ごっこ」牛飼娘は反芻はんすうするように呟いた。「っていうと、ゴブリン退治、とか？」

「ええ。もっと視点を低くした、それこそ冒険者さんが洞窟探索をするのもありますね」

　受付嬢が盤上に置かれた金属の駒、少し見窄みすぼらしい軽戦士か盗賊を指先で突いて微笑んだ。

　牛飼娘が見る限り、その駒は兜を被っていない。それが少し惜しい。

「これは少し視点が高めで、世界の危機をどう防ぐかっていうのが題材になっているんです」

「竜が目覚めるまでに伝説の武器と防具を集めたり、技量を高めなきゃいけないんだけどさ」

　妖精弓手がむくりと顔を起こし、しんなりと長耳を垂らしてぼやいた。

「手も時間も足りやしないわよね」

「村からの依頼も請うける。装備も集める。ドラゴンやっつける」

　監督官が指折り条件を数えて、うんうんと何やら一人頷いた。敗戦したというのに自信たっぷりな姿は、無駄に頼もしくもあった。

「全部やらなきゃいけない冒険者ギルドの采配が試されるわけよ」

「こういうのも、あるんですね」

　牛飼娘は興味津々に手を伸ばし、鎧兜に身を包んだ騎士然とした駒を手にとった。彼はもうちょっとボロボロというか、安っぽい装備だけれど──立派な騎士様。悪くない。

「全然知らなかったや」

　彼女の中で遊びといったら、それこそカードで役を作るような類たぐいくらいのもの。後は歌を聞くとか、双六すごろく遊びとか、お祭りだったら色々な競技とかもあるけれど。

　しげしげと駒を眺め、盤を見やるその様子を見て、受付嬢がふふっと笑った。

「やってみます？」

「え、良いんですか？」

　ぱっと牛飼娘が顔を輝かせると、受付嬢が「はい」と目を細めて頷いた。

「何もしないで待っているのは、辛いでしょう？」

　う、と。牛飼娘は僅かに声をつまらせた。まったく、敵かなわない。

　──こういうのが大人の女性、ってやつかなぁ。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、受付嬢は笑みを崩さない。

「ほら、冒険者さんが増えるなら大歓迎ですから、どうぞ、どうぞ」

「じゃあ、遠慮なく……。せっかくだし、一緒にやろう？」

「あ、はいっ」

　牛飼娘は女神官の袖そでを取って、半ば引っ張るような形で着席を促す。

　円卓をぐるりと囲むように、女性が五人。

　この光景を知っていれば、多くの冒険者が早く酒場に来なかったことを嘆いたに違いない。

「なら、まずは駒を選んでくださいね」

　普段、カウンターで応対する時よりも柔らかな受付嬢の声と微笑み。

「んー……」

　牛飼娘は胸の前で手を組んで、じいっと盤上に並んだ数々の冒険者へ目を向けた。

　──うん、やっぱり、これかな。

　迷いながらも彼女が選んだのは、先ほど手にとった騎士の駒。鎧兜のせいで顔はわからないけれど、盾と剣を掲げて、真っ直ぐ前を向いている。

「あたしは、この人かな」

「あ、えと、わたしは……」

　白い指を唇に宛がって思案しながら、女神官は戸惑ったように駒を眺める。そして「あ」と声を漏らし、ちらちらと周囲を見回しながら一つの駒を選びとつた。

「こ、この人で、お願いします！」

　それは豊満な肢体をローブに来るんだ、森人エルフの魔術師の駒だった。

　妖精弓手が訳知り顔で「良いんじゃない？」と笑い、女神官がもじもじと身じろぎをした。

「じゃあ、私はねえ……」

　妖精弓手が獲物を狙ねらう狩人の表情で長耳をひくひく揺らした。

「よっし、今度はこれ！　鉱人の戦士にする！」

「あら、良いのですか？」と問いかける受付嬢に、「当然」と妖精弓手は薄い胸を張った。

「私の方がもっと上手うまくやれるって、鉱人に証明してやるんだから」

「じゃあ私はこのまま斥候さんを使いますね」

「むむむ。それだと僧侶がいないね。なら、こっちでやるよ」

　受付嬢が粗末な装備の軽戦士をニコニコと盤上に並べ、監督官が聖印を握った老人を選ぶ。

　かくて冒険者が出揃った。

　鎧兜の騎士、森人の魔女、鉱人の戦士、身軽な斥候、そして老練なる僧侶。この一党パーティが世界を救うべく、巨大な竜へと立ち向かうのだ。

　受付嬢から簡単にルールを説明された牛飼娘は、ぎゅっとサイコロを握りしめる。

　──よし。

「この冒険者さんは村を守るし、お姫様も助けるし、竜だってやっつける勇者にもなるよ！」

　牛飼娘は決意表明とともに、第一手のサイコロを盤上へ投じた。




　　　　　　§




「あー、負けた、負けた」

　日が沈み群青に染まりつつある空と街。

　きらりと彼方に光る星を見上げ、牛飼娘はあっけらかんと言い放った。後ろで手を組んでぶらぶらと歩くその横には、女神官がととと、と小鳥のように並ぶ。

「竜殺しの魔剣、手に入りませんでしたからね」

「鱗うろこが通らないんだもん」

　結局、ゴブリン退治だけで手一杯。

　彼女たちは竜に敗れ、またしても世界を救うことはできなかったけれど──……。

「でも、面白おもしろかったですね」

「ホントにね」

　女神官の感想に、牛飼娘も同意する。

　当分先と思ってはいても、秋に向けて涼しくなりつつある風が吹いていく。

　彼の見る世界。

　彼の生きている世界。

　ほんのちょっぴりだけど覗けたそれ。

　遊びで火照はてった肌を風に撫でさせながら、牛飼娘は「でもさ」と笑った。

「武器屋を冷やかして酒場で遊ぶって、女の子としてどうなんだろう？」

「あははは……」

　女神官の誤魔化すような苦笑い。三つ四つ歳としの離れた娘は、まるで妹かなにかのようにも思える。

　──どう思ってるんだろうね、彼は。

　ふ、と。僅かに溜息ためいきが漏れたのに気づいたのかどうか。女神官が、屈託くったくのない表情で牛飼娘を見上げた。

「また、遊びたいですね」

「……うん。また、遊びたいね」

「でしたら」

　ととと、っと軽く小走りに先に飛び出した女神官が、くるりと牛飼娘を振り返る。なびいて広がった金髪が、沈みかけた夕日の最後の光を浴びて、きらきらと輝いた。

「また、遊びましょう？」

　──なんだ。

　牛飼娘は、思わず息を吐いた。

　──繋がり、あるじゃない。

　彼と、牧場だけだと思っていたけれど。彼が繋げた縁に、またこうして自分も繋がっている。

「……うん」

　牛飼娘は、ごしごしと目尻を擦って、笑った。

「また、遊ぼうか」






　　　　第６章　『悪魔に魅せられし魔宮の滅亡するお話』







　しゃん、と。錫杖しゃくじょうを鳴らしながら、彼女は心地よさげに目を細めた。

　夏の終わりを告げる最初の風が、さわりと頬ほおを撫でて吹き抜けていく。馬車はがらごろと進んでおり、その脇わきに立って街道を歩くのはなんと心こころ和なごむのだろうか。

　ふと気を抜くと、これが護衛の依頼中だという事を忘れてしまいそうだった。

　神官である彼女は、ふとこういう時に神の気配を覚えることがある。雲が疎まばらに浮かぶ空には、遠くぽつんと、黒い影が飛んでいる。

　鷹たかか、鷲わしか、隼はやぶさ か。

「あの鳥、高いところを飛ぶんですね」

「そうねぇ」

　声をかけた相手は、馬車の屋根上に座り込んでいた。

　弩いしゆみ を携たずさえた野伏レンジャーは、もちろん楽をしているのではなく、周囲を見張る役割だ。仲間たちから信頼されて周辺警戒をする姿に、油断の色は見られない。

「ん？」

　だからその訝いぶかしげな声に、彼女はすぐ錫杖を握りしめた。他ほかの仲間たちも次々に装備を用意し、見えざる何かに備え始める。

　気づいていないのは馬車の持ち主である行商人一人きり。

「なんだ、どうした？」ときょどきょどしているのを無視し、野伏レンジャーは低い声で言った。

「あの鳥、ちょっと大きすぎない？」

「……言われてみれば──……」

　彼女が、そうやって目を凝こらした時だった。

　見る間に距離を詰めてきたそれは、暗い灰色の肌と鉤爪かぎづめ、嘴くちばし、翼を持った──……。

「悪魔デーモン！」

　仲間の野伏レンジャーの声に反応できたのはともかくも、主導権イニシアチブを握るのが遅れた。

　彼女は致命的なまでに遅く、そして悪魔──石の悪魔は致命的なほどに速かった。宿命でも偶然でもなく、無慈悲なまでの能力の差が彼女を襲ったのだ。

「あッ!?」と思った時には、既に足が地面から浮いていた。

　じたばたと足を振っても意味がなく、彼女は一気に空中へと引きずりあげられる。地上が、馬車が、仲間が、見る間に遠ざかっていく。

「う、あ……痛ッ……ひぃっ!?」

　必死に抵抗しようと錫杖で悪魔を叩たたいた途端、ぐいと鉤爪が肩に食い込み揺さぶられた。

　下を見た彼女は、あまりの高さに引きつった声をあげる。下半身が湿るのがわかった。

「ひぎゅッ!?　ぃ、ぎぃっ!?」

　災難はそればかりではない。太ももに焼け火箸を充あてがわれたかと思うような激痛。

　野伏レンジャーが何とかしようと弩を撃ったのだろう。そしてこの悪魔が彼女を盾にしたのだ。涙で滲にじむ視界で下を見れば、魔術師が何やら唱えているのも目に入った。

　やめてやめてやめてやめて。彼女は必死に錫杖を動かし、いやいやと首を横に振る。

　──違う、これは悪魔じゃない。悪魔じゃあ──……。

「あぁあぁあぁッ!?」

　迸ほとばし る雷電を悪魔が回避した事で、彼女は大きく振り回された。太ももに突き立った矢が、さらに肉を抉えぐる。彼女は悲鳴を上げて体を震わせた。

　それが、いけなかった。

　ズッと両肩の爪が肉と皮を切り裂き、血に滑すべったのだ。

「ひっ」

　喉のどから声が漏もれる。浮遊感。

　風。風。風。風。

　痛い怖い怖い助けて、知識神さま、神さま、神さま……ッ！

　残念な事に、彼女のそれは願いではあれども、祈りではなかった。故に神々へは届かない。

　彼女にとって幸運だったのは、一切いっさいの痛みを感じなかった点だろう。不運だったのは、地面に叩きつけられる瞬間まで意識を手放せなかった点だ。

　痙攀けいれんするばかりの潰つぶれた肉塊と成り果てた今、彼女にはもはや関係のない事だったが。
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「で、どうするんだよ」

　ひゅるりと風が吹き抜ける荒野こうやに、荒っぽい男の声が響いた。

　槍やりを肩に担かついで鎧よろい具足ぐそくを纏まとった佇たたずまいは、まさしく猛々たけだけしい美丈夫びじょうふといえよう。

　槍使いの目前には、真昼の日差しを浴びてキラキラと輝く純白の塔が聳そびえ立っていた。

　外壁はつるりと光沢のある白石だが、緊目つなぎめ一つなく天まで連なっている所、象牙ぞうげか何かか。しかしこれほど巨大な象がいない事を思えば、およそ魔術の産物であるのは疑いようもない。

「ざっと見て取って、六十階はあるんじゃねえか？」

「真正面から突っ込んでくのは、ちょっと手間だな」

　応こたえたのは、これもまた槍使いに勝るとも劣らぬ益荒男ますらおである。筋骨きんこつ隆りゅうとした体躯たいくに鎧、背には身の丈たけほどもあろうかというだんびら。

　辺境の街に名高い重戦士は、掌てのひら を透かして天を振り仰あおぎ、目を細めて塔の頂上を見やる。

「十中八九この手の塔をこさえるのは、中に怪物と罠わなを揃そろえた性格の悪い奴やつに決まってる」

　彼の足元にはずたずたに切り裂かれた上、高所から放り捨てられたと思わしき躯むくろがある。

　首に下がっていた認識票は既に回収してある。名前、性別、等級、職業。若い娘だったようだが、死んでから落ちたか、落ちて死んだかもわからない有様ありさま。広野に晒さらされていたせいで、野犬だの野鶴のがらすだのに散々喰くわれ、啄ついばまれてしまっている。

　他にも点々と赤黒い染しみが塔の周りにあるのを見れば、さて何人が 屍しかばね を晒しているのやら。

「偏屈な魔術の達人が隠遁いんとんするのに建てたとしても、これではもう駄目だろうさ」

　重戦士は死体をブーツで小突く。塔の主あるじは祈りを忘れてノンプレイヤーいる。

　となれば、怪物相手の押し込み強盗ハック・アンド・スラッシュが冒険者の生業なりわいだ。

「まともに相手をする必要はあるまい」最後の一人が、低い声で淡々と言った。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜てつかぶと、腕には小振りな円盾、腰に中途ちゅうと半端はんぱな長剣を佩はいた男。

　彼は腰に吊つるした雑嚢ざつのうに手を突っ込んで、装備をまさぐっている。

「壁を登ろう」

「おいおい、ロープでも引っ掛けてか？　途中で鈎かぎを外はずされて落っこちるのがオチだぜ」

「楔くさびを両手に握って、打ち込んで体を引き上げる」

　呆あきれた様子で肩を竦すくめた槍使いは、ゴブリンスレイヤーが取り出した楔を見て目を剥むいた。

「登攀とうはんの経験はあるか？」

「山登り程度ならある。崖もな」

　重戦士が腕組みをしながら唸うなる。塔に指を透かして高さを測り、舌打ちを一つ。

「途中で敵に襲われた時の戦闘が問題だ。デーモンでなくとも、ガーゴイルが怖い」

「ガーゴイル」

「石の像だ」重戦士はおおよその大きさを手で示した。「羽が生はえて、動いて、空を飛ぶ」

「む」とゴブリンスレイヤーは一声呻うめいた。「そういう手合もいるのか」

「ああ。俺おれとしても打撃武器が欲しいところだが……。魔法使いがいれば楽なんだよな」

「やる気になってんじゃねえよ、オイ」

　大おお真面目まじめに作戦を練り始めた重戦士へ、槍使いが信じられないものを見るように言った。

「なら真正面から突っ込んで斬った張った、罠の感知に解除、探索か？　俺はゴメンだぜ」

　重戦士は深々と息を吐はいて、背中の大剣の位置をずらした。肩甲骨の間へ。

「今の俺たちには、魔術師も僧侶も盗賊もいないんだからな」

　そう言われると、槍使いとても黙りこむしかなかった。
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　世に冒険の舞台が絶えた試しはない。

　四方世界に神代の戦跡遺跡は数多く、辺境とあれば尚なお多い。秩序にせよ混沌こんとんにせよ国が栄えては乱世が訪れて滅び、また国が興る事を繰り返してきた。

　それ故、別に新しい遺跡が一つ二つ見つかった程度、大して騒がれることもない。だが、昨日まで何もない場所に遺跡が生まれたのであれば話は違う。

　荒野に聳え立つ象牙の塔を最初に見つけたのは、通りすがりの隊商であったという。往路ではそこにあったはずの森が消え、変わって白い尖塔せんとうが一行を見下ろしている。商人たちの驚きは察するに余りあるが、彼らに呆然ぼうぜんとする暇はなかった。

　頭上から蝙蝠こうもりの如ごとき羽を持つ大型の怪異が襲いかかってきたのだから。

　悪魔デーモン！　忌むべき混沌の眷族けんぞく！　祈　ら　ぬ　者ノンプレイヤーキャラクター！

　這々ほうほうの体ていで逃げ延びた商人たちの報告は、冒険者ギルドを通して王の元まで届いた。軍を送り込んで殲滅せんめつすれば一件落着──といけば良いが、ことはそう簡単ではない。

　そも軍を動かすには人手と金がかかる。この場合の人とは民であり、金とは税だ。来年の税が増ますやもしれぬ。兵役を課せられている身内親族友人知人が死ぬやもしれぬ。民にとってはたまったものではない。不満も溜たまるというものだ。

　それに火山に棲すまう竜の監視やら、未いまだ周囲を脅かす魔神王の残党など諸々の問題もある。軍を動かすということは、他が手薄になるという事でもある。

　此度こたびの一件が、囮おとりや陽動であればなんとする？　悪魔が集まっているとはいえ、ただ荒野に塔が聳えただけのこと。偏屈な魔術師が建てたのやも知れぬ。世界や国家存亡の危機とは、まだ言えぬ。

　軍を動かす道理がない。

　では何のための軍かといえば、混沌の勢力の侵攻に備えたものだ。先の戦い、新たな白金はくきん等級の勇者と魔神王の決戦では、戦列を揃えて合戦を繰り広げた。消耗は激しい。大勢が死に、大勢が傷ついた。こうなってはすぐに次の戦い、次の合戦というわけにもいかぬ。

　何より、遺跡だ洞窟だに大軍を投じれば全滅するのは必定。軍隊とは野外で敵軍と戦うためのものであって、馬も入れぬ閉所のためのものではない。遺跡や洞窟に怪物がいる。怪物が開拓村を脅かしている。その全すべてに軍を送り込むなど、どうしてそんな事ができようか。

　良き王侯貴族なればこそ、そう簡単に我が軍を動かそうなどとは言えぬものだ。

「だが、看過して良いものではあるまい」

　久方ぶりに友人の元を訪れた若き王は、深々と息を吐いた。

　柔らかな木漏こもれ日差し込むそこは、穏やかで清涼な静けさに満ち満ちていた。芝生しばふは丁寧に整えられ、花の薫かおりも芳かぐわしい。木々の合間に並ぶ白柱は大樹のよう。どこからともなく流れるせせらぎの音が、張り詰めていた神経に心地が良い。

「どうすれば良いと思うね」

「あら」

　神殿の最奥に息づく庭園。その主たる聖女は、艶つややかな微笑を浮かべ、小首を傾かしげた。美しい金髪が蜂蜜のように流れて、彼女の豊かな胸の上を零こぼれ落ちる。

「ゴブリンの時はお見限りになられたのに、随分と都合の宜よろしいこと……」

「個人にとっては悲劇としても、全体から見れば瑣末さまつなことは、わかっていよう」

　王は短くそう言って、言葉を払いのけるように手を振った。

　用意された椅子いすに腰をおろす仕草しぐさは、荒っぽいにもかかわらず典雅であった。王気というものだろうか。気品と言っても良い。生来、それを身につけた者の動きだ。

「それに冒険者ならば、ゴブリンを倒せぬ道理のあるものか」

「……そうですわね」

　それは純然たる事実であった。

　ゴブリンは危険であり、敗北すれば待ち受けている運命は悲惨の一言。しかしてゴブリンはやはり最弱の怪物で、負ければ無残なのはゴブリンに限るまい。

　竜に噛かみ砕かれようが、スライムに溶かされようが、ゴーレムに踏み潰されようが……。最後に待ち受けるのは、ゴブリンに 弄もてあそ ばれた時と同様、等しく同じ死だ。

　体力にせよ技量にせよ幸運にせよ、小鬼を倒せぬものに先は望めまい。

「陛下はお優しいから……」

　薄く開いた女の唇から、戯ざれ歌が零れ落ちる。




なんとお優しき領主様

民草からは税金取らず

暴れる川から水まで与え

市政へ遍あまねく手助けし

役人たちを寝台につかせ

飢えたる人へと食事を恵み

兵隊さんには忍耐授さずけ

小鬼の巣穴へ勇者を差し向け

都みやこをトロルの馳走ちそうに変えた





　善良な貴族とやらを嘲あざけった歌に王が顔をしかめ、女がくすくすと童女のようにさえずった。

「こういう時こそ冒険者の出番ではなくて、陛下？」

「やはりそうなるか……」

　王は眉間みけんに手を当て、そこを揉もみ解ほぐすようにしながら頷うなずいた。そうなるだろうと思っていた。

　軍隊では怪物退治に手が回らぬ。故にこそ無頼ぶらいの輩やからに身分を与え、報酬を与え、冒険者として送り込む。

　そうして世の中は回ってきた。今回もまたそのようにすれば良いだけのこと。

　怪物退治屋こそが冒険者ではないが──……。

「隊商は悪魔と言っているが、実際はどうかわかったものでないのだ」

　処置なしといった風に王は首を横に振り、深々と椅子へ体重をかけた。玉座ではこうもいくまい。

　彼は目を閉じ、肺いっぱいに庭園の爽さわやかな空気を吸い込んだ。

「商人に悪魔とガーゴイルの判別がつくとも思えぬ」

「では、悪い魔法使いの塔ね」

　くすくすと神殿の主である女は笑い声を転がし、「まあ、怖い」と他人事ひとごとのように呟つぶやく。王は首だけを起こしてじろりと彼女を半眼で睨にらみ、しかしそれ以上は言い返さなかった。

　小鬼に関する案件を後回しにしたことを、こうしてちくりちくりと彼女は突くのだ。

　自分の施政に対する不平不満は甘んじて受け入れるのが王器というものだろう。

　無能と呼ばば呼べ、だ。



「ゴブリンよりはよほど危険だ。しかし、魔神どもとは比べるべくもない」

「そうですわね」

「南方では、どこぞの死人占い師ネクロマンサーが古墳を暴あばいたようでな」

　王はだらしないとさえ言えそうなほど、深々と背もたれに身を預けた。ぎしりと椅子が軋きしむ。

「亡者の軍勢よ。とてもとても、小鬼や塔一つになぞかかずらっている余裕はない」

「ふふ、お疲れのご様子」と言いながら、女は太ももをこれみよがしに裾すそから垣間見せる。

「立場とは難儀なものだ」と王は呟いた。「友人と会うにも、名目が必要となる」

「立場とは、そういうもの」と彼女は囁ささやく。「見えるもの、見えないものも、変わりますわ」

「昔のように、剣を執って仲間と共に挑めば良い、とは言えなくなってしまった」

　溜息ためいきを吐ついた王は、しみじみと過去の記憶を噛みしめるように呟いた。

「迷宮に挑む一人の君主ロードであった時の方が、よほど楽だったように思う」

「あら、追　剥 ブッシュワッカーにこてんぱんにされて逃げていた方が、ご立派になって」

「粘液スライムにばかり襲われて酷ひどい目を見ていた一党パーティもなかったかな？」

　揶揄やゆするような言葉には、そっくりそのままの皮肉が返る。剣の乙女は、そっと息を吐いた。

「わたくしも、時々この立場を放り出して、一人の娘に戻りたくなりますもの」

「至高神の大司教ともあろう御仁でも、そうか」

「ええ」と盲目の聖女は薄い薔薇ばら色に頬を染め、唇を艶なまめかしく緩ゆるめた。鼓動を抑えるように豊満な胸元むなもとへ手を当てて、彼女は愛を囁くように蕩とろけた声を漏らす。

「最近は、とても」

「お互いなかなか、思うようにはいかぬものだ」

　故にこそ面白おもしろい。そう呟き、王は堂々たる動作で椅子から立ち上がった。

「では、そろそろ失礼させて頂こう。一応、これでも幾人か戦司祭を借りに来ただけなのだ」

「はい、陛下。お話しできて嬉うれしゅうございましたわ」

「どうだかな」

　王は親しみのこもった辛辣しんらつさで、軽かろやかに笑った。

「私よりも他の誰だれかを想っていそうな口ぶりだったぞ？」
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「いや、無理だな」

　国王署名入りの依頼案件に対して、重戦士はきっぱりと首を横に振った。

「難しいですか……」

「というか、今うちのが体調崩しやがったもんでな。そうでなきゃ受けてたよ」

　カウンターで渋い顔をする重戦士に、受付嬢もまた「困りましたね」と眉まゆをひそめた。彼女が手にしているのは「悪魔の塔」と暫定的に名づけられた遺跡の探索依頼である。

　突如として出現した遺跡、迷宮の類たぐいは、ここ最近、そう珍しくもなくなってきていた。先だっての魔神王討伐からこちら、各地で同様に残党が暗躍しているのだ。軍が損害から立ち直るまでの間にと、邪悪な魔術師やらが人目を憚はばからなくなっても来ている。

　受付嬢──ひいてはギルドとしては、依頼の丸投げに思う所がないと言えば嘘うそになるが……。

　一件ごとに金貨数十枚が報酬としても、それが百件二百件もあるのだ。国庫とて有限でない事を思えば、これ以上の贅沢ぜいたくは言えまい。

「相手は悪魔デーモンだろ？」

　内心で溜息を吐く彼女の形の良い胸の内を知ってか知らずか、重剣士が依頼書を検あらためる。無骨な籠手に包まれた指先が、紙の上に躍おどる文字をゆっくりとなぞり、ぴしゃりと叩いた。

「せめて呪文使いスペルキャスターと斥候の類がいないとな。……それも銀等級の」

「三人ですか……」

「最低人数だ。できれば魔術師と神官職、前衛に俺を含めて三人で、六人は欲しいが……」

　むむむ。受付嬢は真剣な表情で考えこみ、ぱらぱらと手元の書類を意味もなくめくった。

　冒険記録用紙アドベンチャーシート。

　冒険者それぞれが潜くぐり抜けてきた数々の冒険、それによって成長した能力が記されている。ある意味、この書類束たばこそが冒険者の生命そのものと言っても過言ではあるまい。この中には駆け出しでよければ、魔術師も神官も斥候も戦士も、それこそ五万といる。しかし上級者にまで成長したものとなると、これがまたガクッと数が減ってしまう。

　中堅どころのベテランが一番少ないのも問題だが……。

　──そうそう都合の良い人はいないんですよね。

　ざわざわとギルドを賑やかす冒険者たちを、受付嬢はちらりと一瞥いちべつした。

　もちろん実力が高いのが前提だが、その上で人格に問題ない人物である必要があった。なにせ今回の依頼は、国王が依頼人である。力自慢をしたい手合はお呼びでない。多少利己的でも良いし、野心があっても良いが、本筋を見誤らない人物でなければ……。

「その上で呪文と戦闘が両立できる人がいれば、なんて──……？」

「ここにいますよぉーッ!!」

　夢みたいですよね、と。思案のさなか漏れた独り言に、元気よく反応する者がいた。

　槍を掲げて意気いき揚々ようよう、これぞ我が本懐ほんかいなりと真まっ直すぐカウンターに飛びついてきた彼。

　その姿を認めた受付嬢は「ああ」と顔に微笑を貼はり付けた。

「そういえば、呪文も習っていらっしゃるのでしたか」

「ありとあらゆる状況に対応してこその冒険者ですからね！」

　自信満々といった風に力強く頷く槍使いは、まるで気づいていないらしい。一方の重戦士が「あちゃあ」と自分の額ひたいを叩く辺り、わかりやすい対応だと思うのだが。

　ともあれ、槍使いは魔女と組んで行動していることを、受付嬢が知らないわけもない。

「ええと、そちらの一党パーティは宜しいんでしょうか？」

「ああ、大丈夫ですよ。なんせ冒険デートの後ですから。少し休ませようかと」

　──……良いんでしょうか？

　受付嬢がちらりと彼の肩越しに背後を見ると、そこには魔女の姿がある。彼女はとらえどころのない微笑を浮かべたまま、長椅子に座ってくつろいでいる。

　と、ひらりと片手がこちらに向けて振られた。

「勝手にやって」という事だろうか。

　──そういう態度が一番困るんですよね。

　片手の指先で三つ編みの先を弄いじりながら、受付嬢は僅わずかに嘆息した。彼女からしてみればこちらは恋敵こいがたきなのだけれど──……仕事に関しては別、ということか？

　──ううん、公私混同はいけませんね、私。

「では、とりあえず二人……で宜しいですか？」

「ああ、俺は構わんよ。こいつなら信頼は……信用はできるからな」

　微妙に言葉を濁しながら重戦士は頷き、「けどまだ足りねえぞ」とぼやく。

　槍使いが「俺にも見せろよ」と依頼書を重戦士からひったくりつつ、小首を傾げた。

「どこが足らないんだ？」

「せめて斥候が欲しい」

「腕っこきの斥候は少ねーぞ。お前さんとこのガキはどうした？」

「悪魔デーモン相手に一人で引っ張りだす気はねえよ」

　重戦士は苦々しげにそう言って、「責任が取れん」と槍使いをじろりと睨んだ。

「戒律が善とは言わないけど、せめて中立が欲しいとこだ」

　この戒律、善や悪とは文字通りの意味ではなく、利他的か利己的か、好戦的か否かである。どうしたって斥候や盗賊の類は利己的かつ積極的な傾向が強い。いざというとき性格の不一致から揉める可能性を省きたいなら、考慮の余地がある要素だ。

「つまり必要なのは──……」

　斥候であり、前衛でもある。実力が問題なく、人格も良好。公私混同はしない性質。戒律は善ないし中立。

　そしてこういう依頼を引き受けてくれそうな──……。

「うん、一人いますね！」

　ぽん、と受付嬢が手を打って席を立つと、槍使いが訝しげな顔で見上げてくる。一瞬その視線が胸元を走ったことには受付嬢も気づくが、今はとにかく気にしない。

「あれ、そんな奴いましたっけ？」

「腕っこきなのは保証しますよ？」

　にこりと微笑ほほえんで片目を瞑つむるサービスまでしてあげてから、彼女は颯爽さっそうと歩き出した。書類を胸元にぎゅっと抱え、カツカツと靴音を立てて格好良く。

　目指す先はギルド待合室片隅の長椅子。彼の定位置だ。近づいてくる自分の姿に気づいて、鉄兜を向けてくれただけでも僅かに嬉しい。

　そして彼は低い声で淡々と言った。

「……ゴブリンか？」
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「しっかし、まさかお前さんが引き受けてくれるとは思わなかったぞ」

「ゴブリン退治の仕事がなかったからな」

　かくて塔の前に集った三人の冒険者。重戦士を頭目に、槍使いとゴブリンスレイヤー。

　只人ヒューム戦士男、只人戦士男、只人戦士男という、見るものが見れば苦笑せざるをえない一党パーティ。止やむに止まれずこのような一党パーティが組まれるのは、往々にしてよくある事ではあったけれど。

「それに、金が必要だった」

「大方ゴブリン退治用だろ？」

　笑う槍使いに、ゴブリンスレイヤーは「いや」と首を横に振る。

「そうではないが、急ぐ」

「額面次第なら貸しても良いぞ」

　重戦士が目の前にそびえる塔の様子を油断なく探りながら言った。

「お前なら死にそうにないからな」

「ありがたいが、遠慮しておく」

「ま、それなら良い」

　重戦士に頷きを一つ返すと、ゴブリンスレイヤーは雑嚢の中に手を突っ込んだ。ごそごそと雑嚢からまず、楔の束と小さな金槌かなづちを引っ張りだす。

「それに、既に借りがある」

「なぁにが借りだ」

　苛立いらだたしげに舌打ちをした槍使いが、思い切り顔をしかめた。

「俺たちゃ冒険者だっつーのな。依頼をこなした程度で、借りと思われたくないね！」

「そうか」

「第一、お前あの時にホントに一杯しか奢おごらなかったじゃねえか。まだまだ貸しはあるぞ！」

「さっきと言っている事が違うぞ」

　呆れ顔で呟く重戦士の言葉を、二人は聞いているのか聞いていないのか。ゴブリンスレイヤーは、続けて取り出した一巻きのロープの輪を自分の肩に引っ掛けた。

「あれは一杯奢るという約束だったろう」

「んな……ッ!?」

　しれっとゴブリンスレイヤーに言い返され、槍使いが絶句する。二人のやり取りに、重戦士は笑いを必死で噛み殺す必要があった。

　槍使いはバツが悪そうに「ちぇっ、ちぇっ」と舌打ちをしながら、外壁をゴツゴツと叩く。

「……そ、それにしても、この壁は硬そうだな。楔が通るのか？」

　誤魔化ごまかしにかかっているのだが、他二人もそれに突っ込もうとはしない。

　確かに一晩二晩で出来た塔だ。およそ尋常な建材でないことは明白である。

「どれ、ちょっと貸してみろ」

「ああ」

　ぬっと突き出された手に、ゴブリンスレイヤーが楔と金槌を渡した。受け取った重戦士は楔を宛あてがうと金槌でガツガツと叩き、一声唸った。

「なるほど。こりゃあ硬い」

　つるりと光沢のある塔の外壁には、見る限り傷一つない。そして重戦士は、徐おもむろ に自分の両腕から革の籠手と腕輪を外しにかかった。装備を背嚢に押し込み、かわって赤い液体が満たされた薬瓶くすりびんを引っ張りだす。栓を抜いて一息に呷あおるこれは、筋力上昇の水薬ストレングス・ポーションだろう。

　飲み干した瓶を仕舞いこみ、次に重戦士は片手剣、そして紅玉が輝く指輪を取り出した。

「へえ、身 体 強 化フィジカルエンチャントの指輪か」

　槍使いが興味深く声をあげる。

　重戦士が魔剣を手にしていることには驚きもしない。魔法の武器は希少だが、銀等級なら一つくらい持っていて当たり前の話だ。

「普段は剣術熟達の腕輪に、魔法の革籠手があるから、あんまり出番がなくてな」

　重戦士は片手剣を腰帯に留めると、指輪をはめた手で楔を握りしめた。そしてそれを「ふん」と打ち込めば、今度は容易たやすく外壁に楔が突き立ったではないか。

「見ろよ、ゴブリンスレイヤー。こいつが一流の冒険者の装備って奴だぜ」

　なんでお前が自慢してるんだ。物言いたげな重戦士を無視し、槍使いが鼻高々に言う。

「お前も魔剣の一本くらい持ち歩いたらどうだ。格好つかねえだろ？」

「魔剣を持つ気はないが、指輪の類なら持っている」

「へえ？」

「水中呼吸だ」ゴブリンスレイヤーは短く言った。「小鬼どもに奪われても、痛手にならん」

「何に使うんだ、っつか……奪われるの前提かよ」

　槍使いが眉間を押さえ、「当然だ」と鉄兜が縦に揺れる。

「あれはゴブリンどもの指には嵌はまらんからな」

「そいつに何言っても無駄だって事くらい、学べよな」

　笑いを噛み殺した重戦士が、楔を掴つかんでぐいと体を引き上げた。

「ああ、水薬は経費ってことで良いだろう？　差っ引いて三等分だ」

　そして片腕だけで姿勢を保たもったまま新たな楔を打ち込み、重戦士は登り続ける。

　ひょいひょいとは行かないまでも、その身のこなしはなかなかのものだ。なにせ鎧にだんびらを背負っての登攀である。生半なまなかな筋力ではこうはいくまい。

「問題ない」

「あいよ」

　ゴブリンスレイヤーは即答し、槍使いも特に反論なく同意する。

　報酬の分配で揉めるのは酒場の中だけで十分だという事くらい、一端いっぱしの冒険者なら常識だ。それに使わず抱え込んだまま死んでしまうのでは、どんな貴重な道具も意味がない。

　重戦士に続いてゴブリンスレイヤーが楔を掴むと、背後で槍使いが露骨に舌を打った。

「ちぇっ、俺がドンジリかよ」

　はたと動きを止めたゴブリンスレイヤーが、楔に手をかけたまま振り返る。

「先に登るか？」

「盾タンク一番、斥候スカウト二番。おら、つっかえてんだから登れ登れ」

「そうか」

　ぐいと体を掴んで引き上げ、次の楔を掴み、前の楔へ足をかけ、一段ずつ登る。後はそれをひたすら繰り返すだけだ。上を見ず、下も見ない。左右に警戒を払うのみ。目の前のことをただ黙々とやり続ければ、いつかは頂上へ届くものだ。

　それぞれが相応に経験を積んだ冒険者であるし、手がかり足がかりもある。登るにつれて強まる風さえ気をつけていれば、外壁登攀自体は造作もない。

　問題は、障害となるのが風だけではないこと。斥候として左右に気を配り続けていたゴブリンスレイヤーが、「おい」と声をあげた。

「西だ」とゴブリンスレイヤーは言った。「数は三。翼がある。ゴブリンではない」

「おいでなすったか……肌の色は？」

「灰色だ」

「やっぱりな」と返事を聞き、重戦士が頷いた。「そりゃガーゴイルに違いない」

「ガーゴイル」ほう、とゴブリンスレイヤーが声を漏らす。「あれがか」

「石の悪魔ストーン・デーモンかもしれないが、十中八九な」

　暖炉だんろの隅にうずくまる暗い灰の如き色をした、翼を持つ悪魔デーモン。一見してそう思えてしまうような石造りの怪物が樋嘴ガーゴイルである。元は神聖なる領域を守る存在であったガーゴイルも、今や祈らぬ者ノンプレイヤー。勇ましくも禍々まがまがしい姿が災いしたのか、長い年月の果て、混沌に取り込まれてしまった。

　元が石像であれば羽ばたき程度で飛べるとも思えぬが、ガーゴイルは空を飛ぶ。にもかかわらず石の体と腕を持つのだから、なかなか手強てごわい相手だといえよう。

「ホントに見たことないのか？　遺跡とかにはたまにいるだろ」

「幾度か」ゴブリンスレイヤーはゆっくり首を左右に振る。「あれがそうとは知らなかった」

「なぁに、どうせすぐ死ぬさ」

　鮫さめのように獰猛どうもうな笑みを浮かべた槍使いの視界にも、怪物の姿が文字通り飛び込んでくる。

　塔の上からぐるりと螺旋らせんを描くようにして羽ばたいている辺り、本来は物見役なのだろう。よもや外壁を登ってくるとは思っていなかったか、大慌てで降下しつつある。

　接敵までそう間はないが、冒険者たちはさして怯おびえた様子もなく、不敵な態度を崩さない。

「ガーゴイルが陽ひの光に弱いってなぁデマだな」

　槍使いが楔にかけた足を動かして、姿勢を調整しながら睨みつける。

「掴みかかられたら組み打ちに持ち込むか」

　ゴブリンスレイヤーが盾を括くくった左手で体を保持しつつ、剣を逆手に引き抜いた。

「あちらを下敷きにすれば、落ちたとしても死ぬ事はない。戦線離脱は避けられないが」

「〈制動〉の呪文をかけりゃ、な。それに一撃で斬れなかったらの話だろ？」

　重戦士が、ほのかに白い光を纏った片手剣を抜き放つ。魔力の輝きだ。そして柄頭つかがしらから垂れた飾り紐ひもを口に咥くわえ、ぐるりと手首に巻き付けた。

「俺なら片手でも十分やれるぜ？」

「白兵戦の前に魔術戦だっつーのな。ったく、この脳筋どもめ」

　そして槍使いが目を細め、片手で耳飾り──魔法の発動体に触れた。

　ちらりと足元を一瞥して彼の動作を確認したゴブリンスレイヤーが、首を左右に振った。

「俺は物を考えている」

「下に同じ」と重戦士。

「良いから黙れ！　集中できねーだろうが！」

「ＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧＬＥ!!」

　がらがらとうがいをするような濁った鳴き声とともに、悪鬼の似姿が飛び掛ってくる。しかして槍使いは慌てず騒がず、世界の 理ことわり を書き換える真に力ある言葉を口にした。

「〈ホラ時……セメル一時……シレント停滞〉!!」

　途端、風が止まった。

　大気の流れが留まり、遠方からの音は途絶え、滞り、動かなくなった。槍使いの言葉は世界に満ち、事の道理を捻ねじ曲げ、遅滞させていく。

〈停滞スロウ〉の呪文であった。

「ＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧ!?　ＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧ!!」

「ＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧＬＥＧＡＲ!!」

　羽ばたいてもその翼が力を生むことはなく、ガーゴイルが空に留まることは許されない。

　重力の手に囚とらわれた三体の怪物どもは数秒かけて数十階を落下し、微塵みじんに砕けて塵ちりへ還かえる。残骸へと成り果てた以上、もはや二度と生ける石像が動き出すことはあるまい。

「なんでぇ、全滅かよ。根性ねえな」

「やはりこの高さから落ちれば大体は死ぬか」

　重戦士がつまらなさそうに唇を尖とがらせ、ゴブリンスレイヤーが鞘さやに剣を叩き込む。

　さっさと楔を掴んで登攀を再開した二人へ、槍使いがあからさまに不満を顔に滲ませた。

「お前ら、俺の呪文をちっとは褒めやがれ」

「良い手だった」

　返って来たのはゴブリンスレイヤ1の素っ気ない言葉。

「いずれ使おう」

「ゴブリン相手にかよ」

「それ以外にあるまい」

　さらに続く追い打ちに、槍使いは心底げんなりとした調子で首を左右に振った。

　ゴブリンを空高く持ち上げた上で叩き落とす。およそまともな冒険者のする事ではない。ましてやそれが自分の発案だとなれば──勘弁してくれ、の一言である。

「それより、残りの呪文は何回だ」と重戦士の言葉に、槍使いは我に返った。遅れてなるものかと楔を掴んで体を持ち上げながら、上へ向けて叫び返す。

「あと一回だ」と認めるのは癪しゃくだったが、事実は事実だ。「本職じゃねえからな」

「よし、次また登攀中に襲撃されたら一度降りて、一晩休息。正面突破に切り替える」

　重戦士の判断は素早く、かつ的確だった。

　呪文を全て使い切って敵陣に挑むか、回復させてから敵陣に挑むか。どう考えたところで後者の方が生存率は高い。

　それを理解した上で、槍使いはにやにやと口元を緩めた。

「天辺の直前でも？」

「直前なら別だな」

　槍使いが軽口を叩き、重戦士が牙を剥いて笑った。

「お前が頭目リーダーだ」ゴブリンスレイヤーは静かに頷く。「指示には従う」

「よし、なら行くぞ」

　重戦士が楔を寄越よこせと手を下げ、ゴブリンスレイヤーは雑嚢から取り出した束を手渡す。便利な道具だからと数を持ち歩いていたおかげで、登頂に足りないということはなさそうだ。

「どうせ俺たちが来たのはバレてんだ。せいぜい派手に出迎えて貰もらおうぜ」

「ああ」

　短く応えたゴブリンスレイヤーは往く手を見上げた。

　重戦士の背中では、幅広のだんびらがガチャガチャと揺れている。ゴブリンスレイヤーはひどく大真面目に、深刻な声で言った。

「引っ掛けるな」

「うるせえよ」

　槍使いがゲラゲラと誰憚ることなく笑いだし、重戦士はむっつりとしたまま筋肉を酷使した。

　目的となる頂上までは、もう間もなくだ。
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　塔の頂上は、いかにもといった風情ふぜいの空間であった。

　円盆状に窪くぼんだそこは広間となっており、外周をぐるりと円柱が取り囲んでいる。屋根は丸みを帯びた天蓋てんがいで、ちょうど巨大な球体がすっぽり空間に入るような形だ。天井てんじょうには天体図が描かれているが、禍々しく異様な線は、既存のどの星座とも一致しない。床も柱も純白。柱の狭間はざまからは青空も望める。にもかかわらず、押し潰すような圧迫感。

　がしりと縁に手をかけ体を引き上げた重戦士は、星座を見上げて忌々いまいましげに鼻息を一つ。

「こりゃあ、間違いなく混沌の手勢だな。後腐れなくバッサリと行こうぜ」

　言いながら外部へ差し伸ばした手を、革の籠手こてが掴み取る。

　ぐいと重戦士に手伝ってもらって最上階へ登ったゴブリンスレイヤーが、周囲に目を向けた。

「思ったよりも楽に登れたな」

「そりゃあ、男三人だからだろう」重戦士が手から指輪を抜き取り、背嚢へと仕舞いこみながら言った。

　彼は手早く籠手と腕輪を取り出して装備し、背中のだんびらを握り締める。

「ガキどもにこんな登攀はやらせたくないもんだ」

「あ、それ同感」

　応えたのは目前に垂れた革籠手に遽 巡しゅんじゅんし、顔をしかめている槍使いである。

　槍使いの手を無骨で粗末な革の籠手が握りしめ、最後の一人も屋上へと体を持ち上げる。

「俺もアイツに登らせたくねえ、っていうか登れねえよな。ただでさえ重石おもし付きだし」

　下卑げびた物言いではあったが不思議と下品に聞こえないのは、彼の人柄によるものか。両手で何かを持ち上げる仕草を胸の前でする彼へ、重戦士が胡乱うろんげな目を向ける。

「わからなくもない」とゴブリンスレイヤーもまた、むっつりと頷いた。「後衛の体力を浪費させたくはない。あれは華奢きゃしゃだ」

「そこかよ」

　槍使いが深々と溜息を吐いた。

「もっと、こう、ないのか？　女の子の容姿は褒めるもんだろ。胸にしろ腰にしろ尻しりにしろ」

「褒めてどうする」

「好かれて、モテる！」

「そうか」

　それっきりゴブリンスレイヤーは彼の相手をせず、剣を引き抜いた。円盾を括る帯も検め、剣を持つ右の手首をぐるりと回す。

　重戦士がちらりと彼の方を見た。

「体力は消耗してないな？」

「問題ない」

「よし」

　重戦士は軽くゴブリンスレイヤーの肩を叩いた。

「お前はどうだ？」

「そんなにヤワじゃねえよ」

　槍使いが獰猛な笑みを浮かべ、軽く両手で槍を握って素振りする。

　頭目が仲間全員の事を把握していると示すのは、一党パーティの緊張を解す大事な行為だ。ましてや決戦前ともなれば尚の事。

　油断なくだんびらの切っ先を屋上の一点へ向けた重戦士は、唇を軽く舐なめて湿らせる。

「おっ始めるぞ」

　果たして、敵はそこにいた。

　屋上の中心、落ち窪んだ盆の底に、うずくまるような影が一つ。

　ず、と滑るように身を起こさんと蠢うごめく影へ、引き寄せられるように暗がりが集まっていく。やがて闇やみが徴臭かびくさい外套がいとうの形を為なすと、その者は蜃気楼しんきろうの如く揺らめきながら立ち上がった。

「おのれ。愚かなる定命の者モータルどもめ……！」

　それはギイギイと枯木が風に軋むが如き、およそ人から発せられるとは思えぬ声であった。

　痩せさらばえ、捻じくれ、沼地に佇む影のようなその姿。節くれ立った指先が、同じくらいに古びた杖つえを握りしめ、外套の下では鬼火が燃える。

　言い訳の仕様もないほどに悪の魔術師然としたその男は、忌むべき冒険者へ呪誼じゅそを吐く。

「我が思索を妨げるとは、なんと忌まわしき……!?」

　が、その言葉は最後まで語られる事なくあっさりと断ち切られた。

　剣である。

　中途半端な長さの、粗末な数打ちの剣。ひょうと空を貫いたその剣が、狙ねらい違たがわず魔術師の胸に突き刺さっていたのだ。

　一声「ガッ」と呻いた魔術師は、喉を掻かきむしるようにしながら崩れ落ちた。

「おいおい、最後まで喋しゃべらせてやれよ。これっきりなんだぜ？」

「まともに相手をする必要はない」

　ゴブリンスレイヤーであった。槍使いがニヤニヤと言う横で、平然と剣を投げ撃ったその男は鉄兜を左右に揺らす。

「それにどうやら、まともな相手でもないらしい」

　その通りであった。

　どうと斃たおれた魔術師、その胸に突き立った剣が見る間にボロボロと朽ちていく。瞬またたく間に赤錆あかさびに蝕むしばまれた残骸へ成り果てたそれを、骨ばった手がむんずと掴んで砕き折った。

「儀式は、既に、成っている！」

　錆さびた刃を引き抜きながら、咆哮ほうこうし立ち上がる魔術師。もはやこの人物が、祈りを持たぬ者ノンプレイヤーキャラクターなのは明白だ。

　重戦士がだんびらを構えたまま、ちらりと視線をゴブリンスレイヤーへ向けた。

「やっぱり胸に刺したのが悪かったんじゃないか？」

「ゴブリンの頭の高さだ」

　短剣を引き抜いて構えながら、ゴブリンスレイヤーが深く腰を落とした。じり、じり、と摺すり足で動くのに合わせ、魔術師の瞳ひとみで燃える鬼火がちりちり揺らめく。

「我はもはや、言葉持つ者の手により殺されることはない……！」

「だってよ」と槍使いは欠伸あくびでも噛み殺すように言った。「どうする？」

「殺されないとは言ってるが、死なないとは言ってないな」

　重戦士は初めて大 黒 蟲ジャイアントローチを仕留めた時の笑みを浮かべた。

　ゴブリンスレイヤーが、ゴブリンを前にしたのと同じ調子で頷く。

「ならば、やることは一つだ」

　一党パーティは頷き合うことさえせず、速やかに戦列を組んで臨戦態勢に入った。

　すかさず魔術師が声高く真なる言葉を喚わめき散らし、空間をぐにゃりと捻じ曲げる。二言三言の呪文に応じて顕現したのは、やはりと言うべきか、灰色の石魔だ。

　忌むべき星座のもとに羽ばたくガーゴイル、その数はさて、ざっと見ても十以上。忠実なる主人の背後に侍はべる彼らは、振り下ろされた杖に従い、一挙に冒険者へ飛び掛かった。

「無粋ぶすいな蛮 人バーバリアンめが……！　我が叡智えいちの前に屈するが良い！」

　しかしてこちらは一騎当千、戦士一筋で銀等級まで上り詰めた男である。努力と忍耐に裏付けされた重戦士の剣技が、生半なものであろうはずがない。

「『偉大なグレート』が抜けてるぞ……！」

　重戦士は唸るだんびらに物をいわせて怪物どもを迎え撃ち、正面左右の足止めにかかった。

「ＧＡＲＧＬＥＧＡＲＧＬＥＧＡ!!」

「ＧＡＲＧＬＥ!!　ＧＡＲＧＬＥＧＡ!!」

　そして迂闊うかつな石像が間合いに入るや、機会を掴んだ攻撃が彼らを破壊デストロイする。

　石くれを蹂躙じゅうりんして仁王立つ男には、己おのが肉体と剣さえあれば何も要らぬのだろう。たかだか物量何するものぞ。薙なぎ払う度たびに吹き散る粉塵が、軍旗の如く棚引いた。

「ならば蛮族らしい死を迎えるが良かろう！」

　杖を振りかざした魔術師が、ガーゴイルどもの背後に隠れたまま声を張り上げる。

「〈トニトルス雷電……オリエンス発生……〉！」

　真に力ある言葉に導かれ、高ぶる魔力が空間に渦巻うずまいていく。風など吹いていないにもかかわらず、嵐あらしのような圧力が冒険者たちへ襲いかかった。

「〈稲 妻ライトニング〉か！」

　その正体を見て取った槍使いが、油断なく機会を窺うかがいながら声をあげる。

「〈抗　魔カウンターマジック〉……いや効かねえな！　悪い、無理だわ！」

　しかしそれは相手が自分より上手うわての魔術師だと理解することでもあった。通じるかどうかわからぬ事に残り一度の術を浪費するなど、悪手極まりない。運試しだ。

「よし」と頷いた重戦士は、またぞろ一体のガーゴイルを屠ほふりながら指示を飛ばす。

「口をふさげ！」

「口をふさげ」

　重戦士の指示に言い返したゴブリンスレイヤーは短剣を手放し、既に雑嚢を探っていた。引き抜かれた手から白い卵が投擲とうてきされるまで一挙動。重戦士が外套の襟元えりもとを引き上げる。

　見事な放物線を描いた卵を、しかし魔術師は羽虫の如く手で叩き落とし、踏み躙にじる。

「小賢しい……！　　──……ッ!?」

　瞬間、ぱっと赤い霧が魔術師の足元から吹き上がった。砕けた殻に混じり、粉塵が立ち昇る。

　目に、鼻に、喉に、痺しびれるような激痛が走る。息も出来ず、声も出ない。呪文は当然。魔術師がたまらず顔を押さえ、声にならぬ悲鳴をあげて大きく仰のけ反ぞった。

　飛び散ったのは赤い粉末──唐辛子とその他もろもろを封じ込めた、催涙弾。いかに魔導を極めようが、目鼻と口がある限り逃れることは難しい。

「も、ら……ったぁッ!!」

　すかさず槍使いが放たれた矢の如くフロアを疾駆した。

　重戦士に釘付くぎづけにされたガーゴイルどもなど物の数ではない。脇を擦すり抜け一挙に魔術師へ迫りながら、槍使いは耳飾りに片手を触れさせた。

「〈アラーネア蜘蛛……ファキオ生成……リガートゥル束縛〉!!」

「!?」

　迸った〈粘　糸スパイダーウェブ〉が悶絶もんぜつする魔術師をいとも容易く絡からめ取る。その事に魔術師の鬼火がカッと燃えたその瞬間、繰り出された穂先が心臓を貫いていた。

　噴き出す血潮は青黒く、慌てて槍使いは糸に包まれた胴を蹴けって槍を抜き、飛び退のく。

　無論、先の言葉通り魔術師がそれで息絶える気配はない。口から青黒の血塊を吐いた魔術師は、尚も口を開いて呪文を紡つむがんとし……。

「黙ってろよ」

　ぐいと槍使いが穂先で絡め取った〈粘糸〉の末端を捩ねじ込んで、口枷くちかせにしてしまう。それでもまだ諦あきらめ悪く鬼火に殺意をたぎらせる魔術師に、槍使いは肩を竦めた。

「どうやら殺されねえってのはホントらしい」

「まあ、喋れない魔術師なんざ怖くねえが……」

　面倒だな。呟きながら重戦士はだんびらを叩き込み、とうとう最後の一体を粉砕した。後はこの塔のどこかにある魔術の力の源みなもとを探し、それを破壊すれば良いのだろう。

　が、恐らくはこの魔術師が生きている限り、罠も怪物も消え失せるという事はあるまい。

「ふむ……」

　重戦士が唸る横で、ゴブリンスレイヤーは油断なく魔術師に短剣を突き付けていた。そしてはたと気がついたように、鉄兜を緩く傾けた。

「落としてしまえば良いのでは？」

「……」

「……」

　重戦士と槍使いは顔を見合わせた。頷き合い、笑い合う。悪童そのものの笑みであった。

「それだ」

「それで行こう」

　口に枷をされもがもがと騒ぐ魔術師は塔の端まで引きずられ、どんと背中を蹴飛ばされる。言葉持たぬ重力の手に捕まった魔術師は、ほどなく他の冒険者同様の運命を辿たどった。

　つまり、あっけないほど簡単に死んだのだ。

「しかしなんだってこいつは塔なんか拵こしらえたんだ？」

　ぐしゃりと広がった青黒い染みを屋上の縁から見下ろして、槍使いが首を捻ひねった。

　だいたいこの手の輩は塔の天辺に陣取るか、地下迷宮の奥深くに居座るか、とはいえ。

「迷宮の最下層とかだったら、もうちょい倒すのも手間だったと思うんだけど」

「神から啓示ハンドアウトでもあったんじゃねえの？」

　重戦士が素っ気なくそう言って、だんびらを背中に担ぎ直した。それでも油断なく周囲を見張るのは、まだまだ残敵や罠の危険が薄れていないからだろう。

「おら、とっとと宝を探すぞ。親玉ボスが死んだんだ。早くしないと、塔が消えかねん」

「っと、そうだった、そうだった！　冒険つったら財宝の類がなくっちゃな！」

　喜び勇んで駆け出す槍使いを、重戦士は止めようとも思わない。態度と行動は別。油断しないことと緊張していない事も別。

「あいつはあの辺り、上手うまいな」

「ああ」

　錆びて砕かれた剣を拾い上げ、舌打ちをして柄を放り捨てたゴブリンスレイヤーが頷いた。

「見習うべき所は多々ある」

「本気か冗談かわからんぞ」

　重戦士は笑うべきかどうか迷いながら、ゴブリンスレイヤーともども探索に乗り出した。目当ては財宝、宝箱、長持ながもち、とにかくその類──冒険者にとって、何よりの喜びだ。

　程なく見つけ出されたのは、屋上の隅に安置されていた赤樫あかがし製の長持が一つ。

「本職ではない。期待はするな」

　言いおいて、ゴブリンスレイヤーは長持の前に片膝かたひざを突いてしゃがみこんだ。

　雑嚢を引っ掻き回して取り出したのは、いくつかの専用道具だ。

　まず薄い刃物の如く研がれたヤスリを隙間すきまに差し入れ、蓋ふたと箱の間を一周。紐仕掛けワイヤーがないことを確かめると、鍵穴かぎあなに手鏡を宛がって内部確認。そこまでしてようやく針金の出番。

　ゴブリンスレイヤーは開錠に取り掛かった。

「そういえば、今日はおいゴブリンスレイヤー。一体も仕留められなかったじゃねえか」

　ひょいとその肩越しからゴブリンスレイヤーの作業を覗のぞき込んだ槍使いがにんまりと笑う。

「って事は……」

「なんだ」

「俺の勝ちな！」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは否定するでもなくその事実を認め、頷いた。

「そうだな」

　槍使いは「っしゃああ!!」などと拳こぶしを握って快哉を上げ、重戦士は処置なしと天を仰ぐ。

「ゴブリンではなかったからな」

　大喜びしている槍使いが聞き逃した呟きを、重戦士の耳はしっかり捉とらえていたのだ。

　やがてがちゃりと音を立てて錠前が開き、ゴブリンスレイヤーは息を吐く。

「今更だが、戻ったら騒がれそうだ」

「うん？　……ああ、エルフの嬢ちゃんか」

　重戦士は小鬼殺しの一党パーティにいる、跳ねっ返りでじゃじゃ馬の森人エルフを思い浮かべた。

　──なるほど、これは確かに抜け駆けか。

「むしろ俺の方が怒られそうだがな。諦めろ。騒がれながら財宝分配して酒盛りは、伝統だ」

「……確か、手に入れた財宝は経費を除いて三等分だったな」

「ああ。そのつもりだ」

「財宝か」ゴブリンスレイヤーは、いつものように淡々とした声で言った。「悪くはない」

　重戦士は親しみのこもった手つきで彼の肩を叩いた。ゴブリンスレイヤーは黙ってそれを受け入れ、宝箱の蓋を軋ませながら持ち上げた。






　　　　第７章　『死人占い師ネクロマンサーさんが手番二回ぐらいで

　　　　　　　　　ずんばらりされた後のお話』







「とぁーっ!!」

　朝日と共に飛び起きた勇者は、宿屋の寝台の上でばんざーいと両手を振り上げた。

　窓の外は青空、元気ハツラツ、体力満タン、気力十分ってなもんである。

「よっし、今日も一日がんばるぞ！」

　すぱぁんと両手で頬ほおを叩たたいて気合を入れ、そのままの勢いでぽぽいと寝巻きを脱ぎ捨てる。

　あまりにも暖かくて気持ち良い日はベッドの中に戻りたくなるから、勢いが大事。なにしろこんな良い天気なのに寝過ごしてしまうのは、ちょっと贅沢ぜいたくな使い方すぎる。

　少年のような体つきだが、それでも娘らしい丸みを帯びた体に手早く衣服を着用。今日のこの後の事も考えて、ばっちり鎧よろいも身につけておく。最後に相棒の聖剣を背負えば準備完了。

　武器と防具は装備しなくちゃ意味がない。

「みんな、おっはようっ!!」

　そうしてバァンとドアをあけて廊下に飛び出し、吹き抜けから一階へひらり。

　酒場は幸いまだ早朝ということもあって、人が少ない。音もなく着地した彼女へ目を丸くするのは、早番の女給程度のもの。

　既に起き出して早めの朝食を食べていた仲間──剣豪は、驚くでもなく溜息ためいきを一つ。

「……一晩寝て起きれば完全回復って、子供ですかあなたは」

「えー？　こんなもんじゃないの？」

　きょとんと小首を傾かしげながら剣豪の対面に座った勇者は、ぶらぶらと足を振った。断りもなく中央の籠かごからパンを取り出し、たっぷりとバターを塗って頬張る。

　──うん、美味おいしい！

「あ、ボク……そうだなぁ。腸詰めと炒い〉り卵食べたいな！」

「は、はいっ！　ただいま！」

「あ、あとパン追加で！　バターたっぷりでね！」

　そんな傍若ぼうじゃく無人ぶじんな態度を呆然ぼうぜんと見ていた女給が、ぱたぱたと厨房ちゅうぼうへ走っていく。

「あれ、あっちはまだ寝てるの？」

「昨夜は遅かったですからね」

　さらに二つ目のパンへと伸ばされた勇者の手を叩きつつ、剣豪が見上げる二階の寝室。

　未いまだ起きてこない、賢者の事が気がかりな様子だった。

「まあ、無駄に数ばっかり多かったもんねー」

「我々の一党パーテイは、〈解呪ディスペル〉ができませんからね」

　死霊しりょうや亡者を地に還かえすことができないのだ。

　おかげで死人占い師ネクロマンサーの軍勢を、文字通り総掛かりで千切ちぎっては投げなければならなかった。国王たちが大部分を引きつけてくれなければ、どれだけ大変だったことか。

「一薙ひとなぎで地平線の向こうまでずびずばーってできたら良いのに」

「やめてください、ホントにできたら危なっかしくて仕方ない」

「そう？」

　そっかー、と呟つぶやきながら足をぶらぶら振る勇者は、本当に幼い少女そのもの。

　剣豪としては彼女が勇者だとはとても思えない──良い意味で、だ。武器を振り回すばかりが能の自分だが、せめてその助けにはなってやりたいと、思う。

「そういえば、変な夢みたんだよね」

「夢？」

「うん。女神さまがさー、あっちの街行けーって言うの」

　だから彼女がそんな事を言いだした時、はて、と剣豪は首を傾げた。そういう魔術とか神秘的なことはさっぱりなのだ。あれ斬れこれ突けならまだしも。

「……それは啓示」

　故に、ボソリとした声は階上から。

　眠たげに目を擦こすりながら、杖つえと外套がいとうを手にした少女がとことこと階段を下りてくる。

　賢者──この四方世界でも卓越した術者の一人。

「おはよー！」と勇者がぶんぶんと手を振るのに、賢者はこくりと頷うなずいて挨拶あいさつ。椅子いすを引いて腰を下ろし、三人で卓を囲んで、いつもの光景に勇者は目を細めた。

「……どんな街？」

「んっとね。お祭りやってたかな。こう、ふわふわって光が浮かんでてさ」

「それだけか？」

「あと、なんかこう、ぐわぐわぐわーって嵐あらしみたいなでっかいの。巨人かな、あれ」

「……察しはついた」

　賢者は一言二言なにか呪文を呟くと、虚空より丸めた羊皮紙を引き抜いた。

　何をどうやっているのか剣豪にはわからないが、彼女は時折、こうして荷を取り出すのだ。卓上に広げられたそれは辺境について描かれた地図で、賢者は一点を杖先で示した。

「……ここ」

「よぉっし！」

　勇者がぐっと拳こぶしを握ると、女給が「おまたせしました」と料理を運んできた。剣豪が「何か頼むか？」と聞き、賢者が「オムレツ」と短く答える。

　運ばれてきた炒り卵に、ケチャップをたっぷり搾しぼりながら、勇者は笑った。

「次の冒険は、そこに決定だね！」

　まったく、世に冒険の舞台は尽きまじ、だ。






　　　　第８章　『妖精弓手エルフのぐだぐだとした休日のお話』







「ンん……ッ」

　だいぶ昇った日差しが角度を変えて窓を破り、妖精弓手エルフの瞼まぶたへと突き刺さった。

　裸身に毛布一枚で寝台に潜もぐり込んでいた彼女は、顔を枕まくらに埋うずめて儚はかない抵抗を図る。しかし陽光の眩まぶしさはなかなかの手強てごわさ。目を覆おおった程度で防げるものではない。

　ついに屈服した森人エルフは「くぁ」と猫のように欠伸あくびをしつつ、しなやかな体を大きく伸ばした。

「ふぁ、ぁーぁ……ぅゆ……。んー……。あさぁ……？」

　朝というには日が高い。もう昼前だ。

　目をごしごしと擦こすって窓を見た妖精弓手は、寝台の上にのそのそと胡座あぐらをかいた。

「うー……」

　寝ぐせのついた髪をくしゃくしゃと掻かき回しながら、口からは意味不明な声が漏もれる。

　確か今日は休みだったはずだ。少なくとも誰だれも起こしに来ないなら冒険じゃあないはず。オルクボルグの奴やつは相変わらず一人でゴブリンゴブリン言って出かけてったんだったか。

　いや、このあいだの一件は正直どうかと思う。まさか塔の上で悪い魔法使いと戦うなんて。

　──何にしても、森とは大違いね。

　朝は昼まで寝ていて良いという一点だけで、森を飛び出した甲斐かいはあったというもの。

　もう一度欠伸をすると、彼女は健康的に引き締まった腹と臍へそをぼりぼりと引っ掻いた。上の森人ハイウルフの仕草しぐさが典雅だからといって、限度というものがある。

　妖精弓手は足の踏み場もないほどに雑然と物の散らばった床に、ひょいと足を伸ばした。爪先つまさきで掴つかみ取るのは、彼女が普段から愛用しているイチイの大弓だ。緩ゆるめておいた弦つるを締め直し、軽く引いて塩梅あんばいを確かめる。

　そろそろ替え時かしらん。

「えっと、確かこの辺に……ああ、いた」

　妖精弓手は次に寝台の上に寝そべって、んしょ、と腕を床へ伸ばした。摘つまんだのは指先ほどの大きさの小さな蜘蛛くもだ。脱ぎ散らかした脚絆きゃはんの上を歩いていた。

　妖精弓手が蜘蛛の尻しりに細い指先を当てて引くと、すぅっと銀色の線が宙に走った。文字通り糸を紡つむいでいるのだ。それも粘糸ではなく、蜘蛛が歩くためのただの糸を。

　それを二、三回繰り返して相応の長さの糸を手に入れると、妖精弓手は長耳を揺らした。

「こんなもんかな。ありがとね」

　ひょいと蜘蛛を放してやったら、次は糸を撚よる作業。蜘蛛の糸は軽かろやかで、しかし同じ太さの鋼を上回る強さを持っている。弦には最適だ。

　やがて数本の蜘蛛糸を束たばね終わると、妖精弓手はそれを端から端まで幾度かしごく。そして問題ないと判断し、満足気に長耳をひょこひょこ揺らした。



「これで良しと」

　それをくるくる輪の形に纏まとめてぽいっと放り出すと、妖精弓手はひらりと床に下り立った。

　借りた本やら買ってきたよくわからない玩具を蹴けらないよう気をつけて、部屋を移動。ひょいひょいと拾い上げた狩人装束しょうぞくを、えいやっと適当に着込んでいく。

　今日はお休みだ。外套がいとうやなんかはいらないだろう。小刀は嗜たしなみだが……。

　細く華奢きゃしゃ、白く透き通った肌は肉も薄く、平らな胸元むなもとも相まって彫像のような美しさがある。

　美貌という一点において、森人は他ほかの種族の追随をゆるさない。衣服を重ねて隠してしまうのは、森人が自分たちの容貌を「普通」と思っているからか。

「～♪」

　妖精弓手は意味も特にない鼻歌交じりに、ちゃっちゃと髪を括くくって束ねてしまう。肩と頬ほおにかかる髪を軽く払って、くるりと振り返った先は、やはり雑然とした部屋。

　冒険者の部屋と言われれば、まあ納得もできなくもない。しかしこれが若い娘の、それも森人の部屋だと言われて信じるものはいないだろう。

　装備が放り出され、脱ぎ散らかされた衣服が広がり、空からの食器が適当に積まれている。冒険娯楽小説やら戯曲の本が開いたまま伏せられ、縁日で売っている玩具がちらほら。まだ子供の寝室と言ったほうが納得できるだろう。

　さほど広くない寝室に、どうしてこれだけ物を詰め込めるのか。森人の叡智を持ってしてさえもわからない、偉大なる謎なぞである。

「ふむん」

　妖精弓手は深刻そうに腕組みをして部屋を睥睨へいげいし、長耳を揺らしてもっともらしく頷うなずいた。

「ちょっと洗濯した方が良いかしら」
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　井戸から水をたっぷり汲くんだタライに、削った石鹸せっけんと衣服をぶち込み、素足を入れる。

「うぅっ、やっぱり地下の水って冷たいのよね」

　妖精弓手は体と長耳とをぶるりと震わせ、自分の服をぎゅむぎゅむと踏み始めた。

　まったくもって故郷の森では考えられないことだ。川に浸ひたして水 精ウンディーネとかその類たぐいに頼めばそれで済んだのに。家事は妖 精ブラウニーに任せれば良かったし、人の世は不便なものだと思う。

　だがそれはさておき、こうして水遊びでもするように足でちゃぷちゃぷするのは好きだ。

　ギルド裏手。水場、ないし洗濯場。

　昼前の暖かな日差しがぽかぽかと降り注そそぎ、遠くでは子供の走る声、奥様方のお喋しゃべり。そろそろ昼食の準備も始まっているのか、酒場の厨房ちゅうぼうからは何やら良い香りも漂う。

　妖精弓手はこの時間が好きだった。

　なんだか普段の街──朝とか夜とか冒険に行く日とかとは、違う匂においがするのだ。彼女にはそれが何だかわからないし、もしかしたら気のせいかもしれない。好奇心旺盛なのは自他共に認むところだが、確かめなくたって良い物もある。

「くあ……」

　またぞろ大欠伸を一つ。こういう日はいくら寝たって寝足りない。なんてったって森人に時間はいくらでもあるのだ。少しの無駄遣いも問題にならない。

　──でも、勿体もったいないのよね。

　気になるもの、面白おもしろそうなものは、ちょっと目を離すとすぐなくなってしまう。

　くしくしと目尻を擦りつつ洗濯物を踏み続けた妖精弓手は、大きく伸びをして桶おけから下りる。そしてさんざん踏みしめて洗った衣服をぎゅうと絞り、ぱんっと左右に大きく広げた。

「色々と面白いこと考えるのよね、ほんと」

　ふわりと香る石鹸の匂いとか。濡ぬれた衣服を通して感じる風とか。日差しとか。そういった何もかもを楽しみながら、妖精弓手は洗い場に張られた綱へ服を引っ掛ける。

　以前適当に吊つるしてしわくちゃになった苦い思い出から、なるべく広げる事を心がけて。あと風に飛ばされて地面に落ちると妙に悔しいので、洗濯バサミでしっかり留めて。

「これで、終わりっ！」

　最後の一枚までを丁寧に吊るして、妖精弓手は満足気に長耳を揺らした。汗をかいてもいない額ひたいを拭ぬぐい、腰に手をあて、洗濯物を見やった。

　はたはたと風にはためく洗いたての服は、ぶん取った砦とりでに 翻ひるがえ る軍旗のようだった。

「お洗濯ですか。精が出ますね」

　だから背後から聞こえてきた声にも、妖精弓手はふふんと誇らしげに振り返る。

　誰が近づいてくるのか、森人の耳を持ってすれば見なくともわかろうものだ。ただそれでも目をパチクリと瞬またたかせる事はある。何にだって予想外は付き纏う。

「受付さんね。こんちは、どうしたの？」

「お休みですから、ぶらぶらと」

　受付嬢は私服だったのだ。

　制服姿を見慣れているから驚くが、当然彼女だって私服はあるわけだ。当たり前の事。夏用の薄手のドレス。袖そではなく、肩からきちんと整えられた爪先まで綺麗きれいな線を描いている。

　ゆったりとしたデザインは風通しも良さそうだし軽やか。薄く透ける体の影は、日頃ひごろの努力の賜物たまものだろう。理想的といって良い。

「風精シルフっぽいわね。なんとなく」

　受付嬢はどことなく嬉うれしそうにはにかんだ。

「都の流行だとかで、買っちゃいました」

　なるほど。妖精弓手は頷いた。

　確かにぶらぶらするのに良さそうな服だろう。只人ヒュームの流行というのは慌ただしくて目移りしてしまうので、追いかけるのは難しいが……。

　──なんだって一年であんなに色々次々思い浮かぶのかしらね。

　本当、人の世というのは見ていて飽きないものだ。

「でも、なんでギルドに？」

　お休みでしょ。妖精弓手の素朴な疑問に、急に受付嬢は目を逸そらした。視線が泳いでいる。

「……念のため、ちょっとギルドで冒険者さんの帰還確認をしようかと思いまして」

「ふぅん」妖精弓手は特に深く考えもせずにっこりと笑った。「熱心なのね！」

「ええ、まあ」と受付嬢は曖昧あいまいに応こたえた。「それで、お洗濯の塩梅はどうですか？」

「ん、見ての通り」

　問われた妖精弓手は「どうよ」と薄い胸を自慢気に反そらして自分の成果を披露する。

　何か特別な技を使ったわけでもない、ただの踏み洗いだ。自慢するほどの事もないのだけれど、受付嬢は微笑ほほえましげに目を細めて見てくれた。

「だいぶ慣れましたね？」

「まぁね。私だって、これくらい簡単にできるんだから」

「あら……下着は？」

「？」

　おや、と編んだ髪を揺らして小首を傾かしげた受付嬢に、妖精弓手はさらりと答えた。

「ないわよ？」

「ああ、もう二回目なんですか、洗濯」

「じゃなくて」

　ふるふると妖精弓手は首を左右に振った。まったく、なんで伝わらないのか。

「持ってないの」

「……前に皆で選んだように思いましたけれど」

「埋まっちゃった」

「……」

　受付嬢が眉間みけんを押さえて俯うつむいた。

　おや？　と妖精弓手が訝いぶかしがるのも束つかの間ま。

　次に彼女が顔を上げた時──……。

「買いに行きましょう、ええ。そうしましょう」

　そこには、貼り付いたような笑みが浮かべられていた。

「え、でも、正直ちょっと面倒っていうか……」

「行きましょう？」

　どだい、冒険者風情ふぜいがギルドの役人様に逆らうことなど不可能なのである。
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「うえー……。ねえ、ホントに着なきゃダメなの？」

「ダメです！」

　ひょっこりと試着室から顔を覗のぞかせた妖精弓手に、受付嬢の人差し指が突きつけられる。

　妖精弓手の首根っこを掴んだ受付嬢が連れてきたのは、街にある雑貨屋であった。もちろん辺境の開拓地の一つとはいえ、この街にだって仕立屋ぐらいはある。

「とはいえ、都の流行品なんかを扱ってるのは雑貨屋さんの方ですしね」

　水の街には劣るとはいえ、商品のやり取りではこちらが良いんです。

　受付嬢はそう言って形の良い胸元を反らすが、妖精弓手には良くわからない。目まぐるしく移り変わる衣装の流行を把握することなど、只人以外にできようものか。

「それにですね」と受付嬢は指を振って見せた。「冒険者は身だしなみも大事なんですよ」

「そうなの？」

「等級高い冒険者は等級相応の格好をして頂かないと、冒険者の品格が落ちてしまいます」

　そもそも冒険者と言えば格好はつくものの、その実態は武装した無頼ぶらいの徒である。国が管理するべくギルドを設立させているとはいえ、世間の目はなかなかに厳しい。洒脱しゃだつに着飾る必要こそないものの、きちんとした格好は重要なのだ。

　……という主張は、妖精弓手とてわからなくもない。

　わからなくもない、が。

「けどさ」と彼女は不服そうに長耳を振った。「それはアイツに言ってよ」

「聞くと思います？」

「……思わない」

　受付嬢がにこやかな笑顔で切り返し、妖精弓手は不貞腐ふてくされて試着室へと引っ込んだ。手にとったのは薄手で袖なし、ちょうど臍の上辺りまでを覆うピッタリとした肌着。

「だからね。ちょっとあなたに期待してるんです」

「期待？」

「森人さんは、そのままで肌も綺麗ですし、お手入れ要らずでしょうけどね」

「そんな事はないと思うけど……」

　ううむ。妖精弓手は唸うなりながら、ままよと上半身を肌着に突っ込んだ。ぴたりと薄い胸元から肌から張り付くような感覚は、どうにも馴染なじまない。

「あの子にも下着を選びましょうって約束したんですよ」

　受付嬢は少しだけ、貼はり付けていた笑顔の下を覗かせたらしかった。

「皆女の子なんですよ？　そりゃあ、冒険者ですし、お洒落しゃれより装備とかでしょうけど」

　だけど、女の子ですよ？　その呟つぶやきを妖精弓手の長耳は聞き逃さない。

　彼女の声音こわねには止めたり、咎とがめ立てるような気配はなかった。そういう事ができる立場ではない、という事だろうか。

　妖精弓手にはわからない。

　わからないなりに、気遣われていることは理解できる。

　──良い人なのよね、多分。

「でもさあ」

　──それはそれとして。まあ汗を吸い取るとか諸々の役目はあるだろうけれど……。

　とりあえずと指先で摘んだ逆三角形の、やはり薄い下着が一枚。色は上下で揃そろえてある。

　──これにそんな役目が果たせると思わないのよね。

　指でつまんだ下着を左右に広げ、矯ためつ眇すがめつ眺ながめながら妖精弓手は言った。

「こんなの着てどうするの？」

「どうするとは？」

「だって、別に見せたりするわけじゃないじやない。誰に見せるの？」

　そう言うと、試着室のカーテンの向こう側で受付嬢がびしりと固まる気配があった。

「ん？」と妖精弓手は訝しげに小首を傾げる。さて、また妙な事を聞いてしまったろうか。

「み、見せる時の為ために、備えておくんですよ」

　下着は女の子にとって最後の切り札ですから。受付嬢は、しかしいつも通りの柔らかな応対。

「そうなの？」と妖精弓手は気にせずそう問いかけ「そうなんです」と言い切られてしまう。

　──ううん……。

　しかし、どうにもこの頼りなげな小さい布切れが、そんな頼もしいものとは思えないのだ。

　そんな妖精弓手の悩む気配を察したのか、受付嬢が「仕方ないですね」と呟いた。

「とにかく、今日無理に買う必要はないですけど、覚えておいてください」

「うん、そーする」

　ぽいぽいと妖精弓手は名残なごりを惜しむことなく、着込んだ肌着を脱いで放り出した。そして脱ぎ散らかした自分の衣装を手にとって、そそくさと体を押し込みだす。

　試着室の向こうでは、飛び出してきた下着に「わ、わっ!?」と慌てる受付嬢の声。

「これの上に服着て動くと、なんだかモコモコもぞもぞしちゃいそうだもん」

　ちゃっちゃと元通りに着替えて試着室から飛び出すと、受付嬢と目が合う。自分の放り捨てた下着を拾ってる彼女に、妖精弓手は悪びれもなく、猫のように笑った。

「それより何かこう楽しいことしたいな。ね、なんか遊べない？」
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「卓上演習？」

「はい。この間、見つけたんですけどね」

　そして昼下がりのギルド酒場。

　獣人の女給に軽く会釈えしゃくをしつつ、妖精弓手が円卓の上に乗っていた椅子いすを下ろす。

　受付嬢が持ち出してきたのは、赤金色の布が張られた平たい長方形の箱だった。窓を開け、ふっと息を吹きかけて埃ほこりを飛ばすと、蓋ふたに絡からみ合った蛇へびの紋様が描かれていた。

「冒険者の駒を動かして、サイコロを使って、冒険者的行動を学ぶ……みたいな」

「つまり……冒険者ごっこってわけか」

「そうなりますね」

　箱の蓋を開ければ、古びた羊皮紙本数冊と、いくつもの駒とサイコロがきちんと収まっている。妖精弓手はその駒のうちひとつを手にとって、しげしげと眺めてみた。

　円形の台座に立った、青い板金鎧の騎士だった。金属でできているのだろう。重みがある。Ωオメガの旗指物はたさしものを翻し、手にした剛剣振りかざし、混沌こんとん討つべしと吠ほえ猛たける──聖騎士パラディンか。

「結構、良く出来てるわね」

「状況設定シナリオも色々あるんですよ。世界の危機から、それこそゴブリン退治まで」

　ゴブリン退治と聞いて、妖精弓手はくすりと笑った。長耳が機嫌良く振れる。

「オルクボルグにやらせたら酷ひどいことになりそ。……ねえ、聞いて良い？」

「はい？」

「これ、どんな意味があるの？」

　妖精弓手はぽんと投げつけた疑問に受付嬢が目を瞬かせているのを見て、慌てて手を振った。

「あ、変な意味じゃなくて。言葉通りね、言葉通り」

「ああ、なるほど。……そうですね」

　ん、と考えた受付嬢は、私服のドレスであるにもかかわらず、普段と変わらぬ態度で応じる。

「実際に冒険へ行く前に、各々おのおのの行動と役割をある程度認識させる、とか」

　その様がなんともチグハグで、妖精弓手はくすくすと笑い、受付嬢は頬を掻いた。

「でも私これやったことないわよ？」

「手間と時間、人手がどうしてもですね。あと文字が読めない人も多いですから」

「ふぅん」

　用意はしてあるけど、使われたことはほとんどないのだという。わからなくもない。そう思いながら、妖精弓手は騎士を箱の中へそっと戻した。

「でも、それだけで上手うまくいかないわよね、きっと」

「そうですね。現実とは全然違うっていうのは正しいですけど」

　言いながら、受付嬢もまた箱の中へと手を伸ばし、一つの駒を掴みとる。それは革鎧に短剣を構えた、精悍せいかんな顔つきの軽戦士。もしかしたら斥候かもしれない。

「でもね、やっぱり……良いじゃないですか」

　その顔をそっと指先で撫でながら、彼女はどこかはにかんだように微笑んだ。

「世界を救ってきた冒険者さんを、お疲れ様でした！　って迎えてあげるの」

　憧あこがれや、夢というほどのものじゃないですけど。照れ隠しか何か、微かすかな声で呟く。

　──なるほどね。

　森人の娘は長耳を緩く振って笑った。わからなくもない。自分は、迎えてもらう側だけれど。

「ね、やり方教えてよ」

　妖精弓手はそう言って、先ほど放り出した聖騎士の駒を掴みとった。

　──うん、なかなか悪くない顔じゃない。

「見てなさい。私が世界の一つ二つ、救ってあげるから！」

　そして妖精弓手は不死の魔神はおろか、魔宮の如ごとき墳墓に辿たどり着くことさえ叶かなわず果てた。瘴気しょうき噴き上げる迷宮の入口を見つけることさえ、生半なまなかな英雄にできる事ではない。

　世界を救うことは、たとえ盤上であっても難業極まりないのであった。
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「ああ、もう、悔しいなぁっ」

　夕暮れ時を迎えた酒場はわいわいと賑やかで、妖精弓手の叫びに耳を貸す者はいない。冒険は成功もすれば失敗もするものだ。時としては無関心こそが最大の気遣いとなる。

「ぜーったいあれおかしいわよ。なんでホイホイとドラゴンが空飛んでくるわけ？」

「そういう状況設定ですから、仕方ないですよ」

　突っ伏した円卓をバンバンと叩たたく妖精弓手へ、受付嬢は困ったように微笑んだ。

　結局、あの後で世界は幾度も滅んでいた。監督官に、酒場を訪れた女神官、牛飼娘も混ざったものの、世界の平和ははるか彼方かなた。

「仕方ないってのが納得いかないのよね」

　二〇〇〇歳の森人は、子供のように唇を尖とがらせる。

「そうでしょうか？」

「うん、もっと色々なにか出来たと思うのよ」

　思うわけよ。葡萄酒の入った杯を振り回し、妖精弓手は訴える。

　受付嬢は卓上に滴したたった雫しずくから料理を遠ざけつつ「そうですね」と控ひかえめに頷いた。

「それを色々と考えてもらうのが、卓上演習の趣旨ですから」

　いささかあの状況設定が過酷すぎたのは否定できないにしても、だ。その言葉を聞いた妖精弓手が、ごろりと卓上で頭を転がし、上目遣うわめづかいにじろりと睨む。

「……っていうか、もったいないじゃないの」

「もったいない？」

「むしろゼータクよね。あなたたちの寿命って百年ないでしょう？」

　たまに死人占い師ネクロマンサーとかになると別だけれど。

　妖精弓手は長耳を震わせつつ、ぴんと立てた人差し指でくるりと宙に円を描いた。

「そんな少しを先のこと心配するために使うって、無駄遣いも良いとこよ」

「今だけを見れば良い、と？」

　受付嬢がさらりと三つ編みを垂らして首を傾げると、妖精弓手は「そ」と笑った。

「今日あったことに笑って、泣いて、怒って、騒げるのが定命モータルの特権でしょ」

　百年二百年先を心配するのは、それこそこっちエルフと、彼女は言う。

「そう、でしょうか？」

「上の森人ハイエルフが言うんだから間違いはない！」

　ふふんと鼻を鳴らし、薄い胸を自信たっぷりに反らす妖精弓手。

　只人に対してもっと思慮深くあれと振る舞う気高い森人のイメージとの落差。というより彼女こそが、一日一日、目の前のことに全力で取り組んでいる気さえする。

　受付嬢は、くすくすと──貼り付けたものではない、自然な笑い声を漏らしてしまう。それを見た妖精弓手もまた、してやったりとばかり、猫のように目を細めて笑った。

「じゃあ、せっかくですし……すみません！」

「はぁい！」

　受付嬢は笑顔もそのまま、獣人女給を呼んで新しく葡萄酒の瓶びんを一つ頼んだ。

　刹那せつな的になるつもりはないにしても、せっかくだ。良い物を飲もうではないか。コルク栓を開け、香り立つ酒精を楽しみ、彼女と自分の杯にたっぷりと葡萄酒を注いだ。

　妖精弓手が初めて見る物のようにキラキラした瞳ひとみで杯を手に取り、受付嬢もそれに倣う。

「……じゃあ、今日の冒険の失敗に」

「百年経たっても忘れない冒険の失敗に」

　乾杯、と二人の杯が軽やかな音を奏かなでた。







　　　　第９章　『三人の数ヶ月くらい前のお話』







　酒場、と一口に言っても色々ある。

　何も冒険者ギルド併設の酒場だけが世の全すべてではない。ぶらりと街に繰り出せば、ちらほらと看板掲げて灯あかりを入れた酒場がいくつも見つかる。

　酒場とは宿も兼ねているのが常だし、たまには河岸かしを変えたい冒険者もいよう。気兼ねなく入って、好きに飲み食いをして、ぶらりとまた街へ繰り出すような店。吟遊詩人がべんちゃらべべんちゃと弦げんを弾ひいて歌を唄うたう、そんな一軒の酒場がそうだった。




出会いと別れと言うからにゃ

大事になるのは中身だと　格好つけて言うけれど

気にいる子がいないから　出たり入ったり繰り返し

やっと見つけたかわいいあの子

生まれながらの君主ロードかニンジャ

名前なんかも興味ない　君が「あ」でも大事にするよ

甘い言葉をかけようとして　いつもの調子で店を出た

あっと思ったら手遅れで　彼女はあっさり消え失せた

出会いと別れと言うからにゃ

出会って別れりゃ　おしまいさ……





「やぁれやれ。どうにか安定してきたな、わしらの一党パーテイもよ。え、鱗うろこの？」

「はははは。欲を言えば戦士と斥候が足りておりませぬがな」

　こぢんまりとした酒場の奥まった席で、そう言って二人の冒険者は愉快げに笑った。

　白髭しろひげをしごき、肥えた腹を叩たたき、酒と料理に舌鼓を打つ鉱人ドワーフ。対するは鱗の生はえた巨躯きょくを酒樽さかだるに据えて、手づかみで料理にとりかかっていく蜥蜴人リザードマン。

　二人して運ばれてきた酒をがぶりがぶりと水の如ごとく飲む様は、豪快通り越して愉快であった。

「とまれ戦士、野伏、神官戦士、神官、魔術師。なかなか良い組み合わせかと」

「そらあな」

　蜥蜴僧侶リザードマンが両手で抱えた猪いのししの腿肉ももにくを齧かじり、鉱人道士ドワーフが口髭の端についた酒精を舐なめとった。

　鉱人道士は酒瓶さかびんから杯に酒をどぼどぼと注そそぐと、溢あふれかけたそれを畷すするように頂く。そして一気にぐっと飲み干すと、げふ、とだらしなく息を漏もらした。

「前衛足らん、後衛足らん、装備に道具に伝手つてが足らんと、何でも言い出したら切りねえわ」

「然しかり、然り」と蜥蜴僧侶は尻尾しっぽで床を打った。

「術者三人、恵まれた一党パーティでありましょうや」

「しっかし、ちくとばかし意外だったの」

「と、言いますと？」

「お前さんだよ」

　ぐいっと干した杯を蜥蜴僧侶に突きつけ、鉱人道士は赤ら顔で言った。

「てっきり、他ほかの神官と組むのは嫌なんじゃねえか……と最初は思っとった」

「はははははは、術師殿ともあろう御仁が、何を 仰おっしゃ るかと思えば」

　軽かろやかに笑った蜥蜴僧侶は、食い尽くした腿の骨をバリバリ噛かみ砕き、獰猛どうもうに牙きばを剥むいた。

「我ら等しく海中の塵芥ちりあくたより出た者なれば、鼠ねずみの末裔まつえい風情ふぜいが霊長れいちょうなど、怒るほどの事もなし」

　酔いが覚めたか、げんなりとした鉱人道士へ、蜥蜴僧侶はしてやったりと目を回して見せた。

「冗句、冗句」

「笑えん、笑えん」

　しれっと言ってのける蜥蜴僧侶へ、鉱人道士は、はたはたと手を振った。

「ま、信ずるものは人それぞれ。違うからといって喧嘩けんかを売っていては、品も切れましょう」

「ただし異端や渾沌は別……かや？」

「喧嘩を売るどころか、殺し切るまで殺さねばなりますまい」

　大おお真面目まじめにこっくりと蜥蜴僧侶は頭を上下させるが、さてどこまで本気かはわからない。鉱人道士は空からになった皿を押しのけ、給仕を掴つかまえて適当に肉を頼むと、頬杖ほおづえをついた。

「そういや蜥蜴人は全員左利ひだりききとか、右に心臓があっとか聞くけど、実際どうなんだ？」

「さて、心の臓の在あり処かは言えねど、しいて言えば両手利きでしょうなぁ」

　神の左手が拵こしらえたから左利きなのだ、というのは与太よたであるらしい。

　わきわきと両手の爪つめを開いてみせた蜥蜴僧侶が、ふと思いついたように舌で鼻先を舐めた。

「時に、鉱人というのは水に浮くので？」

「酒さえありゃあ出来んことはない。それと旨うまいものがな」

　鉱人道士は何ヶ月か前と同じことを言って、にんまりと笑って見せた。
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「そらぁ、酒さえありゃあ出来んことはない。それと旨いものがな」

　多くの冒険者一党パーティがそうであるように、彼らの一党パーティも酒場からはじまった。といっても最初は三人であったし、もっと言えば一人に過ぎなかったのだが。

　水路の上を吹き抜けた風が、空気を涼やかに冷やして戸口から吹き込んでくる。

　夕暮れ時、水の街の酒場はすっかりと賑にぎわっていて、あちこちで乾杯の声が上がっていた。

「けんど、叔父貴よ。そりゃ甥おいっ子に頼むにしちゃ、ちとナニじゃねえかい？」

　鉱人道士は不貞腐ふてくされたようにそう言って、むっすりと腕を組んでふんぞり返った。

　対面にはより皺しわと、髭と、筋肉のある鉱人が、渋面をしてエールを畷っている。彼の椅子いすには使い込まれた戦鎚せんついの他、引っ掛け鈎かぎが立てかけられていた。『盾砕き』だ。

　鉱人の古強者べテランが酒を前に浮かべる渋面は、事態の深刻さを雄弁に物語る。

「そうは言ってもだな、おい。今、わしが声かけられる同胞はお前しかおらんのだ」

「叔父貴の頼みたぁいえ、こればっかりはどもこもならねぇぞ」

　がぶりとエールを呷あおった鉱人道士が、じろりと睨ねめつけるような半眼で叔父を見やった。

　以前にも増して顔には皺が増え、禿頭とくとうに成り果てている。年を食ったなと思う。一族の若造が魔導に踏み込んだ末、無頼ぶらいを気取っているのだから無理もないだろう。

　──だけんど、こればかりはな。

「森人エルフと一緒に冒険に行けぇ？　大方、その森人ってな、長だか王だかの秘蔵っ子じゃろが」

「まあ、な」

「背が高くて、彫りが深く、鼻高々で、キラキラしてて、美丈夫びじょうふで、線が細っこいんだろ？」

「たぶんそうだろうな」

「喋しゃべり言葉は優雅で典雅、詩を読ませれば一級品、弓矢の腕は天下逸品とか」

「会ったことはないが……」

「かぁーっ」

　無理無理無理と、鉱人道士は厳いかつく無骨な手をひらひらと振ってみせた。

　冗談ではない。

「そんな輩やからと一緒にいたんじゃ、息が詰まって死んじまわぁ」

「お前な、そんなワガママを……」

「世界の危機だってんじゃろ？　そらぁ助けるにやぶさかじゃねえが、森人はゴメンだの」

　と、その時であった。

　葡萄酒をぶち撒まけながらぐるんと宙で回転した杯が、叔父の後頭部へとぶち当たったのだ。

「ちょっと、もっぺん言ってみなさいよ！」

　思わず頭を押さえて突っ伏す叔父の後ろからは、凛りんと涼やかな声が響き渡る。

　見ればそこには、森人の娘が 眦まなじり をきっと吊り上げ、腰に手を当てて仁王立っていた。線が細く華奢きゃしゃで慎つつましやかな体躯をぴったりと狩人装束しょうぞくで覆おおい、長耳を威勢よく振っている。

　口調からはとても想像できないが……他の森人より長い耳は上古の妖精、その末裔の証あかしだ。

　鉱人道士がすわ喧嘩を売られたかと手斧を引っ掴み、喜々として買い取る姿勢を見せたが、

「なんどだって言ってやらあ！」

　などと一声喚わめいて立ち上がったのは、犬の面つらを備えた獣人だった。

　毛に覆われた肌からではわかりづらいが、豊かに膨ふくらんだ胸元むなもとからすると女性。荒々しくもまだまだ甲高い声からすれば……歳としはまだ、只人ヒュームでいう成人したてか。

　おそらく冒険者ではあるまい。鍛えている上、動きにそつがない。正規訓練の証。恐らくは兵士だろう。

　彼女は頭から被かぶった葡萄酒を拭ぬぐい、ふんと鼻を鳴らしてみせた。

「森人なんてのは引きこもってふんぞり返って、後からケチつけてくる奴やつらだってな！」

「そんなら、そうじゃないって思い知らせたげるわ！」

　ふしゃあと猫のような声をあげ、妖精弓手エルフが犬面の兵士へと跳び掛かった。

　けたたましい音を立てて円卓が転がり、酒杯が飛び、料理の皿がひっくり返る。酒場に集つどう酔漢どもは慣れた具合で避難して、やんややんやと賭かけはじめた。

　やれ森人が勝つ、獣人が勝つ、けど森人は細っこい、だが獣人といやぁ間抜けだ……。

「……なんつうじゃじゃ馬だ」

　おお痛。接頭を押さえつつ呻うめく叔父に、鉱人道士はひょいと肩を竦すくめて見せた。

「森人にしちゃあ珍しいの」

「……ああいう娘なら、仲間にしても文句はねぇか？」

「ま、な。森人のお偉いさんが、あんな跳ねっ返りを選ぶた思えねえが……」

　そう呟つぷやいて、鉱人道士は皿へと手を伸ばした。葡萄酒の雫しずくが滴したたってはいたが、乾物の豆を一掴み頬張って、ばりばりと音を立てて噛み砕く。

　その横で、叔父が深々と溜息ためいきを吐ついた。「言質げんちは取ったからな」と。

「選んだんだ」

「なにぃ？」

「人相書き見ろい」

　叔父は懐ふところから、折りたたまれた紙片を引っ張り出して放った。太い手指で器用にそれを広げた鉱人道士は、透かし見るように乱闘の場と重ねて見やる。

「はぁー……。あの金床かなとこがのう？」

　わざわざあの気位が高い森人が寄よ越こすのだから、技量に疑いの余地はあるまい。森人は鉱人を侮あなどっているが、同時に鉱人から侮られる事を殊ことの外ほかに嫌う。

　──もっとも、あらぁガキだなぁ……。

　犬面の兵士相手にぎゃーぎゃーと罵ののしり合いながら、髪と毛皮を掴み合う姿。森人の年齢を考えることほど無意味なこともないが、百年生きてないのではないか。

「……しかし」

　まあ、十か百ほど譲って、あれが旅の仲間となるべき森人だとしよう。

「あの乱闘から引っ張り出すのは、ちくと骨が折れるか……」

　どうしたもんかと自髭をしごいて思案する鉱人道士の目が、はたと酒場の入口で止まる。

　そこには、巨大な影があった。

　大きい。岩か何かと思うほどに大きい。のそりとした動きが大きく、もたげた顎あごも大きい。あれはさてどこの地方であったか。そうだ、密林広がる南方の衣装だろう。

　その蜥蜴人は喧々けんけん囂々ごうごうとした乱闘にちらと一瞥いちべつをくれて、目をぐるりと回した。

　彼はそのままのそのそと酒場に入り、周囲の視線を物ともせず、カウンターに向かう。椅子に座ろうとしないのは、やはりその巨躯のせいか、床を掃く尾のせいか。

「すまぬが、ちと待ち合わせをしたい。相手方が来る時がわからぬ故、長居になると思うが」

　やはり岩のように、芯しんのしっかり通った声だった。大顎にしまわれた長い舌が、よくもまあ器用に共通語を紡つむぐものである。

　酒場の亭主が「あ、ああ」とぎこちなく頷うなずくのを認め、蜥蜴人は「重畳ちょうじょう」と頷いた。

「鉱人と森人でな。それらしき冒険者連れがいたら教えてくれぬか」

　その話を聞きつけた鉱人道士がちらりと叔父を見やると、彼は渋々といった様子で応じる。

「蜥蜴人からも戦力が出るとは聞いとるぞ」

　言っている当人も信じられないような口ぶりだった。

「なんだ叔父貴。顔を知らんのか」

「蜥蜴人の人相書きなんざ、もらっても区別つかんだろ」

「それもそうか」

　自らを海から這い出た恐るべき竜の末裔だと称する蜥蜴人は、四方世界一の戦達者である。相手を殺し、屠ほふり、心臓を抉えぐって喰くらい、血肉に変える手合。蛮族と言って蔑さげすむ輩もいるし、事実混沌こんとんの勢力に与くみする部族もあると聞く。

　まあ、件くだんの蜥蜴人は秩序の側だろう。

　しかし、それにしては──……。

「ああ、それと、すまぬが食事を」

　尻尾が邪魔で座りづらいか、立ったままカウンターについた蜥蜴僧侶は鱗の指を立てる。ぐるりと目玉を回して大顎を開けて言う言葉は、なんとも呑気のんきで気楽なものだ。

「生憎あいにくと路銀がない故、皿洗いでも薪まき割りでも、働いて返したく思う。構わぬか？」

　鉱人道士は、思わず笑った。

　酒を飲み、太鼓腹を叩き、胴間どうま声ごえを響かせて大いに笑った。笑って笑って、蜥蜴人の僧侶が長首を怪物じみた動きで巡らせるまで笑い、酒を呷った。

「おう、鱗の」

　彼はそう言って蜥蜴僧侶を呼ばわった。げふ、と息を吐はいて、髭についた酒精を手で拭う。

「あの喧嘩してる耳長娘の首根っこ掴まえてこっちまで連れて来てくんろ」

　鉱人道士は平然と笑い、こちらに気づかず獣人に跨またがって平手を振るう森人を指差した。

　かと思えば彼女はぐいと髪を掴まれて、ごろごろと体勢を入れ替えられている。手も出る足も出る爪も出る。森人としての威厳は皆無。ただの子供の喧嘩だ。

「したら、わしがたらふく酒と肉をおごっちゃる」

「おお！」

　蜥蜴僧侶の尾が、力強く床を打つ。亭主が顔をしかめた。叔父も顔をしかめた。

「承知、承知。いやさ、ありがたい。やはり徳の類たぐいは積むものですな」

　途端に尾をのたくらせた蜥蜴僧侶は、その巨体からは考えられぬ速度で乱闘へ飛び込んだ。

　さらに混沌とする酒場をにんまり笑って眺ながめる鉱人道士の横で、叔父が低い声で呻く。胃がきりきりと痛むようだった。ぐいと酒を呷っても、まるで和やわらぐ気配がない。

「……すまんが、わしはもう、部隊へ戻るぞ」

　数十年前から鉱人の軍隊で盾砕きとして戦ってきた男は、やっとこそう言った。

　テーブルの上に適当に金貨を数枚置いて、よたよたと只人用の椅子から飛び降りる。甥っ子含めたこんな一党パーティに種族の命運を任せて良いものか、彼には判断がつかない。

　──まったく、神々の采配ってやつぁ……。

　覚束おぽつかない足取りで酒場を後にする盾砕きの頭上で、からころと骰子サイコロが回る気配がしていた。
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「……あによ」

　髪はぼさぼさ、服はよれよれ、頬は僅わずかに腫はれ、顔は不貞腐れてそっぽを向いている。そんな上の森人ハイエルフが発した第一声を、鉱人道士は愉快愉快と頬を緩ゆるめた。

「なに、仕事の話をしようと思うてな」

　鉱人道士がにんまりと笑って、ごしごしとその分厚い両掌りょうてを擦すり合わせる。

　──少なくとも大人しく座ってくれるということなら、話を聞く気はあるわけだ。

　この酒場でも喧嘩は日常茶飯事なのか、既に空気は弛緩しかんし、喧騒けんそうも 蘇よみがえ っている。したたかに打ちのめされた獣人は、不満気に端の席で肉をかっ食らっていた。先の博打ばくちも白けた結果に終わったもので、客らも既にすっかり冷め切ってしまっている。

「ふむ。ならばまずひとつ、極めて重大なことを聞いておかねばなるまい」

　というのも、酒樽を椅子代わりにしている蜥蜴人が、ぐいと仲裁に入ったからだ。森人と獣人を首根っこ掴んで引き上げる様は壮観だったが、賭けとしては無効試合。結局儲もうけたのは胴元だけで、その圃人レーアはニマニマしながら一同に酒を振る舞っていた。

「何かな、鱗の」

　その蜥蜴僧侶は「うむ」とひどく重々しい動きでもって頷いて見せた。

「食事代と依頼の報酬は別物と考えて宜よろしいかな」

「モチ」と鉱人道士は髭面ににんまりとした笑みを浮かべた。「払いは叔父貴持ちよ」

「それは重畳」と言うなり蜥蜴僧侶は大顎を開いて、卓上の骨付き肉へと齧りついた。

　妖精弓手は頬杖をついたままそれをげんなりと眺め「で、仕事って？」と呟く。

「一応、話は簡単に聞いてきたけどさ」

「おう、それよ」

　鉱人道士は頷き、卓上の杯を取ってがぶりと飲み干した。そして空になった杯でもって、料理の皿を押しのけるようにしてスペースを作る。

「都ン方でやっとる、魔神王だのとの合戦は知っとろう？」

　返事は求めていない。鉱人道士は懐から巻物を取り出し、それを卓上へと広げた。木の皮に染料を使ってしたためてある。抽象的だが正確な筆致ひっちは、森人の地図の特徴だ。

　荒野こうやの真ん中に、古めかしい建物が描かれている。

「そんで軍議をやろうつーてたんだが、背後に小鬼どもの巣がある事がわかっちまってな」

「ゴブリンの巣穴だったっけ」

「それも大規模な、の」

　ここだ。そう言って指し示された一点を見て、妖精弓手が目をぱちくりと瞬またたかせた。

　荒野の真ん中に描かれた、古めかしい建物の印。さほど遠くないところには、巨大な森。

「うちの近所じゃない！」

「ふむ。するとこの面子めんつが選ばれたのは……」

　蜥蜴僧侶が、ぶちぶちと骨から肉を引き裂き、数度岨噂そしゃくして飲み下してから言った。

「……政治という奴ですかな？」

「だぁな」

　こっくりと鉱人道士は頷く。まったく小難しい話だ。義理に面子。なんとも面倒臭い。

「叔父貴も無茶ぶりされてんだろが、只人に黙ってこっちだけ軍が動くわけにゃいかんわ」

「圃人や獣人はよろしいので？」

　獣人と聞いて、妖精弓手の長耳がひくりと揺れた。

　つい先程まで取っ組み合っていた犬面の兵士は、駆けつけた上官が引き取っていった。渋面をしてぽかりと頭を引っぱたいた辺り、あの手の騒ぎは日常茶飯事なのだろうか。それとも大人の気質として、やはり上位の者には逆らいづらいのかもしれない。

　何にせよ水の街は良い都邑とゆうだが、いかんせんどこか緊張感がなかった。

「あいつらにゃ、義勇兵以上の役割を期待しちゃならんだろ」

　個々では勇敢な者もいる圃人だが、これが氏族や庄しょうになるとまた違う。基本的に安寧とした日々をこよなく愛する彼らは、地元以外のことに無関心なのだ。

　獣 人パットフットの方は獣人の方で、一括ひとくくりにはとてもできないほど多種多様。寄り集まればさてどの部族が主導権を握るかで、とてもとても上手うまくいくものではない。

　魔神王の目覚めと、大陸中の言葉持つ者による戦争においても同様だ。事が差し迫ってくれば、自おのずと立ち上がり、纏まとまるにしても──……。

「あとの問題は、只人を一人仲間にせにゃならんというとこだ」

「ああ、それなら一人、良いのを知ってるわよ」

　妖精弓手が、ぱっと地図から顔を上げた。細く長い人差し指を立てて、くるりと円を描く。

「オルクボルグっていうの。辺境で小鬼退治をやってる戦士」

「なに、かみきり丸だと？」

「そ。鉱人は知らないでしょうけどね。今、吟遊詩人の歌で大人気なんだから」

　人気かどうかは知らないが、彼女はここぞとばかりに優位を取ろうと言い張った。




小鬼殺しの鋭き致命の一撃クリティカルヒットが、小鬼王の首を宙に討つ

おお、見るが良い。青に燃ゆるその刃。まことの銀にて鍛えられ、決して主あるじを裏切らぬ

かくて小鬼王の野望も終ついには潰ついえ、救われし美姫びきは、勇者の腕に身を寄せる

しかれど、彼こそは小鬼殺し。彷徨ほうこうを誓いし身、傍そばに侍さぶらう事は許されぬ

伸ばす姫の手は空を掴み、勇者は振り返ることなく立ち出づる





　詩吟を口ずさんだ彼女は、ふふんと誇らしげに薄い胸を反そらしてみせた。

「洞窟の底にこもってるから知らないのよ。これだから鉱人は」

「森ン中に引きこもってる奴らが言うかね、それ」

　自慢気に長耳を揺らす彼女へ、鉱人道士は胡乱うろんげな目を向けた。

　──話半分に思っとった方が良いかもしらんな。

　得てして吟遊詩人の歌とはそういうものだ。

「だが、まあ、ふむ」

　この森人の耳長娘は、野伏レンジャーか斥候。こちらの蜥蜴人は神官……武僧の類だろう。自分はといえば魔術はもちろん、武器を扱う心得もある。

　だが、戦士は足りていない。

　実際に見てみるまでは判断ができないが、それでも歌にされる戦士だ。相応の技量はある、と見て良いだろう。

「……そらあ、ええの」

「では、報酬を等分。小鬼殺し殿を仲間に引き入れるという認識でよお御座ございますな」

　蜥蜴僧侶が一党パーティをぐるりと見回した。鉱人道士と妖精弓手が頷く。するとこの蜥蜴人は「算段を立てましょう」と、その鼻先をちろりと舌で舐めた。

「まずは街だの」鉱人道士は地図を片目で睨んで言った。「どこの街にいるって？」

「えっと、詩人さんに聞いたんだけど……」

　つい、と。妖精弓手の白い指が、森人の地図の上をなぞっていった。やがて辺境の街へと至ると、彼女は綺麗きれいに整えられた爪先で、こつこつと地図を叩いた。

「この辺り？」

「さほどの距離はありませぬな……しかし」

　しかれども。覗のぞき込んだ蜥蜴僧侶は思慮深く、深刻そうな面持おももちであった。

「我らは敵の作戦を潰つぶすべく動く。当然、襲撃が起こるものと思って良お御座いましょう」

「ああ？　んじゃあ……冒険の最中にも襲われるかもしれねって事か？」

「それを避ける為ためにも、今ここで片付けてしまいましょうや。戦力補充させる暇を与えずに」

「まっかせてよ」

　どん、と。妖精弓手は握りこぶしでもって、力いっぱいその薄い胸を叩いた。

「世界の命運がかかってるなんて、冒険者冥利みょうりにつきるもの！」

「おいおい」と鉱人道士は目を剥いた。「遊びじゃねえんだぞ、わかっとるか？」

「もちろん。鉱人はどうか知らないけど、森人は常に弓矢で世界を守ってきたのよ？」

「ほ」

　言いよるわ。鉱人道士は僅かに目を見開き、それから白髭をしごいて、息を吐いた。

「するってえと、その金床みたいな胸は、弓引くときに邪魔ンならんようにか」

「かなとこ？」

「平らで、堅い」

「んな……ッ!!」

　瞬間、さっと妖精弓手の白い頬に血が上り、羞恥しゅうちと怒りで顔が真まっ赤かに染まった。がたりと椅子を立って円卓に手を突き、彼女はずいとその身を乗り出させる。

「しっつれいね！　鉱人だって、その、えと」

　身を乗り出した妖精弓手がぱくぱく口を開閉させる。長耳が上下に揺れ、指先が宙を彷徨ってふらふらと動いた。

「そ、そう、そのお腹なか！　太鼓みたいなお腹してるじゃない！」

「こらあ、恰幅かっぷくが良いというんじゃ。鉱人にとっちゃ、この方がええでな」

　鉱人道士は意味ありげに言葉を切って、ついと横目で妖精弓手の方へ視線を送る。

「森人はどうかしらんけど」

　その視線が自分の胸元に向いたのに、気づかぬ妖精弓手ではない。彼女は腕を組むと「ふんっ」とわざわざ声に出し、自分の不機嫌さを主張する。

「やっぱり鉱人って美的センスがおかしいのね！」

「わしらの金細工を買ってくんは森人だけんどな」

「何さッ!!」

　喧々囂々。

　神代の頃ころより続く種族間の争いを目まの当あたりにし、酒場の人々が二人へ視線を注ぐ。しかれどもすぐに場の流れは変わる。喧嘩なんていうものは日常茶飯事だ。やれ鉱人に銀貨五枚、森人に金貨一枚、いいぞ姉ちゃん、おっさんそいつの尻しりを叩け。

　蜥蜴僧侶は深々と溜息を吐き、頭を振り、それからシュウッと鋭く呼気を発した。獲物を狙ねらう爬虫類はちゅうるいの気迫に、二人の冒険者がピタリと口を閉じる。

　蜥蜴僧侶は頷いた。

「うむ」

　これでよいのだ。
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　馬車は夜影に紛れて門を潜くぐり抜けた。

　この時世、冒険者でもなくば隊商キャラバンや何かと行動を共にするのが安全だろう。しかしそれだけの時間があるわけもなく、彼ら三人は様々な面で妥協を強しいられていた。

　荷馬車を少し作り変えたような、あまり上等でない馬車だ。馬も並……中の下か。手綱たづなを取るのは鉱人道士と蜥蜴僧侶。妖精弓手は弓矢を携たずさえ、空を見張る。馬車の速度は人が歩くのよりは速く、さりとて馬が走るよりは遅く。

　鉱人道士としては、あまり気に入らない状況ではあった。馬も馬車も、そして御者も、なるべく質の良い物を調達したかったものだ。しかし叔父からもらった支度金したくきんも、時間も、いずれにせよ有限だ。妥協は必要だった。

「おまけにゆっくり行かなならんっつーのが、また面倒だの」

「途中の駅で馬を代える余裕もありませんでな」

　御者台、すぐ隣に腰を下ろしていた蜥蜴僧侶が、用心しいしい独り言に応じてくれた。

「それに馬を急がせて余計な手合の目を引いても困る故、この方がかえって速いのだ」

「余計な連中？」

　ひょこりと長耳だけを御者台の方へ向け、妖精弓手が小首を傾かしげた。

「野盗だの追い剥はぎだのですな」

「ああ……」

　返答を聞いて、彼女の細面がくしゃくしゃにしかめられる。嫌な話を聞いたという顔だ。あからさまなほど露骨な感情表現を、ちらと横目で見た鉱人道士は、やれやれとボヤいた。

「あの街ゃあ、例の女傑のおかげで何とかなってっけど、広野に出っとな」

「至高神神殿から離れた以上、悪鬼ばらが襲いかかってくるのも時間の問題やもしれませぬ」

「神のご加護をってぇ奴か。鍛冶と鋼の神は、戦に挑む勇気しかくれんからな」

　鉱人道士はぶつぶつと神への祈りを呟いた。

　偉大なる鋼鉄クロムの神よ。

　それからいかにも憤然遣やる方かたないといった風に肩を竦め、首を左右に振ってみせる。

「どうか森人の娘がいざって時にビビって腰を抜かさんよう、祈らずにはおれんな」

「む……！」

　もちろん森人の長耳が、そんな悪態を聞き逃すはずもない。

「見てなさい！　あとで土下座して感謝するハメになるんだから！」

「へぇ、へぇ、期待しないで待っとるよ」

　ひらひら手を振ってやると妖精弓手は不貞腐れた顔で鼻を鳴らし、ごろりと仰向あおむけになった。彼女にならって、鉱人道士もちらりと天を振り仰ぐ。

　空には星と、そして月が二つ。黒いビロードの上に散らばした宝石のように輝いている。爛々らんらんと輝く緑の月は、さながら燃える瞳ひとみのようで、なんとも薄寒い。

　夏が近づきつつあるせいか、妙に空気が湿っていて、呼吸をするのも重苦しく思えた。

「風の一つでも吹けば良いのに」

　同感だった。ぽつりと呟かれた妖精弓手の声に、鉱人道士は応こたえなかったけれど。

　と、彼ら一党パーティが、かつて村であったろう廃墟へと馬車を進めた頃のこと。

　陰鬱いんうつな家々の残骸が、月明かりに照らされて奇怪な影を街道へと伸ばしていく。昼でも寂寥せきりょう感を覚えるような、荒れ果て、草木が茂るに任せた、朽ち果てた村の躯むくろ。夜ともなれば屍者グールや幽霊ゴーストが潜ひそんでいてもおかしくは──……。

「ぅ、ゅ？」

　妖精弓手が、妙な声をあげた。肩越しに振り返ると、何やら鼻をひくつかせている。

「なんじゃいな。どった、花の香りでもしたか？　あん？」

「失礼ね。そうじゃなくて、なんか妙な臭においが……」

　彼女は鼻の前ではたはたと手を振り、訝いぶかしげな表情のまま周囲へと目を配った。

「ぷぅんっていうか、つぅんっていうか……。風もないのに」

「……硫黄じゃろな」

「硫黄？　これが？」

「もちっと言うと、硫黄の混ざった湯気の臭いじゃろ」

　それが意味するところを、知らぬ三人ではない。一瞬押し黙った三人が、ごくりと唾つばを飲む。

　緊張の面持ち──妖精弓手が天を仰ぐ。

「上よ！」

　それは生き物というより、大型の虫を模して肉で造られた、機械か何かのようだった。血のような体表に、まるで帽子を被ったかのような尖とがった頭。赤 帽 子レッドキヤップ。コウモリを思わせる翼を羽ばたかせ、両手には残虐さを示す禍々まがまがしい鉤爪。

　下級魔神レッサーデーモン。その数──二匹。遭 遇エンカウントだ。

「来よるか！」

　声をあげた鉱人道士が、ぴしゃりと手綱を打って馬車馬へ指示を飛ばす。

　もちろん馬の方もこの世ならざる者の気配を感じ取ったか、怯おびえた様子で嘶いななきをあげた。途端、だらだらと回っていた車輪も勢い良く転がり出し、馬車はまっしぐらに走りだす。

「もっと馬の速度をあげてくだされ……いや、手綱をこちらに！　術の備えを！」

「ほいきた！」

　蜥蜴僧侶へ手綱を投げ渡し、鉱人道士は転げるように荷台へと向かう。もちろん触媒の詰まった鞄かばんが放り出されないよう、しっかと肩帯を掴んでおくのも忘れない。

「逃げきっちゃダメなの？」

　妖精弓手がきりりと弦つるに矢を番つがえて引き絞りながら、ちろりと唇を舐めて言った。

「逃げれるかどうかは別にして」

「情報が漏れますでな」

　重々しく頷いた蜥蜴僧侶は平然と、さも今日の夕食を口にするように言った。

「ここは鏖殺おうさつといきたい」

　そしてそれは魔神側も同じらしかった。

　ごうと風切る音を立てて、魔神の一匹が馬車を目掛けて舞い降りる。

　先 手イニシアチブを取られたと、誰だれかが声をあげた瞬間、ガッと木屑きくずが散った。凶器の如き鉤爪が、後方から追い越しざまに馬車へと振るわれたのだ。

「わ、っぷ……！」

　白髭に飛び散った木屑をバタバタとはたき落としながら、鉱人道士が怒鳴る。

「馬車ァ、壊されたらこっちは膾なますにされっちまわぁな！」

「馬は拙僧せっそうが守ります故、どうにかして頂きたいところ……！」

　などと言い合っているうちにも次なる攻撃が、天より降り注ぐ。

　翼を折りたたむようにして急降下。

　月を背負っての一撃を、妖精弓手は睨みつける。彼女の長耳がひくつくように動いて風を読み、引き絞られた弦がきりりと音を鳴らす。

「こんにゃろ……ッ!!」

「ＡＡＡＲＲＥＭＭＥＥＲＲＲＲＲ！？！？」

　そして、この世のものとも思えぬ悲鳴が上がった。妖精弓手が機を逃さずに射うったのだ。ガッと矢によって手を馬車に縫い止められた魔神が、鉤爪を動かし床を引き裂き、もがく。

「ざまぁないわね！」

　悪魔デーモンが最後に見たのは目前で弓を引く妖精弓手の姿と、木芽の鏃やじりだったろう。

　一流の弦楽器さながらの音色ねいろと共に木芽の鏃が眼窩がんかに突き立ち、悪魔の脳幹を貫いた。ばかりか、接射の衝撃に耐え兼ねた脊髄がへし折れ、がくりと頭を後ろへ仰のけ反ぞらせた。

　力なくぶら下がり、ずるずると地面を引きずられる骸を前に、妖精弓手、会心の笑みである。

「まず一匹！」

「善よき哉かな！　しかれど重石おもしとなる故、其奴そやつを引き剥がしてくだされ！」

「はぁい……って、うひゃッ!?」

　間一髪。文字通り、妖精弓手の髪が数本、鉤爪にさらわれて宙を舞った。急降下してきた魔神どもが、彼女の首を掻かき獲とらんとしたのだろう。

　抜きかけた矢柄やがらをひっつかんだまま尻もちをついた彼女は、わなわなと震えている。同時に、ずるりと滑り落ちた魔神の骸が地面にぶつかって跳ね上がり、鈍い音を立てた。

「ビビったんか？」

「違う、腹が立った！」

　油断なく触媒の鞄に手を突っ込んだ鉱人道士のからかいを跳はね除のけ、妖精弓手は天を睨む。

　魔神の死体を振り下ろした今、速度は速まっているが──翼持つ者とは比べ物にならない。

「ねえ、鉱人！」と妖精弓手は目を逸そらさず叫ぶ。「あいつら呪文で落っことせないの？」

「落とせねえこたぁ、ないと思うが……」

　片目を瞑つむって空を睨み、鉱人道士は彼我の距離と速度を確認する。夜の帳とばりも星明かり月明かりの前では無力だし、鉱人の目は闇やみの中をも見通せる。

「呪文で叩き落としても、すぐに飛び上がっちまわぁな」

「なんで!?　使えないわね呪文使い！　この鉱人！」

　きんきんと喚く妖精弓手を「うっせえうっせえ」と邪険にしつつ、鉱人道士は顔をしかめた。

「やつらはわしらと違う法則で動いとるんだもの。討つには鉄と鋼より他あるめ」

「物理か。良き言葉だ！」

　手綱を握る蜥蜴僧侶が大顎を歪ゆがめて笑った。鮫さめのような笑みであった。彼はどうやら素早く算段をまとめたらしく、うむ、と一度大きく頷いた。

「術師殿、落とすことはできるのですな？」

「おうとも」と鉱人道士は頷いた。「ずっとは無理だけんどな」

「では野伏殿、曲射ちの如き真似をお願いしたいのだが……」

「できるわよ！」

　妖精弓手は内容を聞きもせずに応えながら、夜闇に向かって矢を射掛けた。森人ならではの魔法の如き矢の軌道だが、魔神どもはひょいひょいと巧みにそれを回避する。

「ああん、もう！」と舌打ちを一つ。妖精弓手は新たな矢を弓に番え、弦を引いた。

「では」と蜥蜴僧侶は手綱を捌さぱいて馬車を蛇行だこうさせながら言った。

「ロープをつけた矢で、彼奴を射抜いてもらえますかな？」

「ロープをつけた矢で……!?」

　荷台に放られた綱を手に取り、妖精弓手は口を真一文字に結んで敵を見上げる。相変わらず赤い悪魔は羽ばたきを続け、こちらへ飛び掛ってくる機を狙っているようだ。

「いいわ、やったげる！」

　きっと言い放った彼女は、手早く綱を矢へと結びつけ始めた。

　森人の細く器用な指先ならば、たとえ揺れる馬車の上でも誤ることはない。目耳を敵に向け、手指を別人のように動かしながら、妖精弓手は口元を緩める。

「あなた、まるで将軍か何かみたいね」

「とんでもない」



　蜥蜴僧侶が、ゆるくその長首を左右に振った。

「拙僧は例えるなら矢羽。方向性を定めるならともかくも……」

　言葉を継ぐのに、彼はちろりと鼻先を舌で舐めて思案し、やがて「うむ」と頷く。

「部隊というのはつまり鏃、矢柄、矢羽、弓、射手が揃そろわねばなりませんでな」

　ああ。妖精弓手は微かすかに笑った。それなら良くわかる例えだ。

「なら私は鏃かしらね。ほら鉱人、呪文ミスらないでよ！」

「はン！　抜かしやがるわ！」

　妖精弓手に言い返しながら敵を視界に捉とらえんとした鉱人道士は、はたと気がついた。

　天に赤い光が一つ。

　それも大口を開けた魔神の口中に、赤い火が──……。

「〈火　矢ファイアボルト〉がくっぞ！」

「なんとぉっ!!」

　蜥蜴僧侶は心底から楽しげな声をあげ、手綱を強引ごういんに振るった。馬が混乱と恐怖からか、けたたましい嘶きを上げ、馬車が軋きしみながら大きく方向を変える。

　と、本来なら数秒後には馬車がいただろう位置へ炎の矢が突き刺さり、火の粉を上げた。蜥蜴僧侶の強面こわもてが、赤々とした照り返しの中でぼんやりと浮かび上がる。

「ははははは、盛り上がって参りましたな」

「鱗の、お前さんこれを戦 車チャリオットかなんかと勘違いしてねえか!?」

「よもや」

　しれっとそう答える蜥蜴僧侶へ「どうだか」と返しつつ、鉱人道士は天を睨む。

　赤い悪魔。ご自慢の〈火矢〉が避けられ、またぞろ急降下を仕掛けるつもりらしい。

　──そうは簡単にいかねえぞ。

　ぐんぐんと大きさを増す敵影を前に、鉱人道士はえいやとばかりに気合を発した。

「〈妖精ピクシーやい、妖精やい。お菓子はやらぬが悪戯たのまぁ〉！」

　世界の 理ことわり を改変する真に力ある言葉が 迸ほとばし り、呪文の輪がたしかに魔神の姿を捉えた。もはやその翼はいくら羽ばたこうとも重力の軛くびきから逃れる事はできない──本来なら。

　下級たりとて魔神は魔神、世の理を捻ねじ曲げて存在する怪物である。

「ＡＲＲＥＭＥＲＲＲＥＲＲＲＲＲ!!」

　地に墜おちたかと思えたその魔神は強引に翼を動かし、魔力の鎖を引き千切ちぎり、吠ほえ猛たける。

　必ずや応報せねばなるまい。あの鉱人、蜥蜴人、そして森人を。

　上古の森人の血と臓物の香りは、想像するだけで低俗な魔神の欲望を頼たぎらせる。

「もらいッ!!」

　しかし、その欲望を痛烈に打ちのめしたのもまた森人の一射だった。馬車の縁へ足をかけ身を乗り出した妖精弓手は、容赦なく木芽の矢を魔神へと撃ち込んだ。

「ＡＲＥＥＥＲＭ!?」

　苦痛に身悶みもだえする魔神は、矢から綱が伸びている事に気づくのがほんの僅かに遅れる。そしてその僅かさえあれば、馬車が綱をピンと張るまで加速するのには十分すぎた。

「！？！？！？！？！？！？！？！？！？！？」

　けたたましい悲鳴、怖気おぞけ立つほどの絶叫が月下の広野に木霊こだまする。

　馬車でもって地べたの上を引きずられるなど、この魔神は想像したこともなかったろう。懸命に飛ぼうと足掻きながらも牽引され、地べたを転げまわる有様ありさまは無残でもある。

　だが下級魔神はそれでも筋力に物を言わせ、姿勢を制御せんと地に足の蹴爪けづめを食い込ませる。立ち上がりさえすれば、再びの飛翔までそう間はない。

　飛ばれれば、厄介だ。

「ここからは、どうするの!?」

　次の矢を矢筒から引き抜きながら妖精弓手が声をあげ、のっそりと蜥蜴僧侶が立ち上がった。

「無論、仕留めまする」

　いうなり、蜥蜴僧侶は触媒たりうる牙を両手に鋏はさんで合掌をした。

「〈伶盗龍リンタオロンの鈎かぎたる翼よ。斬り裂き、空飛び、狩りを為なせ〉」

　掌中で見る間に膨れ上がり研磨されたのは、大振りな〈竜牙刀シャープクロー〉。

「馬は!?」

　と、思わず妖精弓手が振り返ったそこには、手綱をしっかと握りしめている 竜　牙　兵ドラゴントゥースウォリアー の姿。

「仕留めるって……おい、おい、鱗の。まさか跳び掛かる──」

「滅相もない」

　目をひん剥いて問いかける鉱人道士へ、蜥蜴僧侶は思慮深い僧職然とした動きで首を振った。

「そのまさかよ」

　次の瞬間、ぎしりと馬車を軋ませた蜥蜴僧侶は下級魔神へと躍おどりかかった。

「おお、恐るべき竜よ、大いなる父祖よ！　御照覧あれ!!」

「ＡＲＥＥＥＲＭＥＥＲ！？！？！？！？！？」

　爪、爪、牙、尾。抗あらがう魔神を切り裂き、噛み砕き、打ち据える。〈火矢〉を放たんとす顎あぎと、その直下の喉のどを蹂躙じゅうりんして気道を潰しながら、蜥蜴僧侶は吠え猛る。

「イィイィィィヤアアァアアアァアァァッ!!」

　そして、いとも容易たやすく竜牙刀が魔神の素っ首を討ち落とした。落ちた頭部は転げながら広野へ消え、馬車に引きずられる骸からは青紫色の血潮が噴き出す。

　屠った死体の上に乗った蜥蜴僧侶は返り血を浴びながら平然とし、快活に顎を持ち上げる。

「いやあ、良き功徳くどくが積めましたな」

　彼方かなたから昇り始めた朝日を受けて、その竜頭は得も言われぬ雰囲気を纏っていたものだった。
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「あれを見て、わしらは『此奴には逆らわないようにしよう』と密かに誓い合ったんじゃ」

「拙僧とて、血の滾ることはありますでな」

　しれっとした調子で応じた蜥蜴僧侶は、喜々として運ばれてきたチーズの塊を両手で掲げる。そしてがっぷりと大顎を開けて噛みつき、噛みちぎるなり「甘露！」と尾で床を打った。

「なにせほら、こう見えて拙僧、温血動物であるからして」

「お前さんの冗句は良くわからん」

　やれやれ。処置なしだとばかり鉱人道士は手を上げて、ついでに女給へエールを頼む。並々たっぷり太鼓腹、樽腹へ注ぎ込むのが、友と呑のむ時の鉱人の礼儀だ。

「んで、揃ったんか？」

「と言いますと？」

「矢だ、矢。矢と弓」

「ああ」

　岨噂したチーズを、喉を鳴らしてゴクリと飲み込み、蜥蜴僧侶は目端の食い滓かすを舐めとった。

「鏃が野伏殿、繋つなぐ矢柄は術師殿、矢羽が拙僧……」

「……弓があの娘っ子、射手がかみきり丸ってとこか？」

「然り、然り」

　こっくりと頷く蜥蜴僧侶を横目に、鉱人道士は運ばれてきたエールの杯を受け取る。並々と注つがれた酒を、まずは畷るように口付け、それからぐいと一息に呷った。

「いかな名弓とて、空撃ちばかりでは傷いたみますでな」

「しっかし小鬼ばかりしか狙わぬのは、さて、良しとすべきか悪あしとすべきか」

　げふ、と酒臭い吐息を漏らし、赤ら顔の鉱人道士は自髭についた雫を手の甲で拭った。

「なんにせよ」

「うむ、何にせよ」

「良き一党パーティだな」

「文句などあろうものか」

　蜥蜴僧侶は大顎をあげて笑い、鉱人道士もまた胴間声でがらがらと笑った。さらに追加で運ばれてきた杯を手にとった二人は、それをがつりとぶつけ合う。

「良き友に」

「良き戦友に」

「良き冒険に」

　乾杯、と。三度掲げられた杯の中身が飲み干される。




出会いと別れと言うからにゃ

灰になったり消えたやつらも　いそうなもんだ

いつかは会えるかと　出たり入ったり繰り返し

消えた書物のページをめくる

鍛えたところで万年戦士

名前も忘れた　あいつは誰だ

あっと思ったら手遅れで　そいつはあっさり消え失せた

出会いと別れと言うけどよ

出会いも別れも一度きり





　冒険者の夜は、このようにして更ふけていくのだった。






　　　　第10章　『往って帰って来たお話』







　乗合馬車が停留所へ止まった時には、もう夕暮れに追い抜かれていた。

　沈みかけた陽ひは最後の赤い光を投げかけ、暗闇くらやみと交じり合って世界を紫色に塗り潰つぶす。長く伸びた影法師は、やはり大きく歪ゆがんだ街の影と混じり、戯画化された不可思議な佇たたずまい。

　遠くで家路を急ぐ子供の声を聞いたゴブリンスレイヤーは、強張こわばった体を軽く解ほぐした。馬車というのは座っているだけだというのに、どういうわけか筋肉が固まるものだ。意識は冴さえている。が、体はずしりと重く、頭はどんよりと濁り、足元がふわふわと軽い。

　──頃合ころあいか。

　眼の奥の鈍い痛みを、数秒瞼まぶたを閉じることで堪こらえながら、彼はあっさりとそう決断した。只人ヒュームが連続して戦えるのは二十日かそこらだと、以前に何かで聞いた覚えがあった。休憩を取らないと、これ以上はあらゆる意味で能力が低下しかねない。

　ゴブリンスレイヤーは、それを是とするほどに楽観的ではなかった。

　ずかずかと大門からすぐ傍そばの、背丈せたけの高い建物──ギルドに向かって真まっ直すぐと歩き出す。

　報告をし、報酬を貰もらい、装備を調え、休息を取り、またゴブリンを退治しに向かう。何一つとして変わらないルーチンワークだ。変わりようがない。

　と、彼がギルドの扉に向かおうとした時だった。

「うおッ!?」

「あ……ら」

　向こう側から扉が押し開かれ、あわやぶつかるかというほどの目前に、二人の男女。

　ギルドから外へ出ようとした男は赤黒く汚れた鉄兜てつかぶとを前に、ザッと数歩を飛び下がる。対する女は肉感的な肢体をしならせ、杖つえを携たずさえたまま唇で優雅な弧を描いてみせた。

「お前なあ」と槍やり使いはひどくげんなりとした顔で言った。「その兜でうろつくの、やめろ」

「驚かせたか」

「驚いてねぇよ」

「リビング……メイル、に。見える……のよ、ね？」

　不満げな槍使いは、魔女がくすくすと笑うせいで、ますます不貞腐ふてくされて舌打ちをする。ゴブリンスレイヤーは鉄兜を巡らせ、なんともなしに二人の様子を目に留めた。

　槍使いは愛用の槍に甲冑かつちゅうにと武具を纏まとい、背嚢はいのうを穂先に引っ掛けて担かついでいる。魔女はといえばいつもの装束しょうぞく、いつもの杖。巻物スクロールを収めた簡帯。

　二人がどこへ行くかは、もはや明白だった。

「冒険か」

「ええ」と魔女は眉毛まゆげの長い目を、僅わずかに細めた。「冒険デート……なの」

「そっちは相変わらずゴブリン退治か？」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。「終わったところだ」

　そうかよ。短く呟つぶやいた槍使いは、続けて何か言おうと口を開いた。しかし彼は何やら名状しがたい表情で鉄兜とギルド内を見やり、何も言わずに口を閉じた。

　ゴブリンスレイヤーは扉を押さえながら、脇わきに退のいて道を開けた。そして少し考え、何か言うべきだろうと思い、短く言葉を発する。

「気をつけて行け」

「てめえが言うな」

　トンと槍使いの握り拳こぶしが、すれ違いざまにゴブリンスレイヤーの肩を叩たたいた。

　お、と思ってゴブリンスレイヤーが叩かれた肩を見ている間に、既に槍使いは抜けている。頭を持ち上げれば今度は魔女が、何やら意味深な笑みを残し、腰を振り振り去っていった。

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは僅かに首を傾かしげると、押さえていたギルドの扉を離した。

　ぎいと音を立てて閉まった扉を、今度は自分から押し開ける。途端、わっというような喧騒けんそうが彼に覆おおい被かぶさってきた。

　受付へと詰めかけて、自分の冒険を報告している一党パーティ。掲示板を睨にらみつけ、今から出かけられる冒険を探している組。酒場へ休日だからと繰り出す者もいれば、冒険の打ち上げに意気いき揚々ようよう乗り込んでいく者も。

　賑やかで、猥雑わいざつで、武具の鳴る音、人の声、それらがごった返した空間。

　ゴブリンスレイヤーは入口で首を巡らせると、ずかずかと待合用の広場へと歩き出した。受付嬢が今、他ほかの冒険者の応対をしているのが見て取れたからだ。

　彼女の会釈えしゃくに軽く頭を上下させ、ゴブリンスレイヤーは長なが椅子いすにどっかと腰を下ろす。

「お」

「あ」

　そこに、なんとも間の抜けた声がかかった。

　鉄兜を巡らせて見れば、そこには何とも疲労ひろう困憊こんぱいした有様ありさまの、少年少女の姿があった。新米戦士と見習聖女──水浴びの後なのか、どうやら髪が湿気しけって、濡ぬれているようだ。それでも顔にどこか高揚した様子があるのは、一仕事終えた喜びからだろう。

　少年の腰には片手剣の他、棍棒が吊つるされている。使い込んだ様子で黒ずみつつあり、柄頭つかがしらには輪になった革紐かわひもが通されていた。

　ゴブリンスレイヤーは、僅かに兜を傾かたむけた。

「使っているのか」

「……ああ、うん」

　新米戦士はなんとも居心地悪気に身じろぎをし、ぽん、と 掌てのひら で軽く棍棒を叩いて見せた。

「わりと」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーがそう言って頷くと、新米戦士は決まり悪そうに頬ほおをかく。

「いろいろ、考えたけど」

「……」

「つぶし丸マッシャーって、名前にしようと思って」

「そうか」

　見習聖女が「ちょっと　と新米戦士の脇腹を小突いた。「恥ずかしいじゃないの」と。うっと呻うめいた新米戦士は、しかし「だけどさ」と反論の姿勢を崩さない。

　きゃんきゃんと言い争いだした二人を順繰りに見やり、ゴブリンスレイヤーは席を立った。受付嬢の前の列が捌はけていたからだ。

　ゴブリンスレイヤーはしばし黙りこむと、足を動かす前にぼそりと呟いた。

「悪くない」

　途端、二人の口くち喧嘩げんかがぴたりと止まった。信じられない言葉を聞いたように、呆然ぼうぜんと少年少女が安っぽい鉄兜を見上げてくる。

　その鉄兜が、僅かに下の方向へ動く。

「投擲とうてきには向かんが、紐を通すのは良い工夫だ」と低い声が続けて「試してみよう」と言った。

　思わず顔を見合わせる二人に背を向けて、ゴブリンスレイヤーはずかずかと歩き出した。帳場では冒険者の応対を終えた受付嬢が、とんとんと書類の束たばを整えている。

　目が合うと、彼女は薄汚れた鉄兜に向けてにっこりと微笑ほほえんだ。

「お疲れ様です、ゴブリンスレイヤーさん！」

「ああ」

　ぎしりと椅子を軋きしませながら彼が腰を下ろすと、ふと帳場に見慣れぬ物があるのに気づいた。掌に乗るほどの小さな人形──いや、冒険者を模した駒が五、六個、隊伍たいごを組んで並んでいる。

「ああ、これですか」

　受付嬢はくすりと笑みをこぼすと、そのうち一体を指先でつまみ取る。軽装の戦士だろうか。小振りな盾と剣を構えた駒を、彼女は掌の上に載せ、軽く突いた。

「この間見つけて……備品なんですけどね。しまいこんでおくのも可哀想かわいそうでしたから」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーに「はい」と彼女は頷いて、駒を元あった通りに並べ直す。

　身軽な斥候、鎧 兜よろいかぶとの騎士、森人エルフの魔女、鉱人ドワーフの戦士、そして老練なる僧侶。

「これは一党パーティか？」

「ええ。地獄に通ずる墳墓の扉を閉じる為ために旅立った、冒険者の一党パーティです」

　結局世界は救えなかったんですけど。テレテレと頬を掻かく受付嬢に、彼は言った。

「バランスは取れているな」

「はい。とても良い一党パーティでした」

　彼女はまるで、彼らが実在する冒険者であるかのように、その冒険譚ぼうけんたんを物語る。墳墓の入口を探求する旅、緑色をした守護者の怪物たちとの戦い、恐るべき迷宮……。

　ゴブリンスレイヤーはそれを黙って聞き、ふと気づいた受付嬢が「とと」と慌てた。

「す、すみません、一人で雑談してしまって……」

「いや」とゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「興味深い」

「そうですか？」

　受付嬢は三つ編みを揺らして、僅かに小首を傾げる。そして「こほん」と咳払せきばらい。

　準備しておいたお茶をそそくさと用意して、カップを彼へ差し出して、ちょこんと座り直す。

「ええと、それで……依頼の方はどうでした？」

　ゴブリンスレイヤーはカップを掴つかむと、がぶりと一息で飲み干して、言った。

「ゴブリンがいた」

　はいはい。受付嬢は何が嬉うれしいのか、にこにことした様子でペンを書面に走らせる。

　何匹いた。どのように配置されていた。それをどう殺したか。救助者の状態。成否。淡々と語られる内容は、いつもと変わらない。ゴブリンスレイヤーのゴブリン退治だ。

　一通り報告を書き終えた後、一文ずつ読み合わせを行って内容の再確認。不備はない。受付嬢は「お疲れ様でした」と、承認印を報告書へと押した。

　これで作業は終わりだ。後は金庫から報酬を取り出して手渡すだけ。

「では報酬の方を……ああ、そうそう」

　ぽん、と丁寧に爪先つまさきを整えてある手を打った。忘れてはいけないことがあった。

「この間の村、覚えていますか？」

「どの村だ」

「ゴブリンスレイヤーさんが一人で行った……」

「ああ」と彼は頷いた。

　洞窟。村人。少年。虜囚りょしゅう。

「覚えている」

「あの村からですね」と受付嬢は、ふふふと意味深に笑った。「お礼が届いてるんですよ」

　ちょっと待ってくださいね。言い置いて、受付嬢はコマネズミのように駆けて行く。

　金庫を開けて取り出した革袋を秤はかりに載せて、重さで金額を確認。問題なし。

　トレイに載せた革袋と一緒に、彼女がよいしょと抱えたのは似つかわしくない籠かご一つ。帳場に置かれたそれには、収穫したばかりと思わしきトウモロコシが山積みになっていた。

「どうぞ冒険者さんに食べてください、って！」

「ほう」

　ゴブリンスレイヤーがそのトウモロコシを手に取ると、何ともずしりと重い手応てごたえ。そして葉の二、三枚をめくって見れば、金色の実がたっぷりと詰まっている。



「これは良く実っている」

「でしょう？」

　彼女はまるで我が事のように自慢気に、その均整の良い胸を反そらして見せた。

「それでこのお野菜を届けてくれたのも、この間救助された方なんですよ」

「……そうか」

「ええ」

　受付嬢も、どこか安心した様子でトウモロコシへと目を落とした。冒険者や傭兵ようへいが敗北を経へて生きており、再起できる事は稀まれだ。

「良かったですね」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと鉄兜を上下させた。

「良かった」

　そして諸々の手続きを終え、ゴブリンスレイヤーはトウモロコシの籠を抱えて立ち上がった。

　ギルドに集つどう人々は、昨日今日登録を済ませた者を除いて特に気にも留めないらしい。ちらりと目を向け「ああ、また何かやってるな」という程度で済ませてしまう。

　ひょいと工房から顔を覗のぞかせた丁稚でっちの少年も同様で、彼はひょいと軽く会釈をする。ゴブリンスレイヤーが立ち止まって「なんだ」と問うと、彼は前掛けで手を拭ぬぐった。

「いえね、また剣が必要かもしれないと思いまして、早めに注文伺いをしとこうかと」

「そうか」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「なら、一本頼む」

「はいはい。まとめて何本か頼む気はありませんかね？」

「ない」

　そう言って、ゴブリンスレイヤーは腰の鞘さやを叩いてみせた。

「持ち歩くのは一本ごとだ」

　その返事に丁稚の少年は「ゴブリンスレイヤーさんらしい」と苦笑いしつつも頷いた。

「じゃ一本用意しときますんで……って、わ、トウモロコシですか」

　ひょいと籠を覗き込み、丁稚は目を輝かせた。「良いなあ」という呟きが漏もれる。

「もう、そんな季節でしたか」

「ああ」

「ここに来る前は、田舎いなかで良く茄ゆでて食べてたんですよ、夏になると」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤ1は無造作に籠へ手を入れ、二、三本のトウモロコシを掴みとった。それをそのまま、ぐいと丁稚の少年へ向けて突き出す。

「持っていくか？」

「え」と丁稚の口から驚きの声が漏れる。「良いんですか？」

「お前と親方には世話になっている」

「わ、じゃ、じゃあ、遠慮なく頂きます！」

　丁稚の少年は両手一杯にトウモロコシを抱えると、ぺこぺこと頭を下げてから駆け出した。

「親方！」と工房から響く声をしばし聞いたゴブリンスレイヤーは、背を向けて歩き出す。

　宵よいの口という事もあって、依頼から戻ってきた冒険者たちでギルドは混雑している。その合間をかき分け、顔見知りに挨拶あいさつされる度たびに軽く頭を動かして会釈をしながら進む。

「まったく、言えばうちの厨房ちゅうぼうで蒸ふかしてやるっていうのにさ」

　と、扉の前に差し掛かったところで、ぐいと脇から腕を引っ張られた。

「なんだ」と見やれば、そこには彼の腕を取った獣人女給が、工房の方を睨んで立っている。

「っていうか、こういう時は先にあたしらの方に持ってきてもらわなきゃ困るんですけど」

「そうなのか？」

「そ。料理しておすそ分けまで一行程で出来るからね！」

　気が利きかないねぇ、などと言われてもゴブリンスレイヤーは「そうか」と頷くばかり。むしろそんな鎧兜姿の冒険者が、穀物を抱えて突っ立っていれば否いやが応おうでも目立つもの。

「おーう、ゴブリンスレイヤー！」

　酒場の方からのんびりとした大声が投げかけられる。鉄兜を巡らせて見てみれば、既に出来上がっているらしい重戦士が赤ら顔で手を上げている。

「どうだ、そっちも上がったとこだろ。一杯くらい付き合えよ！」

「なんだお前、あいつも誘うのか？」

　その横では美貌をほんのり朱に染めた女騎士が、据わった目付きで卓に頬杖をついていた。

「良いじゃねえか。たまにはな」

「どうせ酒の肴さかなにできるのは小鬼退治の話だけだろう、あいつは」

　女騎士は「まったく、仕方がない」と面倒くさそうに立ち上がり、がたごとと席を動かす。

「ほら、子供よ。どけどけ、この聖騎士パラディンが座るのだからな」

「いやあ、姉ちゃんその言い草で聖騎士ってのは……」

「なにおぅ？　良いかお前ら。私だっていつかは聖なる一撃ホーリースマイトをな……」

「お姉さん、最近は盾 叩 きシールドバッシュばかりじゃないですか……」

「騎士が盾を振り回して何が悪い！　いや、神が奇跡を授さずけてくださらないのが悪い！」

「あー、もー、うっせえうっせえ。ちったぁ静かにしろ、お前ら！」

　押しのけられた少年斥候スカウト、少女巫術師ドルイドらと、まるで子供のような言い争い。たまらず顔をしかめて止めに入った重戦士は、とてもこちらを気にしてられる様子ではない。

　さてどうしたものかとゴブリンスレイヤーが立ち尽くしていると、すっと隣に立つ影が一つ。

「呼び止めてしまってすみませんね」

　重戦士一党パーティの半森人だった。彼は優美な手つきで頭こうべを垂れて、片目を瞑つむってみせた。

「うちの大将らには言っておきますから、どうぞお気になさらず」

「そうですよぉ。あの人らもう、とーっくに酔っ払ってますからね。気にやしませんて」

　けらけらと笑った獣人女給が、その獣様の手を追い払うように振ってみせた。

「ほらほら旦那、早く帰った帰った。人ォ待たせてるんでしょ？」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは二人へ鉄兜を向け、そして奥にいる重戦士へ向け、上を見、下を見た。

「すまん」

　低い声の謝罪に「良いんですよぉ」と笑顔で返され、何も言えずに彼はその場を辞した。

　冒険者たちの人混みに揉もまれながら、自在扉を開けて外に出る。夜風が涼やかに吹き抜け、ゴブリンスレイヤーは兜の中で目を閉じた。そして一歩前へ。

　ずかずかといつも通りの無造作な足取りで道を行き、大門を目指す。といってもそこはギルドの目の前だから、さほどの距離はない──のだが。

　急ぎ足で大門を潜くぐり抜ける冒険者や旅人の中に、頭一つは背の高い巨漢の姿が見えた。特徴的な人影を目に留めてゴブリンスレイヤーが立ち止まると、向こうも気づいたらしい。

「おお、小鬼殺し殿！」

　蜥蜴僧侶リザードマンがぱっと顔を輝かせ、大きく腕をぶんぶんと振って合図をしてくる。人混みをかき分けて近づいてみれば、彼の周りには三人、いつもの仲間が揃そろっていた。皆一様に疲れ、服を汚れさせ、達成感に満ち満ちた表情を浮かべている。

　鉱人道士ドワーフが僅かな血の臭においに鼻をひくつかせ、それを打ち消すように酒瓶さかびんの栓を抜いた。

「なんじゃいな、かみきり丸は今からまた行くんか？」

「いや」とゴブリンスレイヤーは鉄兜を揺らす。「帰るところだ。そちらはどうした」

「ちょいと冒険を片付けてきた後、ってとこだな」

「やっぱ前衛が一人だと厳しいのよねー」

　妖精弓手エルフがやれやれとでもいうように大げさな動きで肩を竦すくめ、頭を左右へ振る。そしてひょいと手を伸ばして女神官を捕まえると、彼女をぎゅうと抱きしめた。

「わ、わわ……っ!?」

「疲れたでしょ？」

「いえ、そんなっ」

　突然の接触に目を白黒させていた女神官だったが、そのせいかどうか恥じ入ったように俯うつむく。

「皆さんに守って頂いてもらってばかりで、わたし……」

「謙虚よねー」

　か細い声に「良い子良い子」と妖精弓手は彼女の華奢きゃしゃな体を抱きしめつつ、頭を撫でてやる。そうしながらもちらりとゴブリンスレイヤーに目を向けている辺り、逃す気はないらしい。

「で、鉱人じゃないけど、ちょっと美味おいしいものでもたべよう、ってなったの」

「なるほど」

「あら、これトウモロコシ？」

　森人の油断ならざる瞳ひとみが、ゴブリンスレイヤーの脇に抱えた籠に目をつける。見ればそこには葉に包まれた金色の穀物が、豊かに実って置かれているではないか。

「ね、ね、一本貰って良い？」

　言うが早いか、するりと女神官から離れた妖精弓手はさっとトウモロコシの一本をかっさらう。

「お前は圃人レーアかなんかか」と鉱人道士がげんなりとした顔になるのもどこ吹く風。

「構わんぞ」などとゴブリンスレイヤーが言うものだから、なおさら得意気に薄い胸を反らす。女神官が困ったようにわたわた慌てるばかりなので、蜥蜴僧侶がしゅうと鋭く息を吐はいた。

「ほほう。拙僧せっそうの故郷でも、よく食うておりましたよ」

「え、お肉以外もお口にされるのですか？」

　すかさず女神官が驚いたような口調で問いかける。

　疲れているのに喧々けんけん囂々ごうごうと喧嘩が始まるのは、どうしたって避けたかったからだろう。

「拙僧の郷里ではこれで粥かゆを拵こしらえ、はちみつやら竜舌蘭りゅうぜつらんの汁などを入れ、飲み物にするのだ」

「へぇー、想像つかないわね」

　妖精弓手が気を引かれて興味津々と身を乗り出し、女神官はほっとしたように息を吐いた。

「では、拙僧が拵えてしんぜよう。と、そうだ、小鬼殺し殿」

「なんだ」

「宜よろしければ、また一塊ほど、そのう……」

「チーズか」

「……うむ」

　そわそわと落ち着きなく首を振っていた蜥蜴僧侶が、然しかりと尻尾しっぽで地面を叩いた。

「部屋に個別で届けるよう、伝えておく」

「おお、ありがたや！　いやあ、どうにもあれが病み付きになってしまいましてな」

　ゴブリンスレイヤーの返事に「おお、甘露よ！」などと歓喜の声をあげる蜥蜴僧侶。それを横目で見やった妖精弓手が「だったら」と口を開く。

「オルクボルグが持ってきたげれば良いじゃない」

「それでは牧場の仕事にならん」

「ふぅん」

　律儀りちぎなんだかそうじゃないんだか。妖精弓手が長耳を揺らして、くすくすと笑った。

「じゃあさ、丁度良いし……オルクボルグに仕事をお願いしようかしら」

「ゴブリンか」

「違うわよ」と妖精弓手は長耳を振った。「この子、神殿まで送ってってあげて」

「ふぇっ!?」

　そう言って押し出されたのは、女神官である。とんと背を押されてつんのめり、ゴブリンスレイヤーの前へまろび出る。彼女は慌てた様子でわたわたと妖精弓手、ゴブリンスレイヤーと視線を動かした。

「え、あ、いや、だ、大丈夫ですよ、一人で。すぐ近くですし……」

「夜道は危ねぇぞ」

　白髭をしごきつつ、鉱人道士がにんまりと意地悪げな笑みを浮かべる。

「いつゴブリンどもがでるかわかんねえもんなぁ、かみきり丸や」

「ああ」と応じるゴブリンスレイヤーは至極大おお真面目まじめ。

「だが、ギルドの宿に泊まっているのではないのか」

「それが何だか秋のお祭りで色々話があるんだってさ」

　ね？　と妖精弓手に同意を求められて「え、えと……」と女神官は言葉を濁した。

　それは事実であるらしく、しかれども認めると本当に送ってもらうことになりそうで。

「送って貰えれば宜しかろう」

　そんな彼女をさらに追い詰めるように、蜥蜴僧侶がしれっと説得に参加する。

「こういう時は遠慮せぬものですぞ」

「……」

　いかにも思慮探そうな口調で言うものだから、些細ささいなことでもその通りかと思ってしまう。女神官がどうしよう、と困り顔で皆の顔を見回していると、ゴブリンスレイヤーが動いた。

「行くぞ」

　短く一言だけを呟いて、彼はずかずかと歩き出してしまう。

「え、あ、あ、は……はいっ」

　置いてきぼりにされては敵かなわないと、思わず小走りで走りだした女神官。

　彼女がくるりと振り返ると、三人の仲間たちが微笑ましいものでも見るように見送っている。それがなんだか気恥ずかしくて頬に熱が昇るのを覚えながら、彼女はぺこりと頭を下げた。

「じゃあ、えと……また明日！」

　ゴブリンスレイヤーは立ち止まって少し考え、僅かに鉄兜を傾けてから、再び歩き出す。

　どんどん遠ざかっていく背中を、女神官は懸命になって追いかけた。やがて彼の横に並ぶ事ができたのは、彼女の努力ではなく、歩調を緩ゆるめてくれたからだ。

「さ、最近はその、お忙しかったんでしょうか……？」

　上がった息を整えつつ、女神官は下から見上げるようにして彼の方を見やった。相変わらずの鉄兜。暗くなりつつあるから、余計に表情はわからない。

「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。「金が必要だったからな」

「お金……」

「もう貯たまった」

　ん、と。女神官は白い指を唇に宛あてがって、俯いて考えこむ。

　少しの不満と少しの心配。妬ねたみ嫉そねみの類たぐいではない、と思うけれど。頼られなかったのは寂さびしくもあり、不服でもあった。もっと言ってくれても良いのに。

　などと考えている間にも、彼の足は進み、女神官は健気けなげにそれを追いかける。

　だから地母神神殿への到着もすぐの事。

「ついたぞ」

　ゴブリンスレイヤーにそう呼ばわれてはっと顔をあげたなら、そこはもう神殿の入口だ。白亜の聖堂は沈む夕日の紫色に染まっていて、奥では当番が灯ともした篝火かがりびがちらほらと。

　女神官は「ありがとうございます」と言ってから、入口へ続く階段を数歩駆け上がる。

　──これで良いのかしら。

　とてもそうは思えなかった。

「あ、あのっ」

　だから振り返って、内心の勇気を奮い立たせて、彼女は懸命に声をあげた。顔はきっと赤いけれど、夕日の色と暗闇とで、きっとわからないはずだ。

「次に冒険へ出る時は……ちゃんと声をかけてくださいね！」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは、黙って彼女の顔を見上げた。そしてしばし後「ああ」と声を出して、はっきりと頷いて見せた。

「そうしよう」

　それだけで、女神官には十分であったらしい。彼女はぱぁっと夕闇の中でもわかるほどに顔を輝かせ「はいっ！」と元気よく頷いた。

「また明日！」と叫ぶ彼女に「また明日」と呟いて、神殿へ駆け込む細い背中を見送る。ゴブリンスレイヤーはそうしてしばらく、神殿の前に立ち尽くした。

　──今日は良く人と会う日だ。

　いつかと同じような事を、ゴブリンスレイヤーはふと思う。だがしかし、それは同時に誤りだとも思った。

　人は常にそこにいるのだ。

　何かが変わったと言えば変わったのかもしれない。何も変わっていないと言えば、変わっていないのだろう。ただただ、気づかなかっただけだ。自分はあまりにも多くのものを見過ごしてきていた気がする。

　深く息を吸い込んで、大きく息を吐く。

　ゴブリンスレイヤーは未いまだ賑やかなギルドの前を通り、大門を潜り、街道へ抜けた。双月明かりも煌々こうこうと、星の光と合わさって、夜だというのに不思議と暗さは感じない。ざわざわと下生したばえを揺らして吹き抜ける風も、夜ともなれば涼しく、心地が良い。

　彼は黙々といつも通りの足取りで道を行く──と。彼方かなたに、ぽつりと一点の灯あかりが見えた。

　いつもと同じ時、同じ場所で。牧場の灯が見える所まで戻ってきたのだ。

　ゴブリンスレイヤーは少しだけ歩調を速めた。牧場主の手伝いをして組んだ石垣を越えて、自分の修繕した柵を通って、玄関まで。

　ほんの一息だ。

　古い木戸の前に立ったゴブリンスレイヤーは、しかしすぐに扉を開けようとはしない。

　まず彼は腰の雑嚢をまさぐって、金貨の詰まった袋を引っ張りだした。ずしりと来る重みを掌で量り、袋の口を緩めて中身を検あらためる。問題なし。それを押し込むと今度は、右、左と鉄兜を動かした。最後に天を振り仰あおぐ。

「よし」

　僅かに呟いて、ゴブリンスレイヤーはドアノブに手をかける。回して、押し開いた。

　ぎぎいと音を立てて軋むドアの向こうは、ほっとするような温かさと甘い香り。それが牛乳を煮たものだと理解するのと同時に、台所に立っていた彼女がくるりと振り返る。

「わ、今日は遅かったね！」

　驚きに目をぱちくりと瞬またたかせた彼女は、前掛けで手を拭いながらぱたぱたと台所を走り回る。

　彼は後ろ手に扉を閉めると、慎重な足取りで室内へと入った。その動作をちらりと見た彼女は、彼が脇に抱えている籠に目を留める。

「あれ、どうしたのトウモロコシ。綺麗きれいだねー」

「貰った」

　彼はそう言って、籠を適当に卓の上へ置こうとする。

「そっか」と頷いて大鍋をかき混ぜた彼女は「テーブルの上はダメだよ」と見もせずに言う。

「む」

「せめて椅子の上にして欲しいな」

「伯父さんはどうした」

「今日は会合で遅くなるって」

　ならば良いのだろうか。彼は椅子を一つがたごとと引くと、そこに籠を載せた。トウモロコシの束は、まるで主賓しゅひんか何かのように堂々とそこに鎮座する。

　彼はそれに「ふむ」と頷いた。その間も彼女は台所を忙せわしなく動き回っている。

「ちょっと待っててね、すぐご飯にするから」

「ああ」と言った彼は自分の椅子のすぐ脇まで近づき、背もたれに手をかけた。

「んー？」

　相変わらず座る気配がしないので、どうしたのだろうと肩越しに彼女が振り返る。見れば彼は椅子の傍に立ったまま、何やら黙りこんでしまっているではないか。

　──ふむん？

　彼女は前掛けで手を拭きつつ、とととっと火元を離れて彼の元へ小走りに近づく。

　──大体こういう時は、こっちから振ってあげた方が良いんだよね。

「どうしたの？」

　彼女は前かがみになって、下から覗き込むようにして彼の鉄兜を見やった。相変わらずの鉄兜。表情なんかまるでわからない。けど、彼女には何となく想像がつく。

　彼は「む」とか何とか唸うなりながら、しばらく口を閉ざし、やがて「いや」と言った。

「食事の前に」

「うん」

「渡したいものがある」

　どうにかこうにか切れ切れの言葉を発した彼は、腰の雑嚢をまさぐった。

　ずるりと引っ張りだしたのは、先ほど彼が確認した金袋だ。テーブルの上に置くと中の金貨が崩れ、じゃらりと重たい音を立てる。

「あれっ？」

　彼女は目を瞬かせた。

「今月のお家賃って、もう貰ってたと思ったけど」

「違う」

　彼は常より輪をかけてぶっきらぼうな口調で言い捨てた。

「誕生日だ」

「あ」と彼女は思わず両手を打っていた。

　そういえば、そうだった。忙しくて、すっかり忘れてしまっていたけれど。

　──明日はあたしの、十九歳の誕生日じゃあないか。

「何を贈れば良いかわからんから、これが一番だと思った」

　彼はそう言って、金袋を無言で押し出してきた。

　丁寧に包装してあっても困るけれど、飾り気も洒落気しゃれっけもない革の袋。そしてよりにもよって中身はお金だ。誕生日の贈り物としては、下から数えた方が早い。

「……ホント、君ってさ」

　怒るべきか、嘆くべきか、呆あきれるべきか、悲しむべきか。

　牛飼娘は色々曖昧あいまいな表情を浮かべた後、結局「仕方ないなあ」という苦笑いを選んだ。金貨の袋を子供が贈り物のぬいぐるみをそうするように、ぎゅうと豊かな胸元むなもとに抱き寄せる。

「わかってないように見えて、わかってると思わせて、実は本当にわかってない時あるよね」

「む」

「わからないなら一緒に買いに行くとか、一緒に選ぼうとかさ」

　──そういうのが欲しいな？

　彼女が小首を傾げて言い募ると、彼は低い声で呻いた後、ゆっくりと鉄兜を上下させた。

「……わかった」

「わかってないかな、その返事は。──ありがとうは、プレゼントを決めた時に言うね？」

　これはお説教だね。

　彼女はくすくすと笑いながら、彼の背中を軽く叩いた。

「収穫祭の時とか、ちょっと期待してるからさ」

　牛飼娘は笑いながらも、まるで期待していない風に言った。だから彼の「考えておく」という言葉もさして取り合わず、「はいはい」と受け流した。

「ほら、とにかく座って座って。もうできるから、ご飯食べちゃおう」

　そして鎧のせいで硬く大きな肩に両手をのせて、ぐいと彼に椅子を引かせて放り込む。そして小走りに台所へ向かいかけた彼女は、ふと思い出したようにくるりと振り返った。

「と、そうそう、大事なこと忘れてた」

　その顔に、彼女が精一杯できるだけの華やかな笑みを浮かべてみせる。

「おかえりなさい！」

「ああ」

　彼は頷いて、静かに椅子へと腰を下ろし直した。

「ただいま」





　　あとがき







　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです。皆様四巻を楽しんで頂けましたでしょうか？

　今回は短編集ということで一巻と二巻、二巻と三巻の間の話となっております。色々な人が、色々な事を考えて、色々な事をして、色々な事が起きるお話です。

　なのでちょっとゴブリンの出番は少ないのですが、今回もゴブリンは退治されています。そして今回はドラマＣＤを制作して頂ける事になり、限定特装版に付く事になりました。女神官さんと妖精弓手エルフさんの冒険ですから、こちらもゴブリンの出番は少ないです。でもちゃんとゴブリン退治のシーンは入っていますので、ご安心頂ければと思います。

　いや、もう、本当、声優さんって凄いですね。びっくりしました。こんな事ならもっとこう、あの人とかこの人の出番を増やしてセリフ量を増やして……などと考えながら照れくさくて、収録を聞かせて頂いている間ずっと俯うつむいていました。どうやら他の作者さんも似たような傾向があるそうです。自分だけではなかった！

　そしてそして、『このライトノベルがすごい！』の文庫新作部門一位を頂きました。本当にありがたいお話なのですが……なんか変なのが一位で良いのでしょうか。ゴブリンゴブリン言いながらゴブリンを退治する冒険者のお話ですけれども。

　ともあれ、今後もゴブリンが出てきたのでゴブスレさんが退治する話を書いて行きます。五巻は三巻の直後、冬の雪山にゴブリンが出てきたので退治しに行くお話になるはずです。

　一巻で丘を越え、二巻で都市の地下、三巻で七本の怪物、四巻休みで五巻は山の砦。ええ、わかる人にはわかって頂けるかなと思います。わからなくても大丈夫です。

　いずれにせよ、この何か変な冒険者の物語を皆さんが楽しんでくださり、本当に嬉しいです。どうか今後ともお付き合い頂ければ幸いです。

　今回も素晴らしいイラストを描いて下さった神奈月かんなつき先生、ありがとうございます。獣人女給さんは先生の口絵を見て出てきたキャラクターだったりします。あの子です。

　毎月のコミカライズを楽しませて頂いている黒瀬くろせ先生、今後ともよろしくお願いします。

　ドラマＣＤに参加して下さった声優の皆様、素晴らしい演技をありがとうございました。

　ゲーム仲間、創作関係の友人たち、今回も色々とありがとうございました。編集部の皆様、出版や宣伝、流通に関かかわって下さる皆様、いつもお世話になっております。

　読者の皆様にまとめサイト管理人様、お陰様で何とかここまで来れました。今後とも精一杯頑張っていきますので、どうぞよろしくお願い致します。





────────────────

著者

────────────────

蝸牛くも　（かぎゅう　くも）

「実はラスボスだった師匠、覚悟！」

「うむ、かかってこい、バカ弟子よ！」

　必勝の構えより繰り出される１ゾロ。

「いまのは素振りです」

「見なかった事にしたげるから……」

　師匠は心の優しい御方……。

　もちろん囲んでボコボコにしました。

　ラスボス相手に慈悲は無いね！





────────────────

イラスト

────────────────

神奈月昇　（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへタレイラストレーター。

　親戚から頂いた焼き鯖を肴に酒を呑むのが最近のジャスティス。

　最近スケジュール通り進行出来ずに、かなりやばいレベルでの修羅場が多くなりました。

「もうゴールしていいよね」と何度思ったことか……
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